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刊行のことば

　国立国語研究所では，各県に地方研究員を委嘱し，その地の書語についての

調査研究をお願いしている。その成果は，研究所の企図する全国的調査のうち

に組み入れられて，臼本の方言研究，ないしは，国属の言語生活の研究に大き

な寄与をなしている。

　この地方研究員にお願いしたもののうち，金国各地方言の体系的な記述を課

題とした研究を，今圏取りまとめて印欄刊行することにした。ただし，各地方

研究員から寄ぜられたもの全部となると，非常な量に上るため，刊行は困難で

ある。やむをえず，その中の一部だけをまとめて公表することとした。本書に

載せられなかった研究については，研究所で大切に保存して今後の方言研究に

役立てたいと考えている。

　本書を刊行するに当り，地方研究員の方々の終始変らぬ御努力に対して心か

らお礼を申し上げる。また，本書を世に送り得たことに関しては明治書院のな

みなみならぬ好意に対して深く感謝の意を表する。

昭和34年10月

国立国語研究法長西尾 実
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はしがき

　瞬本の方言研究は明治以降さかんになって来た。そして，かなりの成果をあ

げている。しかし，どちらかというと，語彙の方面に片寄っていて，音韻（アク

セントを除く）や文法に関する方面は手うすである。しかも，それらを体系的

なとらえかたをして記述したものになると，非常に少ない。単に現象を思いつ

くままに並べた程度のものが少なくない。たとえぽ，方言の音韻を説明すると

きに，標準語のaが。になっている，というような記述をする。それに当るい

くつかの例が示されるが，それでは，標準語のaのすべてが。になるのかとい

うと，必ずしもそうではない。また，そこにあげられた怪僧でそれに当るもの

が尽されているとは限らない。もし標準語との対応を示すとすれぽ，その方書

の音韻についての体系を明らかにした上でなけれぽ，正確な対応閣係は出て来

ないはずである。体系が明らかでないために，対応しないはずのものを対応さ

せている場合も少なくない。たとえぽ，東北地方のイプ（行く）がしばしぼ標

準語のイクと対比され，標準謡の力行音が特需のガ三音に対応する，といった

説明が見られないでもない。しかし，標準語のカク（書く）は方書のカグ（カ

プではない）に，標準語のニク（肉）は万雷のニグ（ニプでない）に対応する

から，むしろ，イクとイプとの対感は特殊な場合で，これをもって，標準語の

力行音が方言のガ行音に鰐感ずる，とはいえないわけである。一方，標準語の

＝プ（漕ぐ）が方言のコプに，同じくウプイス（鶯）がウプィスに対応するか

ら，方言のイグ（行く）は標準語のイク（行く）とは語原が違うらしいことが

わかる。わたしは，イグはイヌ（去ぬ）から変化したのではないかと考えてい

る。

　とにかく，方言について体系的なとらえかたをしたものはそう多くない。

　また，方言を調べる場合に，ある一一地点における方言使用者のすべてについ

て調べるということは，とうてい不可能なことである。多くは，その地点のひ

とりないし数：人について清報を得，それをもとにして記述することが多い。と

ころが，その情報提供春が，どのような階層に属し，どのような生活をしてい
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る者か，老年願のものか壮年履のものか，男か女か，厨住地以外にたびたび旅

行をしているような人ではないか，記憶に方需を残しているだけで実際には使

っていない者ではないか，実際にそれほど方君を使わない人で知識として方言

を知っているにすぎないのではないか，そういう，いわゆる被調査者の条件の

明らかになっていない場合が多いQ

　われわれは，老年贋と若年層との問に，使うことぽにかなりの違いのあるこ

と，また，しばしぼ老年暦と壮年層との間にも違いのあることを見ている。　ま

た，老年趨の人で，以前に使ったものとして記濾はしているが，実際にはほと

んど使わない、というような事実のあることも見ている。女性が，露分の実家先

の芳翰を保存しているという実例も見ている。しじゅう旅をしていた入が野分

の生地のことばをかなり失っている場合もないではない。同じ村落に農佳する

といっても，厳密に児れぽ，いろいろの条件の違いによって玉入差の生じてい

る場合が少なくないのである。別の見方をすれば，村落において，方図が方言

なりに変化し，あるいは，標準語の影響を受けて変化しつつある。大阪弁では，

「書かない」はカケヘソであり，「書かなかった」はカカナンダといわれるが，

若い履では，カカナンダよりもカケヘソカッタを使用する。このカケヘンカッ

タは，標準語の「書かなかった」の影響によって生じたものと晃られないこと

もない。

　このように児て来ると，一地点の任意の情報提供者によって記述された結果

が，はたしてその方言においてどのような位置を占めているか，はなはだ不安

である。また，情報提供者が数人いて，それの総和が，はたしてその地点の予

予の実際を添すものかどうかもわからない。そこで，憶報提供巻，すなわち被

調査者に関する条件を記述しておき，その被調査薦から知られる限りにおいて

細述することが，其に信頼しうる結果を得ることになる。

　以上のような考えかたで，髄立国語研究駈の地方研究艮の諸氏に委嘱して，

各県で一地点を選び，その地点で，老年履の，比載的純粋な方言を話すと認め

られる人，数人を探して，その言語を記述したのである。なお，記述は，音韻

（アクセントを除く）と文法の二部とに飼った。’ ﾚしくは，『昭和29年度国立

圏語研究所年報6』（60ページ以下）を参照されたい。
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　ただ，刊行に際して，多くの困難が生じ，結果的には十数篇しか載せること

ができなかったことは残念である。しかし，われわれが今圓試みたこの記述的

研究が，従来の方言研究の欠陥や弱さを補って，今後の方言研究に役立つもの

であることを僻じている。

岩渕悦太郎
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はじめに

　1．北海道南部方言のあらまし

　北海道の餐語は海岸と内陸地方とでは大きな違いがある。もちろん，いずれ

も本州各県方言を母体とするものであるが，内陸地方は開拓が新しく，100年

ほどしかたっていないので，地点ごとに差異があり，北海道内陸方露とも需う

べきものはまだ形成されていないように思う。それに比して海岸地方をこは獺通

ずる一つの方言がある。それは道南に発達した方言である。これを「道南方言」

と奪うことができる。道南方欝は，数百年の間，北奥方需を主とし，裏臼本各

地の挙挙を加えて複雑に混雑した結果，麟然に形成された方言であって，魚族

を達って海跨線を北進した漁民によって各地に伝播したため，今Hでは漁村で

道爾方言を聞かぬところがないくらいに優勢を示している。しかしながら，そ

の道爾方雷も中心地の渡島半島について細かに調査すると，さらに小さな方書

藍醐を発見することができる。すなわち，舞鶴半島を南北に縦走する渡島背梁

由脈によって二分される日本海岸地帯と津1蘂海峡および太平洋岸地帯の方欝で

ある。日本海岸方欝は青森県1案軽地方方書の勢力が強く，太平洋撰および津軽

梅峡岸方言には青森県南部地方方雷の勇影響が強い。さらにそれらの二方言の中

心地を求めると，前者では江差町と松前町であり，後者では函館市である。そ

して画集それらの中心地から次第に共通語化が進みつつある。

　2．方弩から見た調査地点の位置と性格

　桧山郡江差町は渡島半、動の臼本海岸にある人F：11万の町である。淵発は800

年前といわれ，明治ころまでは松前・函館とともに本道文化の三大中心地であっ

た。豊富な海産物の集散を主とする商業地であり，田末海岸まれに煮る良港だ

ったため，本州橡麺の商船は生活必需最と多くの出稼人とをここから陸揚げし

た。連年の鯨大漁に沸いた明治30年代は「江差の五月は江芦にもない」と壽区歌

されたほど，殿盛を極めた。したがって，書語もまた裏H本各地方言が複雑に

植民地的に混合した。それら方言中有力なものは，津軽・越後・能登・近江の

4方雷で，それに次ぐものは秋田・Li」形・南部・越中などである。それらの複雑
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な混溝の後，自然に江差弁と称するものを生み出し，それが南北に海岸線を伝わ

って伝播し，ここに江差方言圏ともいうべきものが形成されたと考えられる。

その領域の北限は積丹半島南は松前郡白神岬に至る一帯であったと考えられ

る。しかし，明治40年以後連年の不漁により倒産続出し，人口は急激に減少し，

今は桧山支庁の政治中心地たるにとどまり，昭和12年江差・函館間鉄道の開

通以後は道南第一の都会たる函館市から直接の影響を受けるようになり，雪語

もまた，函館方言の影響を急激に増加して来た。したがって，純粋なる江差弁

は次第に影を弱めっつある。とはいえ，江差弁は依然として道南方雷中の日本

海岸方言の有力なる一勢力であることは何人も否定できないであろう。

音 韻

　北海道南部海岸地区に行なわれる方言について，音韻の種類およびその転化

の現象の中から，共通語と著しく異なっているもので，使用範翻も広く，かつ

使用度も高いものについて，母音，子音，音節に分けて記述することにする。

音韻組織は五十音図を基とし，その記号は共通語を平仮名で，方雷を片仮名で

表わし，それに国際音声記号を併用した○ただし，頻繁に用いるガ行鼻濁音は

カ。キOグケ。コ。で記した。

　1．　母音

　北海道南部海岸地帯（略称，道南地区）に用いられる母音の中，共通語と違

うのは，イ・ウである。

　1．1　イ

　道南で聞くイは共通語と同じ［i］であることが少なく，多くの場合は〔e］

か，または中舌母音の［至］となっている。そうして［e］になるか，　〔1］

になるかは，その音のある位置と，、その音が，単独で期いられているか，他の

子音と音節を作っているかとに．よって異なる。

　（1）　語頭にある単独のイ

　この場合はほとんど＝となるQエロ（色）［ero］，エド（糸）［edo］，＝ス（椅子）

［esdi］，エ〃（急ぐ）〔es・9醐



　　　　　　　　　　　　　　　　音　韻　　　　　　　　　　　　　　　5

　ただし，このエは標準語のエと嘆じではなく，イと＝C・との中間音である。し

かし，klkiVlの人は本来のエにもこの音を使うので，下のような場合は他国の人

はもちろんのこと，土地の者でも区別がつかない。

　　　エギ（駅）［egi］　エギ（息）［egiコ

　しかし，たいてい，このような場合はアクセントで意味が区別できるように

なっている，たとえぽ，

　　　　　枝　σ・。　枝ガ8

　　　　　板　♂。　板ガ♂㌔

　単独の場合でも「枝」と「板」とははっきり区別される。前考はあがりつき

りであるのに，後看は「ダ」の途中で低くなる。助詞の「ガ」がつけば，上に

示すような違いが出て来る。

　ところで，　「駅」ということばは新語であって，当地の人にはまだ十分に習

熱されていないために，「息」との発音上の区部がまだできあがらないのではな

いかと思われる。

　また，人によっては，中舌母音の［月が用いられる。

　　〔lnuga撫］犬がいる　　［’imo　kawanega］イモ買わないか

　上のように試みに発音したら，江差の小学生は「百姓のことばだ」と書って

笑った。　「それでは君たちは何と言うか」と尋ねると，下のように筈えた。

　　　〔enuga　eru］犬がいる　　こemo　kawanegaコイモ買わないか

　このように，　［月は単独で語頭に用いられると，　いなか奥い感じがするた

めか用いられることが少ない。

　（2）　語間にあって単独に用いられるイ

　この場合は必らず・・となる。

　　　エマ　エグカラr今行くから」　　ハヤグ　コエデ　コエー「皐く漕いで来い」

　この場合も［唱が用いられることは少ない。

　（3）　子音と音節を作るときのイ

　単独の場合にはほとんどエになったのに，子音と音節を作る場合は，絶対に

Pt・i’こはならず，たいていは中舌母音の［f］となる。［kimi］霜，［煎瑚西，［鈎a

∫董］　醜ミニ，　［lninamh’】　南，　［1dta】　；1ヒ，　［ni∫iN］　無1｛。



　6＃ヒ海道南芒謬
　これら中井母音を持った音節は，ほとんど老幼男女の別なく一般に行なわれ

ている。この中舌母音の［i］は標準的な［i］と比べて，鈍重で，濁った音

感があるために，当地のことぽがなんとなく重く感ぜられ，ズーズー弁と岡様

に受取られるのであろう。また，シとス，チとツなどの区溺を不明瞭にさせる

原因の一一つにもなっている。

　「炭」の発音［∫in1］は，人によってはシミと聞え，人によってはスミとも

聞こえるような音なのである。

　1．2　ウ

　当地のウは，共通語の［U1］よりも田に接近した［朗である。これが中

舌母音の［i］とともに，シとスの区別およびチとツとの区別を聞き分けにくく

させている根本原函である。すなわち，F寿司」をrs苗∫i］と発音すれば，シス

とまでは聞こえないけれども，　［s茄］と［∫i’］は非常に似た音であるので，

ススのように聞こえる。　「土」も［蕊瓢ts茎］と発音するのでツツと言・ってい

るように聞こえる。北海道の小中学校では，都市たると農漁村たるとを問わず，

みな，これを胴いるので，教師は常に作文に出て来るこの表記の訂正に悩まさ

れている。しかし，都市の方がその程度は弱い。

　1．3　二重母音

　母音が二つ重なる場含は，道南ではたいてい融命して長母音となる。そのお

もなるものを次に記せば，

　（1）　〔ai］〉［ε1］または［ε］　ていねいに雷うとタガエ「高い」となると

ころを，普通にはタゲーと署う。［aiユを含む形容詞は全部Ce：’］となる。たと

えば，ハエー「早い」，アセー「浅い」。　その他の品詞もみな，これと同様で

ある。テーゲー「大棚i」，ミネー「兇ない」，シラネー「知らない」。

　（2）［oi］〉［e：］　ていねいに言うとシロエ「白い」というべきところを，

普通には　シレ四一一一というQ　［oi］を含む形容詞は金部［εr］となる。　ホセー

r細い」，フテー「太い」，クレー「黒い」，オセーa「遅い」。

　（3）　［ie］〉［ε1］　エ「家」，メェル「見え．る」，ケエル「消える」。

　（4）　［ui］〉［i：］　ていねいに言えば，サムエ「寒い」となるべきところを，

普通に．は，サミーまたはサンビーとなる。（［saml’r］・一・…〔sambk’：］〉そのほか，アッツ
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イ購い」，アヅィ「厚い」，ウシー「薄い」，ズ夢一霞ずるい」。

　2．　子音

　21　力行およびタ行音の有声化現象

　力行音およびタ行音が語間および語尾にある場合はほとんど有声化し，ガ

行音およびダ行音になる傾向が特に著しい。そしてその濁音は鼻濁膏ではなく

本濁音である。　工老「柔魚」，タ三「蛸」，カ2’マ2’「勝負」，ハAダ2“「函館」，マ

ヅマエ「松前」。

　こうした有声化の現象は道南地区全般にわたって行われるが，都市はややそ

の傾向が弱い。とはいえ，時に行われる街頭録音にも，この有声化現象は盛んに

あらわれることは書うまでもなく，土地の知名入の講演放送にさえも容易にこ

の有声化現象を見出すことができる。では，語間の力行音およびタ行音はすべ

て有声化するかと言うと，そうではなく，次のような場合は例外で，濁らない。

　（1）　促音の次にある力行音および下行音

　　マックラ「真野」　　ミッカ「三田　　　ヨッカr四E」

　　　ヒトッッ「一」　　　コッチr此方」　　トックリ「徳利」

　（2）　一音の次にある力行音およびタ行音

　　モン之「文句」　　ハソ攻クセ「バカらしい」　　ハソチャ「袖無し」

　（3）　叩・［Pt］など，無声母音の次にある力行音およびタ行音

　　　タスク’ル「助ける」　　フカエr深い」　　フトソ「蒲団」　　ヒト「人」

　（4）　接尾辞コは濁らない

　　ゼンコ「銭」，　　　トリコ「、ξも」

　（5）　外来語，漢語および新語の語中に早まれる力行音およびタ単音

　　スカート，セヵソド（外来語）

　　キューカ「｛本累段」，モ：クトー「酵こ婁壽」　（沸芝語）

　　インチキ，エンタク（碧〒藷う

　2．2　ガ行舞音

　ガ行鼻音は用いられるGただし，語頭には全然用いられないQ

　　　ナが！・シ「長嬌」［nagaha∫）］　　［ダソゴ】［懸子］［d鞠go】

　これらを［nagaha∫i］や［dango〕と書うのは，道南の人ではなく，他園か

Pt来た者である。そのくらいにカ。行鼻濁音は一般的である。
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　2．3　セ音

　一音を［ge］音にする人がかなりある。いなかほど多い。

　　［ge“rge／「先生」　〔genaga］「背中」

　　［agei「汗」　　　［gembe］嚥餅」

2・4　シェの音

　セの音を［∫e］にする（シェンシx「先生」，シェミ「蝉」，シェナガr背中」）人

もあるが，多くないG

　しかし，次のような場合には［∫］音の方が一般的である。

　　シャケ「鮭」　　クシャミ「くさめ」

　2．5　ザ行騰

　ザ行音をジャ行音にする人がある。ジャシギ「座敷」・ジェソ＝「銭」，ジョーリ

「華履」，ヒソジャ「膝」。この傾向もいなかほど著しいが，次第に衰えを見せっっ

ある。

　2．6　ハ行音

　ハ行学は［F］音に発音されることがあるQ　フェダダ「下手だ」［Fedada」，

フイ　「火」　£Fi］，　フェー　「塀」　［Fei］，　フオダル「蛍」　［Fodaru］。

　このような〔F］音は北奥羽に盛んであるから，それが伝播したものであろ

うが，当地では今臼この音を発する人は次第に少なくなりつつある。

　2、7　バ行金

　バ行音が濁音の次に来るとき，濁音を鼻濁音にし，バ行音がバ行音になるこ

とがあるQゴンプサタ「平熱沙汰」，ザソプトソ「座窟団」。

　しかし，この現象も今や全般的に通用しているのではなく，次第に蓑えっっ

あるようである。

　3，音節

　わが国語にあっては，子音は母音と結合して粥いられるのが普通であるので，

前項では道南に特有な干音を説明するために，それを含む音節にも触れて来た。

ここでは，それら以外の特殊な音節について記すにとどめる。

　3．1　はねる音節

　はねる音のある単語でありながら，そのはねる音が消失することがある。

　　　ニソジ「人蓼」　　デゴ「大隅」　　＝シ「鎌」
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　　サイバrまないた｛菜板｝」，　　ウソド「うどん」

3．2　灘音化’ずる董L節

ある音節が次に濁音と続く場・念，鼻音化することがある。

　　マソドヂ窓」　　エンド「井フ葺」　　タソビ「是袋」

　　フンデr筆」　　カンゼ「風」　　　ナンベダ「知っている（人）」
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　これらは前の音が鼻母音となるのか，後の音が鋒濁膏であるのかは明らかで

ないが，江差晴およびその付近ではかなり耳につく現象である。そうして前記

のマソド「窓」が「酌」の：有声化したマドとの間に意味の塚違いを起すことが

ないのは，鼻音化のせいである。エンド「井戸」とエド「糸」との区：別もまた

同様である。このような鼻音化現象は東北地方では非常に盛んであるが，この

地方ではやや衰えつつあるようである。

　なお，これに似た現象でありながら，次のように，濁音が清音に変ることも

ある。　ランチタサソ糠礁」，ワンツカ日っずか」。

　3．　3　短音化する音節

　共通語ならぽ当然引音節にすべきところを，短音化する傾向がある。

　　アイスキヤソデヂ氷菓子」　　エツショケンメ「一生懸命」　　　セソコr線香」

　　センセ「先生」　　サド「砂糖」　　ホェジョr庖丁」

　この傾向はこの地方一帯にわたって見られる。ときには商店の滋強などにも，

キャソデ，カトリセソコ，セソベなどと書かれているのを見かける。

文 法

1．動詞

1．1　活用形式の種類

道爾に特有な動詞活嗣の種類は下の3種であるQ

3
形

第
活2

形

第
沃

－
彰

　
翻
第
活

形欄活

類種の用活

第　4
滅駕形

母音変化型活摺 a ●
－

u e

ルレ型酒薦　　＊ ru 1　re

複合型活用 ko ki　1　kuru koe

＊一は語幹のまま活網することを慧味する。
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　（1）　母音変化型活用

　共通語でいわゆる五段活用の動詞は，道南ではすべて語羅の母音だけの変化

で四段に活用し，五段活用にはならない。共通語で。段に活用する推量および

勧誘形は，道南では。段の音を用いずu段の第3活用にべをつけて言う。

　　　共通語　書こう

　　　道南方言　書ぐべ

　（2）ルレ型活用

　共通語で上一段，下一段，サ行変格活用等の活用をする動詞はすべて，語幹

をそのまま第1，第2活用形とし，第3活用形はそれにルをつけ，第4活用形

はそれにレをつけて表わす。なお，共通語でサ行変格活用をする「する」は道

南では下のように活用する。

　　　　　夫　　　　連　　　　終　　　　連　　　　已　　　　命

　　　　　然用止体然令
　　　　　si　s‘　s”ru　sHru　s”ru　s”re
　上の活用形式から不活用の部分を語幹として除くと下のようになる。

　　　　　　一　一　一一ru　一ru　一ru　一re

　　　　　　一　　　　　　一　一ru　一re
　これで全くルレ型活用と同様になる。

　（3）　複：合型活用

　共通語で力行変格活用をする「来」は次のように，母音変化型活用とルレ型

活用と2形式を複：合させた特殊な活用をする。

　　　　　　　　第1　　　第2　　　　第3　　　　第4

　　　　閑・剛…・・ル（o人ぽども）・エ

　1．2　活用形とその用法

　第1活用形は打消の助動詞「ない」と接続する形で，書ガナィ，見ナィ，コ

ナイ　の形で用い，共通語の未然形に対応する。

　第2活用形は過去の助動詞「た」，希望の助動詞　「たい」などと接続する活

形で，

　　　　書ギマシタ　　　　　見マシタ　　　　　来マシタ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぞ　　　書土物イ　　　　見タイ　　　　来タイ
　　　　　　（テ）　　　　　　（テ）　　　　　　（テ）

用の形で用い，共通語の連用形と岡様である。

　第3活用形は憲い切りの形，すなわち，共通語の終止形と体雷に接続する

形，すなわち連体形に対応するほか，さらに「バ」，「ドモ」などの接続助詞に

連なって条件の言い方にも用いられるところに特色がある。まとめると下のよ

うになる。

魎郭話脚髭細・形齢形睡濡鼠齪条彫
　揖音変化型活用
lhttttrmt

人グﾛ 書グバ 書グドモ

ルレ．型活用 見ル 見ル人

クル人

見ル・・陣・レド㌔

複合型活用
ク

来ル クルバ クルドモ

第 3 活 羽ノ 形

　第4活用形は命令をする時に用いる形で，共通語の命令形に当たる。

　　潜ゲ，　見レ，　シレ，　コエ

　ところが，ここに注意すべきことは，この第4活用形を用いた条件の言いプ」

があることである。

　　毒グパ　　見レ’バ　　シレバ　　コエバ

　なお，この「轡ゲ・勺と「書グバ」は，意味の上では全く同じで，男女の差

もない。ただ，分布地域が違っていて，前者は北海道全域に行なわれているの

に対し，後者は，上磯郡，亀田郡など津軽海峡に沿った地域に限って分布して

いる。後者をいつも使う人が，ごくまれに，都会の人に会ったときに「書ゲ

バ」．を使うことがあるが，その逆：はない。

　また，「スル」の第4活用形に「セ」を用いる人がかなりおり，それらの人

人はやはり「セバ」をもって条件を表わしている。こう晃て来ると道南の動詞

の条件法は次のような2種が混用されていると考えられる。

　　1）第3活用形（終il：形と同形）十パ

　　2）第4活朋形（命令形と陶形）十パ

　また，ルレ型活用の動詞の第4活用形に対応する共通語は「見ロ」7「シロ」

であるが，それらは当地にあっては「見レ」，「シレ」よりもはるかに劣勢であ
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って，しかも「見レ」，「シレ」よりも高圧的な感じがするというので次第に用

いられなくなりつつあるQ

2．形容詞

　2．1　活用形式の種類

　道南特有の形容詞活用は1種しかない。試みに若千の形容詞の活用形を列記

し，しかる後，それらの語の活用しない部分（一線の部分）を除いて行くと最

’下段のようになるQ

形の令命モ
形

ド
く

，
続
・

バ
に
、

に
形
雷
く
体
続形の止終

こ
影
．
一
G

テ
続
、

こ
杉
一
G

タ
続

形
、子忌

リ
　
　
ヲ

／五エ　三グ三ツガ乏

悪 ワリガッ　　ワリグ 旦 烈 毘 ／
E一
－

唱
辱
汀

唾
樺

’um”

iタダシガッタダシグ　　タダシ　　タダシ　　タダシ
’t” ／
互ガツ 互グ 互 互 互 ／

灘露寒一ガ・．一・i　　　l　　／
　　　　　　．i製活型雛轡第塞．用形1∠
2．2　活絹形とその用法

第1活用形は共通語の連用形に当たるもので，エガッタ，タゲガッタ，ウル

セガッタの形で用いられる。

第2活用形は共通語の副詞形に当たるもので，下の用言を修飾する場合に用

いるほか，助詞「テ」，打消の「ナイ」に連ねて用いる。

　　　タゲグナッタ（高くなった）　　ワリグナッタ（懸くなった）

　　　タダシグナッタ（正しくなった）

　ここで注意すべきは，タゲグナッタはタカクに，ワリグナッタはワルクに対

応するのではなくて，タカイクナッタおよびワルイクナッタに当たるものであ

る。すなわち，共通語の終止形に当る形を基本とし，それにグを連らねたもの

を見逃してはならない。この終血形に当る形，第3活用形を基本として，それ

であることに他の語を連らねて形容詞を活用させるというのが道南の形容詞の

特色である。

　第3活用形は終止する時，体言に連らなる時および「バ」，「ドモ」と連らな

って条件を言い表わす時に用いる。さらに，上述のようにこの形が他の形金部
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の基本になっている。

　共通語の仮定形「高ければ」には「タゲバ」が対応するが，それはていねい

にゆっくり書わせると　「タガエバ」となるものである。また共通語の推蚤形

「高かろう」には「タゲベ」または「タガエベ」カミ対応する。

　3．形容動詞

　3，1　活用形式の種類

　道南特膚の形容動詞の活絹は1種である。

語掌編鍵用影

隣レ封 “ッ

f
タ

第　3
活用形

ダ

第　4
活用形

ダラ

　第1活用形は共通語の連用形に当たるもので，

　　　キVエダツタ　　　キレェデナイ

　　　野上ダッタ　　　　静カデァル

のように用言に接続する形である。

　第2活用形は共通語の副詞形に当たるもので，

　　　キレエニ咲イタ　　静カニナツタ

のように下の用言を修飾するときに用いる。

　第3活用形は共通語の終止形，連体形に当たり，その上，確定・仮定の条件

を表わすのにも用いる。

　　　終止　キレエダ　 静カダ

　　　連　　体　　　キレエダ人　　　　静カダ晩

　　　確定条件　　　キレエダドモ　　　静かダ晩ダドモ

　　　仮定条件　　　キレエダパ　　　　静かダバ

　第4活用形は次のように仮定条件を言い表わすときに絹いる。

　　　キレエダラバ　　　静かダラバ

　また，共通語の推量形fきれいだろう」に愚だるものは「キレエダベ」とい

うぐあいに，第3活用形に推量の助勤詞「べ」をつけて用いる。

　なお，このキレエダはときに携琴化するとともにダを清音にし，キレンタと

発音されることがかなりある。
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　4．　助動詞

　（1）　受身の助動詞　エル

　共通語の「れる」に当るのが「エル」である。セソセニオゴラエダ「先生に

　叱られた」活燭形式は下のようにルレ型活用である。

［凋一三）・エ（・）・一・レ・一・レ（入）・致ム）・・レ

　（2）可能の助動詞　レル，ニエ

共通語の「れる」も用いられるが，可能動詞「書ける，田せる，飛べる」の

ほかに「カゲレル，ダセレル，1・ベレ’ル」という言い方がある。しかし，可籠

の堆い方で最も普通に用いられているのは「……二”・」である。

　　　書グ二八　　　鋤スニエ　　　飛ブニエ

　これは「書グ＝モエ，書グニワijと雷うこともあるから，動詞の第3活用

形に助調の「　＝」と形容詞「ヨイ」とを連らねた連語とすべきであろう。

　　　同・・一　・i　，7・た・…グ・尉・一（終止人ぽ，ども）

　（3）　自発の助動詞　サル

　共通語なら「自然に泣けて来る」というべきところを，道南では「泣ガサル」：

と言うv種々の動詞に．ついて用いられる。

　　　風ア吹イデ瀞アヒトリデ江差サツガサッタ

　　　見ルナソテ言ツテモ見ラサッタ

　活用形式は次のように母音変化型である。

　　　　　　第1活用形　　第2活用形　　第3活用形　　第4活用形

…サ・…）鵬た・順）蟻）

　（4）　使役の助動調　ヘル，ラヘル

　共通語のrせる」に当るものに「ヘル」，「させる」に当るものに「ラセル」，

「ラヘル」がある。

　　　誰ダコノワラシ泣ガヘダノワ
　　　　　　　　（童）

　ルレ型活用および複合活用の「来」には

　　　起ギラヘル（起ギラセル）　　試験受ゲラヘル（受ゲラセル）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脳
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　　　mッチャ　コ（来）ラセルナ

と「ラセル」，「ラヘル」を使う。

活用形式は下のようにルレ型才弾である。

　　　　　　　　第1　　　　第2

　　　〔ヘル］　　へ（ない）　へ（だ）

　　　［ラヘル］　ラヘ　　　　ラへ

　　　［ラセル］　　ラセ　　　　ラセ

（5）　ていねい・尊敬の助動詞　ダス

　第3

三1懸）

策4

ヘレ

・一・
iば命令）

ラセレ
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　桧山郡から松前郡にかけての日本海岸だけに限って用いられる。たとえば，

　　　コノ　ハガギ　カエリニ　ポストサヘレデダセ

　　　「この葉書帰りにポストに入れて下さい」

のように，第4活用形が「下さい」の意味で用いられるのが最も普通である。

その他の活用形はあまり朋いられない。

　　　　　　　第1　　　　第2　　　　第3　　　　第4

　　　ダス　　　ダサ　　　　　ダシ　　　　　ダス　　　　　ダセ（ダへ〉

　第4活用形はさらに次のように仮定条件を表わすのにも朋いられる。

　　　見セデダセバ　エサ　　「児せて下さればいいんだが」

　なお，「下さい」の意味では，「サマエ」というのが用いられる。中年以上の

女が多く佼うが，こどもはほとんど使わない。

　　見サマエf見て下さい」

　　行ガサマエ「行って下さい」

　　　ケサマエ「くれて下さい」

　「ダセ」が霞下・岡三の人に対して用いられるのに対し，「サマ＝・」はもっぱ

ら匿上の人に向かって使う言い方である。江差・松前など，ごく狭い地域で，

こどもや老人，ことに中年以上の女性が用いる。

　ところで，「サマエ」は活用がなく，終助詞のように用いられる。「ダセ」は，

単独で述語になることができるが，「サマエ」は必ず動調のあとにつけなければ

ならない。次の例で，「シマグセ」とは雷うが，「シマサマエ」とは欝わない。

そのときは，「シマケサマエ」のように，「ケ（くれ）」という動詞を入れなけれ

ばならない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
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　　　畷下さい　　　　シマダセ　　　　シマケサマエ

　　見て下さい　　　見デダセ　　　　見デケサマエ

　　　見せて下さい　　見セデダセ　　　児セデケサ’V＝＝

　　　くれて下さい　　ケデダセ　　　　ケデケサマエ

　以下に，活用のない助動詞をいくつかあげよう○

　（6）　推量の助動詞　べ，ベー，ベシ

　共通語の「らしい，う，よう，まい」などに当るのは「べ，ベー，ベシ」で

ある。この3語の問に意味の違いはない。推量・勧誘の意味で盛んに．使う。

　　（推量）　アシタ雨降ルベナ　　　（勧誘）　学校サエグベ

　ときにベァ，ビァなどと発音することはあるが，爽北地方のようにダと接続

するとき，ダッペ・ダンベのように，撹音や促音をはさむ雷い方は全然ない。

　　活用はしないで，終助詞のように矯いられている。

　（7）打消の助動詞　ネ

　共通語の「ない」は道南では一般に「ネ」と発音され，　「ン」はほとんど用

いない。注意すべきは過去の打消の言い方である。共通語なら「一なかった」

というべきところを道南では「一ネクテアッタ」または「一ネフテアッタ」

ということがある。

　　　ゲンダガガラ　チョチョ　ンマレルナンテ　オモワネクテアッタ　「毛虫から蝶が

　　　　生れるなんて思わなかった」

　　　トナリサ　ドロボヘッタノニ　ナンモ　シラネフテアッタ「隣に泥擁がはいつ

　　　　たのに何も知らなかった」

この「一ネク（フ）テアッタ」という連語は，江差町をはじめ矯本海岸に用い

られるが，道南一般には用いられていないようであるQ

　（8）　指定の助動詞　ダ

　共通語とほとんど同様であるが，ただ下のような雷い方が耳につく。

　　　キオグダバ　エソダドモ……「記憶ならばいいんだけれども（理解はだめだ）1

　　　オラダパ　ハー　ワガネンダ「俺ならばもうだめなんだ」

　5．　特徴的な助詞とその用法

　5．1格助詞
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　（1）　サ

　共通語の「一へ」や「EC」に当たるもので，道南では，町回を問わず，老

幼男女の別なく，盛んに翔いている。

　　ガッコサ　エグベ「学校へ行こう」　　　エサ　カエル「家に帰る」

しかし，「遊ピサ出カケル」のようには（目曲を示す場合）用いない。

　（2）バ

　共通語の「オ（を）」に似ているが，動作の対象を特に強く，はっきり指示す

るときに用いる。

　葉ッババ　ケルテ　ユッタノニ　花マデ　トッテッタ（葉だけに限ってくれ

ると言ったのに，花まで取っていった。）一怒っているときで，「バ」で特定の

ものに限るという意味を表わしている。

　　　ヨソミ　スルナ　ホソバ　ミレ「よそ見をするな。本を見ろ。」

　　　オメバ　カデル「お前を（だけ）仲間に入れてやる」

道爾一般に盛んに云いている。

　（3）　 ドゴ，　ゴド

　共通語の「オ（を）」よりはもちろん，方雷の「バ」よりもはっきり特定のも

のを指示するときに用いる。

　　　タゲシドゴ　ヨソデコイ「武を呼んで来い」

　　　タゲシゴド　オゴッテダド「武を怒っていたぞ」

　（4）　格助詞を用いない例

　　　カゼ　フイダ「風が吹いた」

　上のような例は非常に．多く，むしろ格助詞を用いない方が普通のようである。

　5．2　　接続助蓑司

　（1）　パ

　共通語で仮定条件を書い表わす接続助詞「ノ㍉ト」に当たる。共通語の「パ」

と異なるところは，共通語の「バ」は第4活用形（仮定形）に接続するのに，

道南のヂバ」は第3活用形（終！と形）と嗣形のものに接続することがある点で

ある。

　　　第3活朋形十バ　　　書グバ　　見ルパ　　スルバ　　　　　クルバ

　　　第4活用形十バ　　　書ゲバ　　見レバ　　スレパ～セバ　　クレバ～コエバ

k
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この2種の仮定条件法の地理的分布を見ると，第4活用形によるものは都市で

も極めて普通に用いられているが，第3活台形によるものは都市ではほとんど

用いられないで，辺鄙な漁尉などで用いている。なお，それら漁村の中でさ

え，若い女や壮年層は第4活用形を用いようとしている。しかし，この第3活

用形＋「バ」はなお相妾に強力である。

　なお，この「バ」が助動詞と接続すると

　　　ソレ　ケナエバ　カデネ「それをくれなければ仲間に入れない」

のように第3活用形によるものを用いている。

　（2）　スケ，ステ，ハンデ

　共通語の「カラ」に当たるものに．「スケ，ステ，ハンデ」がある。そのうち最：

も広く盛んに用いられているものは「スケ1である。都市ではもはや用いられ

なくなったけれども，その市界1里と離れぬところで依然として用いられてい

る。津軽海峡に面した上磯郡亀照郡（松前郡を除く）や渡島半島東撫こは「ス

テ」という形でも行なわれている。なお，「スケ」は「シケ」，「ステ」は「シ

テ」とも発音される。

　　サンビスケ（ステ）　ネルベ「寒いから寝よう」

　　ニマ　エグスケ（ステ）　r今行くから」

　「ハンデ」尉岸の青森禦津軽諸郡に盛んに用いられている接続助詞であるか

ら，対岸から渡来したものであることは明らかである。しかし，現在この語の

用いられている領域は津軽海峡西寄り海岸と日；～民海岸だけであって次のように

用いられている。

　　サンビハソデ　ネルベ「寒いから寝よう」

　　ナグハソデ　ワガネ「泣くからだめだ」

この「ハンデ」はまた「バネ」，「ハンデガ」となることもある。前記の「ハン

デ」の領域内でも，松前郡以外では「スケ」と混濡していて，次第に「スヶ」

に侵蝕されつつある。江差町から日本海岸を数里北上した熊石村を調査したと

き，ある小学生が「ハンデ」と「スケ」を両方とも使うというので，どちらが

いいことばかと聞くと，「スケ」だという。なぜか，と追求したら，次のような

話をしてくれた。「友だちが『ガッコサ　エグベ』と来たから，『エマ　エグハ

ンデ』と答えたら，母親に，『エマ　エグスケッチ　ユS』としかられた。」こ
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のことは次第に「ハンデ」が衰えて「スケ」に．変って行きつつある過程を物語

るものと書えよう。

　（3）　ドモ

　共通語の「ケレドモ」に当たるものである。

　　　チッチェドモ　キカネ「小さいけれども強い」

この「ドモ」は広く用いられているが，東北・関東にあるような「ケンド，ケ

ソドモ，ゲソトモ」のような溌音の入ったものや，「デット，ゲンツォモ」のよ

うな促音の入ったものは用いない。

　（4）　タテ

　共通語の「テモ」に当たる。

　　　チッチェタテ　キカネ「小さくても強い」

これも全般的に．用いられている。

　（5）　ヤ

　共通語の「ガ」に妾たる逆接の言い方である。

　　　ソーユー　＝ドバダンダヤ「そういうことばなのだけれども」

　5．3　係助書画　ゴサ

　共通語の「コソ」に当たil　）特に強調しようとする語に添える。

　　　サガガミゴサ　r”ゴデ　マレダ　シトダ「坂上こそここで生れた人だ」

　5・4　終助詞

　ここに終助詞というのは，間投助詞などをも含めて：文末に来る助詞一切を総

称したものである。道南方書ではそれらの区別がつけにくかったからである。

　（1）　ジヤ，デヤ

　根回にある動作を強要する場合や，やや，捨鉢になったときに用いる（ジヤ

はデヤを早く雷つたもの）。

　　一r＝ゲジヤ，エゲデヤ

　　知ラネジヤ，知ラネデヤ

　（2）　ノ，ナ

　共通語の「ネ」に当たり，交宋に用いられる。相手に親密の感を与えるもの。

ギノ」は主として老人に，rナ」は主として青少年層に，「ネ」は空として女性
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に用いられている。

　　　アノノー一，　　アノナー，　　アノ不一

ところが，若い女にも次のような言い方がある。

　　　チャッチャド　シセノrさっさとしなさいな」

　（3）　ネス，ネッス》ソス

　共通語の「ネ」に当たるものであるが，方言の「ノ」，「ナ」などよりもていね

いで，種種の助動詞の下について，親愛の情を添えるQ適用範囲は広くない。

老婆くらいしか使わない。

　　ニエ　テソキダネッス「良い天気ですね」

　「ソス」は江差町付近の方言の特色と言われているもので，共通語のrデス

ネ」，「デスヨ」などに当たり，親密な人に岡感を求めたり，合つちを打ったり

する場合に広く用いられる。女性が好んで用いる。

　　Pt　”　ユッコダンス「いいお風呂だね」　ソンダソス「そうですね」

　　ミズコァ　デネソス「水が出ないですね」　エガ　カワネガンス「烏賊買いませんか」

　　ドゴサ　エグソダンス「どこに行くんですか」

なお，この「ダンス」は「ダ」と「ソ」の間に［i］もしくは［薗コがはいっ

ているようである。

　（4）　ハイ

　共通語の「超に似ているが，相手の意見を強く肯定するときに用いる。多

く女性が用いる。

　　　ソソダハイ「そうですよ」

　（5）　マシ，モシ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　共通語の「ヨ」に似ているが，特殊な語感を添えるもので，多く中年以上の

女が使う。

　　　ソンダマシ「そうですよ」　　ネベシモシ「寝ましょうよ」

　（6）　ガヤ

　共通語の「カイ」に当たる。疑問の意を添える。

　　ママ　クタガヤ「飯を食ったかい」　　オメ　エガネソダガヤ「お前行かないのか」

t
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はじめに

　1．　山形一方慧のあら旧し

　山形県方言集（昭和8、山形県師範学校）では本県の方雷を庄内・最上・村山・

概賜の4地方に区：黙しているが，東北方欝集（大正9，個含税務監督局〉では最

上方言を対山方諌こ含めて3区画にしているQこのような3ないし4区画論は

地勢や封建時代の藩政のために，それぞれの地方特有の方需が形成されたの

を，庄内弁，最上弁，米沢弁とか呼び慣らして来た県民の通念に従ったもので

あろう。

　その後昭和13年以来，小林好臼博士が東北地方の喬語実態を調査され，広い

視野から検討された結果，本県の方書は，それらの地区方需がほぼ同じ力で対

立するのではなくて，窪内方書（北奥方温感）と内陸魚雷（南、奥方書系）とが

大きく紺立し，最上・村山・置賜はそれぞれ内陸方言中の一部として対立して

いることが明らかにされた（陳北の方書」57ぺ・・ジ）。さらに，矢作春樹氏が117

語の方諏こついて分布を調査した結果（山形大学教育学懸，昭和22．8発行「国語醗

文学」第5集），各地区方欝の対立状態は，

　　　　　　　　隣接方需　　　　　園山　異系

　　　　庄1勾引三～5曾・9・・・…　。・ネ寸鉱ξプ7欝　　　　10　　　9◎

　　　　庄内方署…………最ヒ方鴛　　43　　68

　　　　最．1ニプゴ雷◎…。・・。。…　。季寸【一銭＝プゴ欝　　　　50　　　　52

　　　　オ；寸江i＝方欝・・…　一・・一…　潰賜プゴ言　　　　54　　　　49

となり，また庄内方欝対内陸方言では同系24，異系79であるという。調査語藥

あるいは調査地点の選定のいかんによって幾分の相違が生ずるだろうが，これ

によってもおおよそ二つに．大きく分かれることがわかる。また，内陸のたいて

いの地方は「一型アクセント」であるが，庄内地方（これに最上の一部，酉麗、

脇郡小国地方も加えて）は爽北浬であることや，語法懸の梱違（命令形，接続

助詞など）からも両者の対立が理解される。

　庄内地方は最上川北部の飽海郡と川南の東田川。西田川郡との闘に小対立が，

見られ，西田川郡南部・東田川郡赤川上流の辺地に特殊方雷区があるという。
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　最上地方は庄内・村山・秋田県雄勝地方の方言がしわ寄せされたところで，

工部は庄内，北部は雄勝，東南部は村山方欝の影響が見られるが，特有の語彙

語法も存する。北村山郡北部はもと新庄戸沢藩領地であった関係で最上方山系

である。

　村山方書は北村山郡中部以南の四郡下に行われ，東置賜郡北部・東北部は交

通の関係で村山方書の要素が混入し，爾村山郡の最上川西部には音韻上の特殊

なものが少しある。山形市の香澄町弁は転封による書記の島として知られてい

たが，ほとんど同化し，現在はわずかに老人層にその名残りが見出される。

　IU上杉氏の米沢藩に属する置賜地方は，置賜方灘区をなしているが，西i鐙賜

郡西部の小国地方は，交通の関係でアクセントや動詞の命令形・接続助詞のド

モなど，新潟県下越心添と同系で，北奥方需的色彩が濃い。しかし，置賜方言的

：膏韻・語法もかなり行われている。西置賜東部・東置賜・爾置賜は大岡小異で

ある。　「・）下さい」1，a当たる欝い方に［k薩daeユ，［ogojae］の2種があって，

山形県方誉区画略図
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鰐立しているが，境界線は下界と

一致しないようである。

　以上は嗅下方言のあらましである

　が，東条・小林・平山・金田一諸光

　生の著書のほかに，県下方言の温語

　地理学的調査をされた矢作春樹・草

　刈四郎・栗原秀峯・金儀右衛門諸氏

　の研究成果｝こ負，うところ大きいこと

　を付記して，感謝の慧を表す。

2．方雷から見た調査地点の位置と

　性格

　北村山郡北部は前述のように最

上方言の影響が大きいが，調査地

点として選んだ東根町は郡南部に

位置し，内陸方言の村山方雷圏に

属する。山形市を中心とする東西

南北の村山匹［郡は，古来小藩翻拠
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の地であり，また，地理的には山脈の遮るものもない盆地であるから，交通が

慮由で，この地方の書語の音韻・語法は多少の異同はあっても，だいたい共通

している。山形弁とか村山弁とか呼ばれているこの地方の方言の音韻・語法の

実態をば，東根町のことばを中心に分析考察しようと思う。なお，梨内の他の

地区：の方書は随時比較・記述する。

　　　東根町は，昭禰29年8月1臼をもって旧東根町に隣接5か村を合併し，206km2，

　　人口38，000となった。米・煙草・繭・木炭を生回する農村飾都市である。

音 韻

　1．単純母音

　1・3　ア

　［a］か［a］か半払に苦しむが，宮良二子氏の採録によれば，　［e］の前は

［a］で（［o難oda61重い，［da6go］大根），その他は［a］のようである。

〈「山形方言」第1号，2号）。なお，本稿ではすべて［a］で衰記する。

　1・2　イ

　単音としてはエ（正しい［e］音ではないが）に設って，イ音は消えている。た

だし，十二支の亥や漢音の蟹，漢語の長音やn音の次（二二更衣室・簡易など）

のイは中舌母音の［i］である。

　　　例．板［eda］　，犬〔enur］，貝［1〈ae］，位牌［ehae］．

　音節の中のイ音は，k・r・nの次では，桐［ldr葛2里［nir1］，林檎［r蜘。］

のように存するが，シ・チ・ヂ（ジ）はス〔szkl］，ツ［ts鵡，ヅ［dZill］と変る。

（［磁］はウに近い中舌母音，［月はイに近い中舌母音である。）

　　例．獅子・鮨・煤［sudStu］，土・乳［ts田dz田］，

　　　　火事・数［：kadz滋］，辻・地図こts邑dz苗］

　　備考一．一庄内方言では逆にス・ツ・ヅがシ・チ・ヂに近い［fi］・［嬢｝［dg　’i］になる。

　　　　例．直く・［∫i脚］，集まる［a砺1baruI］，鰹節［kadろiPUI∫i］，写す［KIzo∫i］．

　　　　　ヒはシ［∫i］に託り，光［∫ik了rl］，ひどい［餌oe］のように，千行にも［i］

　　　　音が存する。

　1．3ウ

　ロの開き方が狭く，［日とほとんど同じ占形であるが，舌の上り方が［i］よ
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りは後方である。ス・ッ・ヅ（ズ）の場合は，舌端が歯茎の近くに来るので，長

音を含む語，たとえぽ，「通信」はツイシン，「数学」はスイガグと聞こえる。ス

・ツ・ヅに現れるウ音は［醐と表記すべき音である。

　　ウ〉イ　ウがイに変る傾向が見られる。たとえぽ，軽い［karikoe］，＝歩く

［ar輸u1］（［aragen］とも言』う），明るく［agarl’gtu］，お粥〔ogαe］（〈［oga遡

＜［egajui3），動く［e“09田］，熱柿［dzdigilkSdi］，五＋S£［gOdzdi∫∫en3。なお，

クが，次にサ・シャ・セ・シェ・ソが来るとき，無声母音のキ［k1］となる。

たとえば，草［k茎sa］，臭い［k挿e］，軍［eklsa3，腐れる［klsarer田］，癖

［k1∫e］，くしゃみ［k；∫ami］，畜生［ts｛鱗∫0：コ，菖姓［hj瞬∫0：］，糞［klSO3，

、驕糞［maηk工so］

　　　備考一一庄内方言ではユ〉ヨ（拗音・直音ともに）の転謝ヒは規則的のようであ

　　る。湯［tTo］，雪［きoglコ，百合［きor至］など。また，ヌ〉ノは通則的でないが，傾

　　向的である。「犬」イノ，F縫う」ノウ，「盗人」ノスビト。なお，村山方雪では沼

　　〔noma］，沼の主［110s田］のよ5な，わずかの例しかない。

　1．4　オ〉ウ

　遊ぶ［asd蚤bua］，乗る［ntUruu］，軒端［nwkipa］など。ただし，通覇的で

はないQ

　　　備考一一庄内方雪では，この転譲ヒはかなり多い。「沖」ウギ，「奥」ウグ，「暦」コユ

　　ミ，「呼ぶ」ユブ。

　1．5　［副音

　この地方では聞かれないが，田島福重氏の発表（「山形方言」第2号）によると，

由形市周辺部落の中老婦人にあるという（［sa］n］の例）。また，「痛く」「無く」を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
庄内・最：上・西置賜でイデァグ，ネァグというとある。

　1．6　［e］音

　重母音［ai］，［ae］が融合して長母音［ε：］となり，さらに，それが短母音

化して［ε］となった音は，庄内には多いが，ここでは，ときには［e］となる

が，多くは［ae］と2音節に旧い，［e］は極めて弱く，添えるように発音す

る。r深い」，「はいる」を［h甲kε］，［hs：ruu］とは欝わずに，フカ＝，ハエルと

いう。（二璽母音の項参照。）



　　　　　　　　　　　　　　　　音　韻　　　　　　　　　　　　　　27

　2．二霊母音

　2．1　ie＞e

　ほとんど規夢購勺に転化する。たとえぽ，消える［kerui］，見える［mer　Lu　］，

教える［o∫er田コ，交え，る套mad3erU三3，冷・える［s∫erur］，煮える〔nertu］。なお，

「寝る」も［nertU］なので，「この子はいつまでもネネクテ古小豆みたいだ。」

という比喩が行われている。「煮る」も「寝る」も岡じ楽なので，掛けて使った

わけである。上の例外もある。，知葱［tsdie］，家・言え［3e：］（長母音）。

　2．2　ei＞e，i

　規則li〈’」　，，たとえぽ，手入〔te：reユ，毛糸［ke：do］，兵隊こhe：tae］。例外もあ

る：，一時計屋£togeja］，鶏頭［kedo弓i］，先生〔∫en∫e］のようにさらに短

母音化するものもある。

　2．3　　a呈＞ae

　〔ai］，［ae］は前に述べたように，［ε］とならないで［ae］となるのが普通

である。たとえば，毎臼［maen招z薗］，貝［kae］σ、ただし，例外もある。な

お，助動詞の「ない」だけは［ne］となり，形容詞の「ない」は［nae］であ

って，両者に区朋がある。たとえば，咲かない［sagane］，高くない〔taga－

gurnae］0

　2．4　ure＞e

　傾向顧たとえぽ，食え［ke：］，植える［weruu］（植木は［u五weg月で

［weg13でない），上の方［wenoho：］（ただし，上は［uxwe］），据える・饒え

る〔s∫erU月（ただし，末は［sdlke］という）。

　また，r殖：える」がヘルとはならないのは，「減る」と同音になることを嫌っ

たからであろう。〔Ui］と［eコとの間に［r］の挿入された語も，次の携が示

すように［田r］が脱落する。忘れる　［wa∫erw］，連れて　［tedejあるいは

［∫ede］，くれる［1〈erru］Dただし，「；暮れる」，「濡れる」，「揺れる」，「すれる一］

1などは脱落しない。

　2，5　ee＞e

　例が少ない。数える［kcrtd3eruuj，覚える［δben幻などで，「越える」，「吠

える」，「揃える」などは［e］とならないQ
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2．6　ei＞oe

uui＞tueは母音i＞eの変化に応じて起る当然の現象である。たとえぽ，来

い［koe］，代［kUueコ，水道［s滋§do：］Q［oi］はまれに［e］となる。たとえぽ，

善い［乞e：］，面白い£omo∫e］。

　2．7　aui＞awui　otu＞ewui，　aUi＞awur

　こういう発音が老人層に存する。たとえぽ，会う［awur］，買う［kawun］，

畑をうなう［nnawtXX］，（縄を）なう［鍛aWU月，償う［majowzu3，奪い合う

［balowu月，拭う［nosowur］などというが，動詞の命令法は［・ve］とも［～

we］ともいう。

　3．　長母音

　34　一音節語名詞の長母音化　（助詞ガ・ヲの雀略の際）

　［ta：nnawuu］田をうなう，［∫茎：tagtU］火を焚く，［ts薗：deda］血が出た，

［きur：waeda］湯が沸いた，［he：tareruu］　Eをたれる，［∫e：taggae］背が高

い。十二支の子・卯・巴・亥はそれぞれ［ne：］，［wr］，［mir］，［ir］と長音に

いう。カラ・デ・モなどの助詞が接続する時，多音節語になる時は長音化しな

い。たとえぽ，木で［kide］，お湯がわいた［o掴waeda］。

　3．2長母音の短母音化

　（1）o：＞o　多くは語尾で起る。たとえぽ，在郷［dza明。］，両方［rjo：ho］，

片ブヲ　［：kadapo］，　座頭　［dzado］，　阻f呆野良β　［ahojaro］，　葡萄　［buando］，　鑑露

［dond30］，五十［gond3tu］，五合［90ijx　o］。語頭で短母音化する例はきわめ

て少なく，せいぜい次のような例があるくらいのものである。草履［d30r還，

そうして［h∫ite］。

　（2）　UII：＞u工　中風［t∫tUlbuu］，　焼酎［∫o：d3uu］，　食曼頭　［mand3ua］．

　（3）a：＞a，il＞ir爺さん」，「婆さん1，「しいな（疵）」，「ひいき（贔置）」

などの第1音節に見られるだけである。　　　　　　　．

　4，轟母音

　4．1　轟母音力・轟子音力・

　東北方言では，共通語のガ・ザ・ダ・バ各行の語が第2音節以下にある場含，

これを鼻音化して発音するが，これは子音の前の母音が通鼻化するのか，ある
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いはその子音が鼻音化するのか。枝は［e－da］か［e－da］か。　自分で発音し

てみると，そのいずれでもある。横山辰次氏のように「母音が鼻母音となると

共に子密も亦鼻子音となるもので，葛がgに対するものであると同じように，

その鼻濁音は夫々普通dbの濁点に対するもので，　dbとは別にdbと表記し

たい」と考える。　しかし，肌着［hadaBi］，下り　［ktndari］を例にとれば，

第2音節にアクセントをおくときはその前の母音は鼻畜化しないように思われ

るし，鼻の両側を抑圧して［haj，£k田3を鼻音化した後には，［d］音を鼻音

化せずにはこのことばは発音できない。そこで，第2音節以下に鼻子（濁）音

の存在を認め，そして第1音節にアクセントがある場合には煎の母音が鼻母音

になるのであると考える。つまり，肌をハダといえば［haaa］，パダといえば

［h瀬aコとなる。一型アクセントのこの地方では，音調高低の場所が一定して

いないからハダとも犬ダともいえる。本稿の表記に当たり，［姻以外は，償例

に従って，母音の．貝こ～印をつけて表わす。

　4．2　饗母音化の語

　〈1）第2音節以下の［9］・［dz］・［d］・［d3］・［b〕の前

　　　釘［k鞠iコ，禿げ［h的e］，癒［adza］，謎［nadzoコ，腐εhada］，木戸［kIdo3，風

　　［kad．se］，　｝旨［さ｛hb茎コ。

　（2＞清音化した［kl］（kruの設），［ts躰］，〔P1］，［P｛郵の前

　　　［mδklSae］みぐさい，〔∫inaklSaeコきなぐさい，［m鱗SO］馬糞［m1t鱒SaW講
　　　　　　コ　　　　　　　　　　ばな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガ
　　水沢，［m1t鱒pana］かく嵐〔katsglkaコ鰍（かじカ・），［翻ts塚1kae］短い，　［k　tupl’to］

　　　首，［s磁pita］瀞（へた），［kfiptpkerua］かぶれる。

これらは濁音が清音化したもので，この中には通鼻音が独立して1音節の［n］

音にな：ることもある。

　　　馬糞〔mankISO］，みぐさい［menklsae〕

　5．子音

　5．1　［k］，　［9］音

　（1）第2音節以下の［kjは次にあげる例外を除いて，すべて［g］になる。

　　　締［kagf］，鳴く〔nagzu］，酒［sage］，箱［hago］．

　　　例外　1）揆音の次（行火・うんか・関係・参考・爾こ餅）

　　　例外　2）促音の次（真赤・薄雪・四El・さっき・真っ暗）

　　　ただし，促音化したルの次の［k］は濁る“　　例。来るか〔kvagga］，煮るか
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）2（

　（3）

という。（行かない［euane］，行け［eoe］）。ときに［n，　pu1］「行く」，［ppane］

「行かない」ともいう。「．死ぬ」を置賜地方で［∫’iPUJ］という所もあることを考

えると，「行く」の皐月でなく「往ぬ」の残存形態（［inUJ］一［iPUJ］一［閃UI］）と

見るべきものかも知れない。

　（4）［ki］は［kgi］のように口蓋化した発音のため，他の地方の人にはチ

［t∫i］と聞き誤まられる。（私も金色をチンイロといったとて笑われた経験を

もつ。地方人はお互に正しくキ音を発音してると信じている。）置陽・庄内地方

では，村山地方の人の耳にも． ﾙ様に響くほどこの傾向が強く，特に拗音にはっ

きりとあらわれ，「今日」は［t∫o＝］，「教室」は［t∫o：sidz苗］と聞こえる。（斎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

藤秀一一「王国方言における子音の特徴」にも，チャダチ　脚楊，チョー　灸・今日，チャ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ファン　脚絆，チョネソ　去年，チョーデ　兄弟　などの例をあげている。）

　　　　　　　　　　
　（5｝　クワ，グワ音　村山地方では聞かない。庄内地方では，かつては行われ

　　　　　　　　　　　　山　　形　　県

　〔nigga］，生れるか［mmareg9’a］．

例外　3）　無声母音の次

　［klkane］聞かない（聞くは［kigua］という），［s中kae］酸い，［∫lkarl］光，

　［tasu工ka］外力、e

例外4）長音（ほとんどが漢語）の次の〔k］音は濁らないものもあり，濁る

　ものもある。

　　濁らない語例一休暇・農家・陛下・定価・二三・通勤・休憩

　　濁る例　　廊下・十日・城下町・正気・平気・窮屈・証拠

例外　5）　通鼻音の次に来る無声母音を持つツの次

　わずか［watsφka］，鰍［katsil」ka］，短い［mitsφkae］．

例外　6）　接尾語のコ

　猫子［negokoコ，子守こ［kornmoriko］，杓子こ［∫aguls中ko］．

例外　7）擬声・擬態語の畳語の［k］音

　　ポカポカ，ポキポキ，ハキハキ，チャキチャキ，ポコンポコソ．

例外　8）接頭語を伴う語の頭に来る［k］音および複合語の第二要素の頭に来

　る［k］音

カラ小績，ウスきたない，鼻くそ

第2音節以下の［g］は［1］に．なる。（鼻母音の項参照）

上る［agartU］，苺［edz苗go］など。

「行く」という一語だけは，内陸方言では［egcu］といわずに［ePtU］
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たが，今は無いと「東北の方謝に書かれている。しかし，鶴岡在の老入から

［kwabuunjo］（ありがとうの意）など聞かれる。　r桑」は，耕由地方で〔k學F講と

も［k伊wa］とも書うが，2音節である。東村由榔で「桑扱き」をカーコギという

所もあるが，［ka：］であって［kwa］ではない。庄内・飽海郡の調査によると，

「桑」は［ka：1と［kwa］が並用されている。「唐鍬」も村山地方では［togwa］

で’なく3音太f’3　e・こし、うG

　（6）kゼ亙＞kl（例．草［1〈lsa］）については母音の項参照。

　｛7）語頭のk＞9の例
　　　　　　　か　ヰ
　　　蟹〉ガニ，容穰〉ガサ，かさばる〉ガサパル，郎子〉ガエラゴ，ガエラグ，かば

　　ん〉ガパン，からっぽ〉ガラソポ，がらあき〈ガラアギ，感付く〉ガソヅグ，棺箱

　　〉ガソバゴ、皮〉ガワ（饅頭の鹸よリガワがうまい），周闘〉グルリ，くるつと〉グ

　　ルツト
　　　　　　　　　かか　　　　　　　　　　　　　
　その他，庄内に，母さん〉ガガチャなどの例がある。

　5．2　サ行・ザ行巷

　（1）　シとス（付．ズかヅか）

　東北方言のシスチツの混岡はよく論ぜられ，改めて説く必要もなかろう。北

奥方欝系の庄内では［si］（または［∫茎］）でシに近く，南奥方雷系の内陸地方

では逆にシが［s滋］となり，スに近く発音する（母音の項参照）。　ヂとジ，ヅ

とズの区劉はもちろんないが，その音価は［dz］，［d3］か［z］，［3］かとい

うに，たとえば「癒」を舌頭に音表現してみると，ザの養の位置はツァと同じ

であって，サの発音部位にはないことを実験できる。これは本来のジが無声愚

音化した場合にはシとならずに，チないしツとなることでも菰明される。本寸山
　　　　　　　　かじか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みじか　　　　　　

方需の例でみると，鰍［kstsquka］，案じ事〔誰s夢kodo］，短いrm笠ts夢kaeユ

のようである。なお，金田一博士・小林博士・小倉博士・横Lti辰次氏らも［dzj，

［d3］と見ておられるQ

　（2）スにならぬシ　　共通語のシは南奥方雷ではスに銚るから，シが全然な

いかのように考えられがちだが，語腹にあって次にタ，テが来る時は無声母音

のシとなり，スとはならない。

　　貸した［ka∫il’ta］，　　　　明臼［a∫難a］，

　　消して［keSlte］，　　　　決して［ke∬iLte］
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　　　（話したい［ha漁aS田dae］のように［t］が［d］となる場含は，もちろん£s磁ユ

　　になる。）

　（3）ヒ〉シ　共通語のシはスに変るが，ヒ［gi］がシ［∫月（または〔∫9難）と

なるので，シはしばしばあらわれる。

　　　〔∫ibas争］火箸，［∫ltae］額，［O∫igaN］お至皮岸．

　フがヒとなり，さらにシとなる語も少し児える。

　　　二つ〔∫ltattsφコ，二人［∫ltar1］，懐［∫ltogoroコ．

　　　　　　　　　　　　　　
　㈱　セ・ゼ〉シェ・ヂェ　規則的である。

　　　先生［∫enfe］，貸せ〔ka∫e］，仙台［∫endae］，銭［d3ene］，風［kadSej，全体

　　［d3entae］．

つまり，内陸地方のサ行・ザ行の音図は，

　　　　sa　∫1（←ci）　Sill　∫e　sO

　　　　dza　－　　　　　dz茄　　d3e．dzo

となり，庄内方雷のは

　　　　sa　∫箕←φ）～si一∫e　sO

　　　　dza　　d3レ）dz茎　　一　　d3e　dzo

となる。

　（5）セ〉へ　この地方にはこの音誰現象は見られないが，北村山郡の北部お

よび最：上郡ではさかんに見られる。この場合のへは［Fe］でなくて［heユであ

る。

　　伜〉ヘガレ，蝉〉セミ，雪隠〉ヘンッ（村出は［∫ents醐）

　　石板〉ヘギバン，狭い〉ヘバコエ，稗〉へ（（村艮1は［s∫e］）

　　先生〉ヘンへ（ヘソへの例は庄内飽海郡の秋雷街道沿い一帯の村々や郡東北部方面

　　にも行われているという。）

　紛　サ〉シャ，ザ〉ヂャ，ソ〉ショ，ゾ〈ヂ・　この例は少ない。

　　　匙［∫adz苗］，避ける［∫ateroコ，座敷［d3as苗91］，膝頭［∫量d5ak議旗uコ，まざる

　　［madsartu］，ざれる〔d3arerur］，縫［∫or1］，そねむ［．fonemur］，華履［d30r13，

　　造作ない［d30sanae］

　（7）ショ〉ソ，ジュ〉ジ　秋田方欝などに，あるこの転託はこの地方にはないQ

ジュ〉ジの直音化もまれで，旅館で「十三番さん」を「爺さん・婆さん」と呼
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ばれるという笑話はこの地方のことではない。

　（8＞第2音節以下の［dza］，［d3a］行音の語の前は鼻母音になることは前述

の通り。たとえぽ，癒［adza］

　（9）［S∫］（語頭で），［∫∫］（語腹で）音の語が多い。　　　　　　’

　　　［S∫ane］無らない，［S∫am1］i熱，［S∫agW］柄杓，［S∫aWa∫e］幸，〔S∫a！ユa3白髪，

　　［S∫e］稗，〔S∫er田コ冷え．る・饒える，　［S∫0］塩，　［S∫OWUI］拾う，　〔S∫Oe］1臼い，

　　［S∫onae］仕様がない。［ha∫∫a］柱，［nawa∫∫O］苗代，［mtuSSO］鎚

　5．3　重，｛至，ts，｛｝∫

　（1）チ〉ツ，ヂ〉ヅ　チ・ヂが内陸方言ではツ・ヅ［ts醐・〔dz醐に近い

ことは前述の通り。たとえぽ，口・靴［k服dz醐

　（2）語頭以外の［t］が［d］どなり，共通語の〔d］の前は鼻母音となるこ

とはか行音の場合と同じ。

　　　旗〔hada］，薦［hada］；松［madz灘］，先ず［m2dztu1

　（3）　〔t］が［d］にならないもの。力行の場倉と岡じ。

　　1）　流音の次，擬声語（バ行音の次）

　　　「うんと」，「かりんと」，「疫壼」，「番茶」，「パタパタ」，『ブツブツ」，

　　　「ポFポト」

　　2）促音の次一一「行った」，「切手」，「納豆」，「やっと」（ただし，動詞の

　　　語尾リ・レおよび助動調レが促音化した時のタ・テ・トは濁る。）

　　　借りた［kadda］，枯れた［kadda］売れて，［vadde］，売れると［wreddo］。

　　3）　無声母音の次一「蓋」，「下」，「北」，「明剛。ただし，「秋田」，「飽

　　　きた」は，キが［gi］となって［ag戴a］という。

　　4）　長音の次は濁るものと濁らないものとある。

　　　濁る例一一「京都」，「焼酎」（［∫o：d3tuj），「庖丁」，「舅」

　　　濁らない例一一「校長」，「盲腸」，「桜桃」，ギ校庭」

　（4）d＞t村山方言にはない。庄内方書の例をあげると，今度〉コント，落

第〉ラクタエ，殆んど〉ポトント。

　（5）　tsa・tse・tsO・t∫e音の語が少なくないQ

　　　　［tsa：］または［tsatsa］父，　［odotsa］おとうさん，［tsenpo］杖，［attse：］

　　　熱い，［tsorotsoro］麺類の幼児語，［gottso］ごちそう，［t∫ett∫edo］ときどき，
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　　　［kat∫es奪1］くつがえす。

　5．4　ニャ，　二ニェ音

　［annja］兄，［konnla3今晩，〔mannlau∫3間にあう。なお，西村山郡左沢あ

たりでは助動詞の「ない」を［nje］という。たとえば，されない〉［sannjej，

行力tS2／しなし1＞［en．　a敷nje］0

　5．5　ハ行音

　（1）F音　最上から庄内にかけて広く存在し，村山地方では，桑実［k甲Faな。］，

桑扱き〔k甲Fakogiコなどにあらわれるだけである。置賜でも「米沢霧音考」

（明治5年干のによると「ひをふひと発音してひといふ事なし。火をふひ，人をふひ

と，閑をふひまという類，此の他皆然り云々」と［Fi］膏の存在を記録している

が，現在，小国方面以外にはあまり用いられなくなったようである。庄内地方

でも，F音は両唇音ではなく，．上唇を下歯につけて恩を出す歯唇音であり，ヒ

・へは例外なく［Fi］，［Fe］である（たとえぽ一言・左・策・厩・塀L箆・減

る・膀・兵隊……）けれど，ハ・フ・ホは［h］音であって，ただ例外的に，

ハ・ホに［F］音があらわれる。（たとえぽ　葉［Fa〕，三三［oFadz雀］，出る

［deFartU］，脚絆〔t∫aFan］，穂［Fejなど。歯をこFa］，母を［FaFa］とい

うのは由村に残る。）［Fuエ］は全然ない。また，ハイ・ハエが融合した「ヘーづ

と，ハ行拗音とは例外なく［F］音になる。蝿［Fε：］，位牌［eFε］，百［Flag－

tu］，　：IK［nXrFjG］，拍子［Fjo：S’i］など。「二二方音考」の著者・氏家剛太夫

（1834没）のころは［ha］はまれで，おおかた．［Fa］であり，［ho］は無く，

すべて［Fo］であったようである。

　（2＞ヒ〉シ　5・2（3）で述べたので省略。

　（3＞b＞P　酋［k藩plto3・急須［klplt∫o］・かぶさる［k2pqusarm］・

　5，6　ヤ行音

　この地方のヤ雨音は特殊の発音として宮良妾壮氏も「山形方言の研究3（賄形

方言」第2’号）で初めてとりあげている。［j］と［3］との中間音で，［1］よりも

摩擦音が多い（この地方の入が，旅先でよく・「山形」をジャマがタ？シャマがタ？な

どと聞き返される。福島県には雪がズギ，枝がゼダと聞こえるほど摩擦の強い方需があ

るが，ここではそれほどは強くはない）。ここでは［き］と表記することにしよう。
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例一一［きa醐山羊，［き田g月雪，蕗oru1］夜。しかし，これは語頭のヤ行音が特

別に摩擦が強いのであって，一腹尾のは摩擦少なく［j］に近い音となる。た

とえぽ，萱刈りrkalakari］。第1膏節以外のユがア行の＝・に変る語例がある

こともこれを裏付ける。例．お粥〉オガエ，繭〉マエ。

　共通語にはヤ行工音は現在無いが，この地は摩擦の多いヤ行膏のために賠e］

音も存する。

　　　［各e＝コ家・良」い，［5eruエ］選る，［tteggawa〕縁側，［さenogi］複，εさeσagi3画か

　　き，〔詫domame3醜豆，［5§daoros賃1］枝下し，［脆damame］枝豆

　上に添したように，語頭にしかあらわれないが，法則的でもなく，本来の

ヤ行工音を伝えるものでもない。これらの語以外のエは，遠足，［ensogruj，

5円「goen］のように［e］と発音する。

　5．7　ラ行音〉ヤ行音

　　　リ・〉ヨ　料理〉き。：rl，両方〉き。：hoのような極めてわずかの例しか無い。

ただし，騰at∫anae二1（乱雑なる形容），喀ad3agane］（役に立たない意）が欝が

ない，欝が明かないから転化した語と見るなら，ラ〉やの例といえる、．また，

呉れるを［Rer田二1，連れていくを［tse：degcu］，忘れるを［wa∫ert£t］，知らないを

［s∫ane］というが，これらはレ・ラが［le：1「ja］へ転化する結果であると小林薄

士は説かれているQ　（庄内地方で受身・可能の助動詞のラレルをラxルというのts　s

rarertU＞rajerua＞raerur　となったものと解される）

　5。8　ワ行音一we，　Wrekl，　wo音の存在

　［we］・［wru］の例はすでに2・4，2・7にあげたので雀略し，　woの例を少し

あげるに搾める。

　　　　葵・青い［awoe］，煽ぐ［aw◎g呵，顔色［kawoero3，硫黄［5wsvc：コ，

　　　におわない［niwowane］

　5．9　開頭のm・ll・hn・葛‘音

　（1）m音　「馬・梅・うまい」のほかに［mmodae］（重い），［鑑mo∫ae］（繭

熱い），［mmerva］（埋める），［mmUUretae］（蒸し暑い），〔mbogo］（：幼児，

おぼこ），［mbaruu］（おんぶする）。

　（2）n音　［nnur］（うぬ一一お前の卑称），［nsa］（岡），［nda］（しかり），
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［ndenae］（そうでない），［ntote　sipare］（うんとひっぱれ）。

　く3）hn音（n音より弱く，返答辞のフソのような音）［hnda］（しかり），

［hndagara］（そうだから）。

　㈱　阜音　［導ko’3（糞・うんこ），［ljlogtU］（動く），［nηaneユ（行かない）。

　6．促音化，促音脱落現象

　6．1　どんな子音の前が促音化するか。

　（1）k音の前一〔akke］蜻蛉，［akl〈a］母，［akko］足の幼児語，［hlokko］ひよ

こ，£hajakkaraコ早くから，［ok：kena］大きな。

　（2＞9膏の前一

　　1）　疑問助詞「か」の前のルの促音化。　（有るか＞agga，来るか＞kWgga，

　　　落ちるか＞odztUgga）

　　2）　長音の促音化（遠い＞toggae，棒切れ＞bokk1re）

　（3）　t・ts。t∫音の前一（唾i　ottSZII，尻ketts田）

　㈲　d音の前一

　　1）ラ行一段活用動詞のリ・レの促音化（腫れたhadda，桔れたkadda，

　　　借りたkadda，掘れたhodda。ただし，「惚れた」は促音化せず）

　　2）受身助動詞ラレルのレの促音化惚れられたhoreradda）

　　3）進行継続表現（語法の部参照）として　（泣いている　naedda，覚えている

　　　δbedda）

　（5＞s・∫音の前一（有るからassage，むしろmurfio，柱ha∫∫a）

　（6）　P＝音の前一（あひるappi，片方kadappo，余程さOPPδdQ）

　6，2　どのような藷が促膏｛k　しやすいか（前項の要約）

　（1）動詞・助動詞のリ・レ・ル音（借．．pた，呉劃た，有為から……）

　（2）語尾のラ行音（柱，あちら，あひる，むしろ）

　（3）　長1音（大きい，遠い）

　倒　強調のため（尻，唖……）

　6・3促音脱落：（規則的ではない）

　　　余った＞amata，触った＞Sawata，下った＞Sagata，嬉しかった＞UireS田gata

　　（ただし，「有った，切った，降った」などは脱落しない。3音節動詞は促膏脱落の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　傾向があると考えられる。成ったはナタというが，鳴ったはナッタというように，
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　2音節動詞は語によって異なる。）

7．　韮穫音｛ヒ理象

7．1r＞n　（ナ・ナェ・べが接続するときに）

　　足りない＞tannae，来るな＞kvanna，切るな＞k1nna，有るだろう＞ambe

7・2長音の嬢音化（例は少ない）

　　ほおずき＞hondz磁gi，されこうべ〉∫areko磁pe，小便〉∫ombenまたは∫ombe

8．音節脱落・添撫現象

8．1　重出音節・霊出母音の脱落

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吹露〉フギ，箒〉ハギ，暖かい〉アタガェ，廻す〉マス，合せる〉アシェル，俵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〉タラ，ばかり〉バリ，苗代〉ナッシーti

8．2　語尾のリ脱落

　祭〉マヅ，煙〉ケム，いろり〉ジロ（庄内地方）

8．3　語尾の王互脱i落

　大根〉ダエゴ，半分〉ハンプ

8．4　形容詞の語腹にコ添加

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヌル　　　　　クボ　　　　　チチヤ　　　　　　メ　ゴ
　緩コエ，5’L　iエ，｝Ji　＝tエ，甘コエ，軽コエ，温コエ，凹コエ，小さコエ，可愛コエ

8．5　壽吾尾【こ11L毫箋」湧き力iI

　カ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スギズ　　　　　コロモ

　蚊ン，朝げン，机ン，敷居ン，衣ソ

8，6　　露弩尾【こり音i黍力巨

　縁［h田dz蒲r1］，右こmlg掘］（老人のみ）

　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　法

　　L動詞

　　穏　活用の種類と活用形

　（標準諮文典の活メ羽形に従って地方語の活用を記述すると無理がはいり，歪められる

ので，接続する語に応じて変イヒする語尾の実態に即して，次のページのような活用表に

i整理してみた。）

　注1）否定形は助動詞虹（方馬歯ne）の接続する形に，使役のせ亙・させる，受身
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

のれる・られるの接する形も念めた。シ畿ルは，「書ガシェル，勉強サシェル」のように，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ

四段．サ変に，サシエルは上一・下一・力変に続く。受藏る・避辻ゑ，腰をヵサゑなどの・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

語にはそのほかにラシェルと続けることが多い。なお，見サシェルはme∫ertUという。
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いわず，「御座る」のgsdza∫∫aeを相し・る。サ変は，勉強sa∫∫aeとも，勉強誰ra∫∫aeと

もいう。
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ソナネ，見ラソナネのようにnがっく。力変・サ懲こは二様のいい方が用いられるQ

　注4）連体形は四段以外は多くは促音便化していう。

　注5）推量形は盗品のべ，禁1とのナが接する形で，四段以外は多くルが雛剖ヒする。

　注6）ホダナゴド　カガネンダヤ　（そんな菓を書かねばいいのになあ。書くなの娩着

倒・お前・試搬ゲデ母5ダ十一鶉磁鋤の・弧鰍・対・て

要請奨噛するいい方がよく行われるが，必ずtvndaの形をとるので日岐形をたてた。四

段以外は，二様のいい方がある。（冒上の人が爵下の人にいうところのrオ前モミルソダヨ」

は「お前も見るのだよ」という断定の意で，これはそれとは全く違う用法である。）

　注7）仮定形はバが続く形で～レパのほかに，モシ嵐来7イミ1貸シテケロ，オ箭モ舜翌互

パ俺モ受ゲルの言い方もするが，多くは出来ルゴンタラ，　受ゲルゴソタラ（ゴンダラ，

ゴッタラ，ゴンバという所もある〉のような表現形式をとつズ仮定を示す。

　注8）継続形は動詞の連用形に促音を蒲えてダに連なる形に名づけたが，地方的特殊語

法であって，たとえば，点いた（完了）をkaedaというのに対して，いま現に書きつつあれ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ばkaedda（I　am　writing）という。仕事をしつつあるその途中なら，スゴドシッタ

　　　　　　　　　　　　　　　　　という。t・’tシテル（函国のシuル，シチョルの過去的表現～シテタの促音化であるG）死
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違，拠■量ゑ，隆ゑなどのように過去形が撲i膏便・促音便化する動詞の国是だけは，｝■

　　　　　ンデダ，フッテダのいい方となる。

　注9）推彙のウ，ヨウは飛いないので，五段活用にはならない。

　1．2　特殊活用の動詞

　　　勝つ＞kaWUr（タ行〉ワ行），カワンナエ（勝たれない）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　償う〉マヨグ（村山北部ではマシ禦グ）（ワ行〉ガ行）

　　　抑える〉オサグ（ア行下一〉力行四段）。山形の青少年層間で用いられる。

　　　揃える〉ソロゲル（ア行〉ガ行）

　　　撹う〉スナル（ワ行〉ラ行）　枝がスナルなど。

　　　破る〉驚bag灘，　hgit∫tibagva（ラ行〉ガ行）。破ると黎くの合戒語。

　　　構う（かかずらう意）〉カム（ワ行〉マ行）。a音脱落の結果。

　　　呼ぶ〉ヨバル（バ行〉ラ行）。電話でヨバルなど。

　　　歩む〉アエブ（マ行〉バ行）

　　　泌む＞S滋mOW臓（マ行〉ワ行），インキカ叛取紙・ttSctTmOWtu，酒がはら

　　　　わたにswmowvaなど。

　　　損じる（他動詞の）〉ソダス，ソザス（上一〉サ行四段）

　次の数語は音韻融合のために特殊の活用となる。

接続山盛温欝
欝…　　　1一｝

廃止｝、南辻鎚

食　う カ ク クー

客e＝ きe＝

　　　　　一一一一1

ケー @ケー1
見える メ

消える
呉れる

ケ

メ ・・レレ小・・）1

　　fs

ケ　　4　ケル
　　1

ケレ ケロ

　出来るの仮定形はデギラバということは前述の通りだが，出来るようになる

をデギルグナルと形容詞的ないい方をする者がある。

　下車することを［odziPruu］といって，落ちると降りるを区別しないこと，仕

穿ができる（can）をデルといって，孔から出る（go　out）をデハルということ

は二の地方でも普通である。

　（備考）庄内方欝では，サ変否定形がサネとなり，意志・推量を表わすのにべを用いず
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に，書ゴ，行ゴデ（四段），コ（力変），ソ（サ変），起ギロ（上一），受ゲロ（下一）と雷い（飽海で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン　　　　　　　　　　　　　　　ソ
は，書グソデロ，来ンデロ，クルソデロ，為ソデロ，為ルンデロなどともいう），命令形

は　起ギレ（上一），受ゲレ（下一），勉強セー（サ変）といって，オギロ。ウゲロの用法は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ない。仮定条件をあらわすに，飽海地方は，書ゲバ，書グゴッタラ，書グゴッタバ（剛1防
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ
面はゴγダラ，ゴソダバ）というが，サ変はセパ，シェパ，シレバ，シルゴッタパラシル
ハ　　　　　　　　　　　　　　　

ゴッタラ（シェバがヘバとなる所が飽海に多い）となり，力変はコバ，コエバ　といって

クレパは用いない。　既定条件の逆接の表現は内陸方言の～ゲントモを用いないで，書グ

ドモ，習ウドモ，為ルドモ，来ルドモ（為ソドモ，為ルソドモ，来ソドモ，来ルソドモと

雛音化するところも飽海に多い）という。

　2．形容詞

　形容詞の活園のしかたは次のようになる。

l

l例諮

i若　い
｝

｝親い

講瞬融融形隅

若

新し

接続する語

　ガヅ

　
ガツ

タ

｛秀。

信ソ

べ

痂形卵形噸曜仮制
グ 工

グL
工

工

ル
ル
イ

ナ
ス
ナ

　　｝時

ケ〆ラ

エゲ

エゲ

ノミ

　　　　　　　　　　　　　　ハ　注1）過去を表わすには，～ガッタよりも若エケ，新スエケのいい方が多い。

注2）仮定を表わすに～バよりも～ゴンダラ、～ゴソバ，～ガラ（助詞の項参照）

のような形式をとることは動詞と臥病。

注3）形容詞「無い」はnae，助動詞「ないj　l＊　neであることは音韻の項で記述。

　（備考）庄内方言では，仮定形を新シイバ，昔シイバのように言い，薄縁形は共通籍と

詞様，～五日という（べを用いない）。

3．形容動詞

活用は次の通りである。

・目語細融形
｛立派だ 蜥騰

接続することば ケ
タ

推量形

ダ

ぺ

連劇紐形睡鰍仮鰍
ニ
エ
デ

ー タ
レ
ラ

ダ
ダ｛ダナ

ナル
アル
スノレ

ゴンダラ
人

　　「

　　　　　　　　　　注1）過去形はtVダッタよりは～ダケの方を用いることが多い。

バ
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注2）1髄至形は～ダソベは用いず，～ダベという。

　注3）連用形は，変些・趣のように，n音語・長音藷は磁というが，その他は静
　　　ヘ　　タ
ガエ，下手工という。

　注4）ダの次には，立派ダベ（だろう），　立派ダゴソダラ，立派ダモソダサゲ（もの

だから）のような語が接続する。

　注5）仮定条件は～ダレパ，tWダラよりもtN・・ダゴソグラを多く用いる。

　淀6）あんな・こんな・どんなはadana，　k◎dana，　dodono，（またはnfidz（una）と

いうが，連用形tvにを・）エというほかに，　adae，　kodae，　dodae（磁dz田e）スル　の

ように，naを略していうことが多い。また，連体形はadana人，　kodana事のように

いう。

（備考　庄内では，アゲタ，ロゲタ，ドゲタ，アゲエ，瓢ゲエ，ドゲエという。）

　注7）「厭だ」の一語だけは連用形が形容詞的活用をする。ヤソダベ（いやだろう），ヤ

ソダケ（いやだった），ヤソダグナル（いやになる），ヤソダ（いやだ），ヤンダボキ（いや

な時〉，ヤソダラ（いやなら〉。

　4．助動詞

　（1）打消　ないは融合してneという。笑ワネベ（推量），笑ワネンダ（要請），笑

ワネゲバ（仮定）などのように活堕する。可能・受身のれる・られるに接続し，

塾が鍔音化する時は，形容詞の辿と同じ発音nae、となる（笑ワンナエ，総モ

来ラソナ＝一のように）。ラ行下一段動詞が撹音化しないで接続する時はneだカ㍉

撹音化する時はnaeとなる。

　　流れない……nagarene・一・nagannae

　　生れない……rnmarene……mmannae

　（備考）　庄内方言ではネである。西村山郡颯部・置賜で，このれるに接するナイをnjae

ないしnjeと拗音化していう（nagannje流れない，1〈annjegur　narLU食われなくな

る）。行かんよなどのんは用いないが，中層の老婦人などのゴザジヘソ（ございません）

などにわずかにあらわれる。ナネは前述のように，must　beの意であって単なる打消で

はない。

　　egannae（行かれない）……egannane（行かなければならない）

　（2＞推量　う，ように相当するものはべであり，らしい・まいはうスエ，一7・＝＝と

銚る。しかし，ラスエ・マエはあまり用いず，らしいはミダエ，推董・打消のまい

は・）ネベ（～ないだろう）のいい方をする。

　　明日は雨が降るらしい……huurUimidaEda

　　この様子では爾は降るまい……huaran5be
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　四段活用以外の動詞に接続する時は，るが納音化してソベとなる（着よう一

く治るべ〉一kimbe，見よう一mimbe）。形容詞に接続する時は，　omo∫agambe

（面白かろう），omo∫aδbe（面白いだろう）の有様があるが，爾白イダンベと

は書わない、，形容動詞に接続しては静カダベ，静カダソベとなる。活用は終止

形のみで，・）ベイ時のような連体形の用法はない。推箪・意志・勧誘の意義を

もつ。

　hodana　godo　na§be．そんなことはないだろう（推量）

　oremo　e∬oe　eg戯be．俺も一緒に行こう（意志）

　　omaem◎e∫∫oe　a6bet∫a．お前も一緒に行こうよ（勧誘）

　　　　　　　　　べの次にヨ，チャ，かなどの終助詞が接続するが，ラジオ放送劇などで聞く咲

クベーチ認，オ．ラ．至言之ざ二品のような畏二化はしない。来ようが来蓮いが，

どうでもよいの言い方はkrumbe　kon5be　do二demo客erというQ　（儘1考．庄内

方霞ではbeを朋いないで，　ego（行こう），　narao（習おう），　ko（来よう），　so（しょう）

といい，一段活屠の動詞に接続するときは，1dro（着よう），　was’irero（忘れよう）という。

er，　roと長音にいうべきところを多くは短音にいう。共通語の起キ揖は命髪形だが，庄

内方言では意志をあらわす起きようの意である。）

　（3）指定　形容動詞の活用のしかたと同様，仮定法が共通語と異なる。

　　オ前が井野ダゴンタラ俺ダテ合格ノ筈ダG

　　　　　　　　　　　エ　　俺ガオ前ダラ黙ッテ居ネQ　（俺がお前の立場なら……）

　ていねいないい方として中流婦人など・）deans薩を用いる。一般はdass滋

を用いるが，これはですの転記ではなく，ダにていねいの終助詞スのついたも

のである。

　　　　　　　出犬ダッス（山犬です）……一犬÷ダ＋ス（丁寧）

　　　　　ハ　　出犬ダガッス（山犬ですか）……山犬＋ダ＋カ（疑問）＋ス（丁寧）

　鴎受身　れる・られるは共通語と同じだが，踏まれない〉フマンナエ，踏ま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

れた〉フマヅダ，盗れるとき〉フマレッドキのように．擁・促音化し，命令形は

レロとなる。

　（5）可熊　書かれる・来られるも用いるが，書ける・来れると可能動詞を用い

ることが多い。漢語を動詞化したサ変の勉強されるなどは，～サレルのほかに

～スラレルともいうQ　（したがって，その打消はサソナエ，スラソナエの両形が爆い
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られる。）以上のほかに多く用いるのは，動詞の終止形にエをつけるいい方であ

る（書グ＝，勉強スルエ……）。用例をあげると，

　ヨムエベ（読むことができるだろう），ヨムエケ（読むことができた），ヨムエソト（読

　める人），ヨムエゲバ（読めるならば）（仮定）

　この語法は柑山地方だけに行われ，庄内でも内陸地方の置賜では用いない。

秋田・青森・岩手および宮城の一部にあるtVニヨイ，　tV・＝エと岡じもので，

ニヨイ→ニエ→エと転化したのである。　（読ムエの打消はヨムエネとはいわず，ヨ

マレナイの転じたヨマンナエとなる。）（備考．置賑・庄内地方では読マエル，書ガエル

という。）

　（6）使役　＃16・させるを∫eru，　sa∫eruと誰るQ　LtLL1dtmL6・掛せ．るなどの使

役はsa∫ervaよりもra∫eruという煮が多いことは前述の通り。

　（7）希望　たい・たがるが誼ってダエ，　ダガルとなる。　仮定はdaeg§ba，

daegondaraとな：る。ダエは連用形に接続するが，連体形に接続することがよ

り多い。

　　｛鶏∫；ll　｛菱；算

ラ行四段および四段以外の動詞連体形のルは促音化する。

縁魏躍欝藤西菖化）｝四過臨

　この2例をegidae，　uugedae　を強調のため促音化したものと解する者もあ
　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ろうが，クッダグナル（来たくなる），スッダグナル（したくなる）が，それぞ

れクルタク，スルタクの促音化であることを理解すれぽ，たいが連体形に接続し

たことを認められよう。

　（8）比況　ようだはほとんど用いられず，ミダエを用いる。（犬ミダ！一ナ猫，雪

ミダエ白イ）

　（9）様態　そうだは少し用いられるが，多くはミダエという。（雪デモ降ルミダ

エナ天気ダ，負ゲルミダエデモ無エケ）

鋤伝聞　そうだを胴いず，次のような表現をする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　明日雨が降るそうだ〉アシタアメフッド，アシタ雨フッドヤ，雨フルテヨ，
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　　雨フルざッス（ていねい）

　（11）敬譲　です・家すのていねい語が用いられないで，終助詞ろ（助詞の項参照）

を用いる。れる・られるもほとんど用いられない。（東北の子供たちが，先生モ行ッタ

カ，先生モクテミロくたべてみよ〉のように無敬語の会話を平気で交していることから，

敬語指導の問題がしばしばとり上げられるのである。）おとなの世界では，食うをアガ

ル，いらっしゃるに対するゴザル（行く・来る・居る）などの敬語動詞があり，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　
中流婦人は～デアンスを用いる。～せられるの転じたシャルの命令形シャエ，

　　　　　　　　　　　　　
下さいの意にケラッシャエを依頼・要請・勧誘の場合にさかんに用いる。

　　kaga∬aeお書きなさい，　s田wara∬ae坐りなさい

　　mlra∫∫ae　ごらんなさい，　gδdza∫∫ae　　おいでなさい

　サ変は，勉強sa∬ae，　s滋ra∬aeの両様が用いられる。

　面de　kera∫∫ae見て下さい，　e∫∫oe曲a∫∫ae　一縮に参りましょう。

　（備考）～して下さいを，羅賜地方では～シテナゴヤエ，～シテクダエといって，ヶ

　　　　　
ラッシャエの村出弁と対立する。

　働過去（た）濁音化してダ（見ダ，騒エダ）となるが，サ行四段・サ変・力

変動詞に接続（貸シタ・勉強シタ・来タ）の場倉，前が促音便（降ツタ・買ッ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハラ　　　　　アマ
タ）の場合，また促音便化した動詞の促音省略（払タ・余タ）の場合などは濁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
らない。ただし，ラ行下一段動詞に接続し，促音化（腹ガフグッダ，金ヲ借ッダ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
の場合と受身助動詞レルに接続（繭二降ラッダ，犬二吠エラッダ）の場合はダ

と濁る。（舗考・ζの場合・西村山郡西部ではhcuradd5a，　hoeraddsaという。）

　仮定形は～ダラよりもダレバということが多い。

　注1）現窃進行・継続の表現

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　書クの過去は書下ダ（wro七e　or　have　written）だが，無口ッダと促音を加えると，

書キツツアy（be　writing）の意になることは前述〔動調1．i注8＞参照〕の通り。

　注2）現在を過表的に表現する習潰

　「～さんはそこに居るか」と電話qでたずねる聴，訪問して在宅をきく蒔，r鷹ダガ」

　　　　　　　　　　　　　　　といい，「お金があるなら」を「アッタラ」というふうに，現在を過去法でいう習慣があ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。用言の仮定形（叢鋤盛，煎れば，善塑凋むも（書エダラ，受ゲダラ，善ガッタラ）

ということが多い。　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　注3）動詞の活用語尾をア段にして，それにタ（またはテ）を続けて，ひとりでに無意

識的にそのことが行われた意に用いる。
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　　　　はいる気でなかったのが，ついハエラタ。

　　　　見ようとしないのに，ヒトリデにミラタんだ。

　　　　思わず知らず手が握ラテいた。

　　　　　　　注4）タツタの朋法が今も西村山郡西音影・薩鐙賜郡菓北部にあるようだが，この地力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ズ　ハでは，nnaega，　honnaegaが下に接する時だけ，オ箭モ　行ッタッタ　ンナ＝x・ガ（お鶴

も行ったというじゃないか）のように，網手をなじるように問責するときに用いる。

　㈲翻想（ケ）これを助詞とする入もあるカ㍉推量の助動詞べが次に接続するので，

これを助動詞として取撒うことにした。）

　　1）動詞終止形に

　　　ジエロゾ　　ゆンナ
　　　彼奴　昨霞モ　町サ　エンケ。（かれは読点もli壌こ行くのを見たよ，の気持）

　　　　　　　　　　　　　　　もう少しでワスレヅケハー。（もう少しで忘れるところだったよ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ある事象なり経験なりを憶想して対巻に話し聞かせる語法で，行ッタ，忘レ

タの単なる過去と比較してみると，理解される。

　2）形容詞・形容動詞の終止形に

　　　弱エケ（弱かった），立派ダケ（立派だった）

　3）助動詞の終血潮に

　　　　　　　　　　　　　受身　もう少しで殺サレッケ（殺されるところだった〉

　　　　　　　　　　　　　可能　ナソボモ　行がレッケ（または行プエケ）（いくらも行くことができた）

　打消　まだ　死ナネネ（まだ死ななかった）

　　　　　　　　　　　ハ　　使役　随分傭人バ稼がシェッケ（傭人を働かせるのであった）

　遇去　キソナモ　アソゲ　エダケ（夢殿もあそこに居った）

　希錐　オラモ　エグダエケゲソト（私も行きたかったけれど）

　推獄のらしい，指定のだなどにも接続するが，これらの例から見て，動詞や動

調的活用の助動詞に接続する場合は回想的であり，形容詞・形容動詞あるいは

それらの型の助動詞に接続する時は，タとおきかえられるほどで，過去とも騨

想とも児られる。

　5・特徴的な助詞とその用法

　5。1格助詞

｛め助詞：醤略　主格を示すが・は，希望の対象，動作・好悪の対象を示すをを姦

略。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　花咲エダガ（花が咲いたか），オ箭望ッポド馬鹿ダナー（お前はよほど馬鹿だなあ），
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　　　　　　　　ス　　オ茶飲ミダエ，仕事投ゲデ来タ。

　（一音節語名詞が長母音化することは，音韻のlj　3．　1参照）

〈2＞パ　強調または選択の場合，をを省略できないときは，バををの代りに使う。

　（人に多く用いられ，贔物には少ない）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　俺バマヂェネデ　誰バマヂェル気ダガ（俺を交ぜないでだれを交ぜる気だか）

（3）連体修飾認を作るのは共通語と同じく用いるが，代名詞につけば，「俺ナ物，お

前ナ道具」のようにnaとなり，「杉ヌ木・松ヌ木」のように樹木名には～ヌギとな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　ドモ
る。俺家　orae，俺達の組or蚕de　k田頂，自分の娘・自分の餓鬼warmrusdime，

wa：gagiのようなのの省略例もごくわずかにある。

㈹場所。方向を示すに・へは，出形サ行く，家ノ前サイタなどとサを用い，あち

らに，こちらに，俺に．くれのような場合，att∫a，　kott∫a，　oret∫a　kereとt∫a

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　になる。時閥・原因・結果などを示す場合は，「3時エナッド（3時になると）」，「病

　　　　　　　　　　気エナル」，「医老エナッタ」のようにいう。（備考．庄内・農賜では，「険画見サ行く」

「遊びサ行く」のよ5ないい方もある。）

（5＞と　並列・共同の意にはdoと濁り（「俺ドオ前ド」），帰着の意にはeを用い

（「湯が水エナル」），引用のとはteという（「明田天気だテ雷うけ」）。

（6）比較のより　きega（よりかの詑）を謡いる（「俺客ega大きい」）が，多くの場

合きegamoを用いる。

（7）並列のや　あまり用いないで，「犬ダノ猫ダノ」，「犬ドが猫ドがたんと飼って

る」の語法による。

（8）シテ　「親子シテ泥棒する」，「5人シテやっと終えた」のように共同の意にも

恥いるが，「俺1人シテした仕事だ」のようにもいう。デとおきかえられる。

　5．2　接艦…油団司

（i）ば　「書ゲバ」，「死ネバ」とパを用いて仮定を示す（出来る・受けるなどの語は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～ラバ，～レバの両形あることは前述）が，多くは～ゴソダラ，～ゴッタラ，・）ゴ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソバを用い，あるいは過去表現法にして，（「明日雨降ッタラ行ガネ」（雨が降れ

ば行かない）のように竺を用いる。「油屋は雨が降れば喜ぶ」のように真理を

述べるには，降ルド，降ルヅド（降るというと）という。（’したところがの既

定条件をあらわすには，（・タレバという。
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　　家サ帰ッタレバ寄集ツテ居ダケ。

　　　　　　　　　　　　　　　よく見ダレバ隣ノ犬ダッケ。

　〈2）カラ（設ってgara）　仮定を表わすのにこの特殊の助詞を用いるのが中年以

　上の人に多い。

　　　高エガラ買ウナ。安エガラ買ツテ来工。

　　高いなら，安いならという仮定の意で，くあらばの約略かと思われる。動詞

　や助動詞にも接続させて，

　　　オ前ガエンカラ俺モエグベ（お前が行くなら俺も行こう〉

　　　ホダエ着タエガラ着テ行ゲ（そんなに着たいなら着て行け）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奪
　のいい方をする。（共通語の「から」の意には下記のサゲ，ハゲを用いる。）

　③ても（仮定相反）〉タテ

　　高エタテ　カマネ。　（高くてもかまわない）

　　　ナエテ　ユタテ　キカネ。　（何といってもきかない）

　㈱けれども〉ゲント，ゲド

　　書ギダエゲソト　霧ガソナエ（書きたいけれど書かれない）

　　（備考．庄内方言では，「好エドモ」，「苦シイドモ」とドモを相いる。〉

　〈5）理li鎗・原園のので・から＞sage，　hage（関西語サカイの転）

　　　　　　　雨降ッサゲ休んだ。

　　安エケハゲ買って来た。　（安かったから）

　村山・最上・庄内地方で用いるが，置賜だけは共通語のからを用いる。（しかし

　明治35年刊「米沢言音考」には米沢地方で用いられたことを記している。）庄内地方で

　も飽海はサゲ，ハゲだが，鶴岡方面はスケというQ

　｛6）ながら　力競・サ変動詞に続くとき，キナガラ，シナガラのほかにクンナガ

　ラ，スンナガラともいう。

　5．3　蔑哩助言司

　（1）ばかり〉バリ　2時間バリ，目先の事：バリ考える。そのほかに，有ルバリ

　スネ（絶対に無い意），　来ルバリ　スネ（絶対に来ない意）のような用法もあ

る。

　（2）ダテ　歩いてダテ行ける（歩いてでも）
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（3）しか（限定〉スカ　コレスカ無熱。（庄内方需では，「コレガト無い」，「一杯

ガト飲マエネ」のようにガトを用いる。）

　　　　㈱オガシャレ（～どころか，～はおろかの意）

　狂言霞己に出てくる捨てセリフのおかつしゃれと比較できるQ

　　1万門oga∫are　100円だって審付しない。

　　！0購ogaSare　1　Hも手伝に来ない。

　　　　　　　　　　ペロ　寄付金出すoga∫are看も出さない。

　多くは数詞（時に動詞）に接続し，打消の語を伴う。

（5＞ぐるみ〉ガラミ　「皮ガラミ食う」，「風呂敷ガラミ忘れた」
　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（6）ガナ　「豆臆20円胆照ケラッシャエ」　（20円面当の分量を下さい）

（7＞デエラ　（庄内だけで用いる。並列のなど，とかの意）

　「雀デュラ島デエラ飛んでる」，「シーデェラ　サネデェラ」（するとかしない

とかわけわからぬ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

（8）ヤナカ（庄内だけで用いる。などの意）　「足ヤナカ洗工」，「見タリヤナカ……」

　5．　4終納詞

　　　　　　　　　　
（1）sa（誘引）　早グァエベサ（急く行こうよ）

（2＞hai（強意）オラ今賃休ムハー（私は今属体むよ）

（3）　d・di・（強意）「ヤンダヅー」（v・やだよ）・r・∫aned・臨］、（知らないよ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　四t∫a（岡　）　£hδ慮bet∫a］（そうだろうよ），［スカネチャ］（嫌いだわ）

（5）ma：（問　）〔hidama：］（そうだよ），［h5dakema　neja］（そうだつけね一一一　）

（6）簸e5a　（同　　）　［hδdadz磁neja］　（そうだオっ2a），　［honnaeke　neja］　（そうで

なかったよね）

（7）xxa：（詠嘆）「ヤソダナー」（いやだなあ），［きe9田kitana］（よく来たねえ）

（8）dzae（強意・ぞに当たる）［koronda£e　s∫anedzae］（転んでも知らないそ）

（9）taraL（捨てぜりふのようにつける）［ege　s夢kanettara］（いけ好かないことよ）

（10）honi（本当に→ほんに→ほに）£hlda　ho跳］（ほんとにそうだよ），［h6dake

　honl］（ほんとにそうだった）のようにやや詠嘆的。

翰［hore］（代名詞「それ」の転成か），［h＝dadz曲hore］（そうだよ），〔ette

　koe　horeコ（行ってこいよ），〔rusldado　horej（そり“e，　うそじゃないか，
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うそだ）

囮∫lta（強意）［hδdaga∫ita］（そうかね），［oramo　e胆ne∫ita］（私も行かな

いよ）

（翁gaja（疑問のかに詠嘆のや）［ho：gaja］（そうかい？），　ffh6dake　gaja］（そ

うだったかいア）

㈱ss藤（ていねいにいうとき）［明Ulss醐（行きます），［h6dass｛幻（そうで

す），［h6d論ess醐（そうでしょう）［h6d蚕begass蔀コ（そうでしょうか），［きesstl］］

（いいです），［mmaess醐（うまいです），〔mmaenass醐（うまいですなあ1，［hontう

dass醐（ほんとです），〔hont6dakess薗］（ほんとでした）のように活用語の終正形

や旦力感｛こっくほヵ“i・こ，［ohajoss灘］（：お畢う），［konnittsassul］（今臼は），［komban

waSS蕨］　（今晩は）のような日常あいさつ語にもっける。前の語を必ず促音化

していう。置賜ではs苗よりもsTに近く発音する。

㈲ora本来第1人称代名詞だが，終助詞的に交末につける習慣がある。［s∫ane

ora］（私は知らない），〔a∫Vtamo　eljru　ora］（明日も私は行く）．

㈹貸are　文節の切れ擾iにはさむ間投助詞として，葉叢の～ネ，～サに相当す

るく、アノナレ，ホダガラナレ（だからさ），オマエモナレ（お前もね）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈹do　伝言やお伽噺を語るときに文末に結びとしてつける。爺ッァ早グ来エド。’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ（雑く来いってさ。ていねいにはドヅスという），昔々爺ッァド婆ッァイダケド。

（爺さんと婆さんおったとさ）

　（館考）

　1）dztu　叢上郡で用いる。［hδda臨調］（そうだよ）

　2）砺e　山形市の女性が用いる。強意ぜに当たる。［honnaeke　d5e］（そうでなかったぜ＞

　3）cl　ze　庄内で用いる。イロメゼ（いらないだろうよ）

　4）tae　葉村霞郡山寺・高瀬村附近のみの用法。　「佐藤の家どこだタェ」「佐藤テ，二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　人いだタエ，チチャコナガ（小さいのか），オッケナガタエ　（大きいのか）」（taeは

　　本来第2人称代名詞）

　5）wa最：．ヒ地方蒋有。［eganenagawa］（行かないのかね）。（東來の女性のNだわの

　　わとはちがう）

　6）nOl庄内地方特有の終助詞で，尻上り調にいい，文節の切れ鐸1の闘投助詞でもあ

　　る。［ano　nOi］（あのね，村出のナレに当たる）

　7）SQ概賜地方（小国方蘭になし）に特有。強意。〔h6dasso］（そうだよ），［hGnnesso］

　　（爵）ヵミうよ）
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8）ba，　baja　山形の若い女性のみ使う。［honnae　baja］（そうでないわよ）

9）baja　庄内特有。反語。「そんなもの要ろパヤ」（いらない）



　　　　なテ　ヤマ　　　　タケ　ハラ　　　　　　ココ　ノ　イ

千葉県　館山市竹原（旧九重村）

　　　　大　岩　正　仲



ク

i　諏覆　9．7km2（昭30）

H　人口　2，636人，498世帯，1世帯5．3人（昭3◎）

］1こ口動態　総転入数73人（総人口に対して2・8％），総転繊数85入（3．2％），

　千僧県外からの転入18人（0．7％），仁心への転出36人（1．4％）

1V　就業人as　農・林業1，282人（総就業人Pに対して85．6％），水産業0人，鉱業

　o入，工業0人，商業43人（2．　9％），公務・自由業166入（11．1％），その他。

　入，計1，491人（100％）

V　おもな塵業（おもな生薩物資）　農業（米・麦）

W　！階調進学春数（進学率）37入（中学卒業者数に対して65．7％）一（昭30）

W　ラジオ聴取率　1世帯に1台（昭30）

加階聞購読率　1世帯に：1部（昭3G）

　　電話加入率　41．5世帯に1本

x　上水道　ない

XIまとまった買物をするところ　館由市北条

　　置けが・重病のとき入院するところ　館霞市北条

双　被調査費（敬称略）

篠塚　文蔵

篠塚　詳治

渡辺　八勝

久保田きよ

久保田癌寿

高梨　守
小柴　義孝

館山市竹原

館田濱竹原

館鼠1市竹原

館山市竹原

館山市竹原

館山市大井

館Lil導水閥

男
男
女
女
男
男
男

（丁田）

65

73

75

53

57

59

57

　

黒
変
変

唯
不
不

問
業
業

職
農
農

（掌談）

中間（18歳まで国府）　農業

不変　　農業

不変　　農業

不変　　　　農業　　　　　　　　　7～9年

中間（7歳まで豊田）　7～9年
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はじめに

　1．千葉県：芳蓄のあらまし

　千葉県の方言は，南園部と爽北部と西北端との3地域に分かれる。南細部の
ア　 ワ　　　　イ　スミ　　　ヰちミ　ロソ

安募・夷隅・震津郡を中心として安房上総が大きく岡一の色合を恭し，東北部
　ウミカミ　　ソオサ　　 カトリ　　　　　　　　　　　　　　　　インパ　　　　　　　　　　　　　　じかシカツシカ

の海上・疲瑳・香取郡が別の色調をもって印旛郡へ延び，西北端の東葛飾郡が
　　　　　　　　　　　み　　ノぞ
また異色を呈している。千葉郡は東北部色と酉北端色との中間である。

　県下の方器勢力の実状をよく示すものは，語中語尾の力行子蒋に現われる現

象である。東北部（海上・匝瑳・香取）では有声化する頷向があり，この傾向

　　　　　　　　　サンプ
は印旛郡にも及び，由武郡にも見られる。南部（蜜房・夷F禺・国津）では脱落

　　　　　　　　　イチハラ　　　　チうオセェ
する傾向があって，市原郡や長生郡にも幾分は及んでいる。西北端の東萬飾郡

から千葉郡へかけては，力行音のままである。

　その他の事象についても，多少の凄入りをもって上記の3区域に準ずる領域

を示す現象が少なくない。形容詞の推量表現，たとえぽ「遅かろう」は，オソカ

ンベーが葉壷飾に行われ，オソカッペーが東北部から印旛・千葉・由武に優勢で

あって，長生・市原にまで及び，オセーッペ一型が安欝に行われて君津・夢ξ隅・

長生に優勢で，市原・山武にまで及んでいる。　「叱られる」は，菓葛飾がコソタ

レルで，これと同系と考えられるコゴッチャレルが印旛・千葉・市原に行われ

ているQ安房・歌津・夷隅から長生までオダサレルが優勢で，東北部はオコラ

レルである。山武にはオッツァレルが行われて，長生・市原へも及んでいる。

「稲叢」は，海上・匝瑳・香取・山武にノ・一系が，東葛飾から安房まで累の西

半にボッチi系が，そして印旛郡にはノー系とボッチ系とが，イナブラと並んで

行われている。　「親類」は，東葛飴1・印旛・千葉・市原にオヤコ系が行われ，

海上・匝瑳・香取ではイトコが行われて，山武から長生・夷隅へまで及んでい

るQ

　アクセントに．ついては，昭和28年の夏に加藤儒昭氏（当時都立大学4年在学〉

が各地を歴訪調査した結果によれぽ，安房および上総の大部分が房総音調（ア

クセント），下総の大部分と山武郡の北部とが東京式音調で，爽葛飾は西北部が



　54　　　　　　　　　　　　　千　　葉　　県

　　　　　　　セキヤド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タナカ
ー墾に近い所（関宿町その他）と埼玉式音調の所（田中村その他および西南端
　ギむさトク

の行徳）とであるという。

　2・方蓄から見た調登地点の位置と性絡
　　　　　ココノイ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マル

　調査地点九重村（昭痴29年に館山市に合併）は，安房郡の中央部に位し，丸・
トヨダ　　　イナミヤ　　　ゆ　　ぱ　　　タテノ

豊田・州都・国府・館野村などとともに俗にクンナカ（国中）と言われる地方

である。同じ安房でも，海岸地方と内陸部とでは方雷にかなり差異もあるよう

であるが，この点で九重は安房郡のなかで最も一般的な地点といえるであろ

う。九重は，明治22年の町村制実施の際に，江田・竹原・大井・水玉・薗・：二

子・安東・宝貝・水岡の九つの村から成り立つた村である。このたびの調査は

竹原を主として大井・水岡を参考にした程度であるが，地域的な警語状態はほ

ぼ一様であるように思われるQ

音 韻

　1．　単音と成音

　1．1単音

　子音としては，［1］が全く現われない。ガ行およびその拗音の子音は，常に

［g］である。携音としてならぽ，［部も現われる。溌音の音声としての諸柑

や性質については精密な観察をしていないが，東京語と同じようである。

　母音では，iが，一音ずつ発音する時はやや中雪的になるが，語中では，［茎］

と［i］な：いし［6］との間を浮動するもののようである。

　eは，一音ずつでも，語中でも，常態ではやや狭く，［6］ないし［e3で表

わすべきもののようである。長音では特に狭くなる傾向カミあるが，語中の短音

では，東京語と間じくらいに広く［さ］（［ε］）と発音されることも多い。

　イとエとは，明らかに別の音韻であって，たとえぽ，イイ（良）・イケ（池二戸

ヤシイ（屋敷）などはエエ・エケ・ヤシエではないようであるが，語によって

は，＝・グ～イグ（行）・エル～イル（居）・カイマル～カSマル（駆廻）のように浮

動性があり，あるいはエドくイド（井戸）・エモくイモ（芋）・Xレルくイレル

（入）のように転託したものもある。浮動性にしても，転言fヒにしても，その方向
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は，二重母音的になるものを別にすれば，イ〉エが多い◎

　iとUとの閲には，浮動性も転託もあまり見られないようである。

　なお，母音の長音については，2・連母音の変誰を参照0

　1．2聴音
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　成型についても，おおむね菓京語と変らないようであるから，特殊なものだ

けを取りあげる。既述のとおり，ガ行音は本月ぽかりであるから，以下いちい

ちこのことを断らない。

　合拗音では，クワ・グワがある。ただし，一二の語に限られ，かつ，60歳台

以上の人はおおむねこの発音をするようであるが，50歳台の人々の中には，同，

じ都落でも，全くこの発音をしない人もある。大半の人々がクワで発音する語

は，「菓子」および「駄菓子」などのような連濁の場合だけで，「火事」は，

50歳台の人はほとんどカジと発音し，さらに，「会社」「外国」をクワで発音す

る人となると，60歳台以上でもまれになる。「果実」「関東」「薬罐」「水瓜」「煉

瓦」は，問いただした14人の人がみなカで発音した。

　クワは，そのほか，第二次的な音声一音韻の融合や音響などによって現わ

れる音声を仮にこう名づけるならぽ一として，タックワソ（沢庵）・クワネ

ァ（食わない）などのような場合に現われることがあるQ

　開拗音では，標準語と同じく音韻として清濁ともで11種類（キャ・ギャ・シャ

・ジャ・チャ・二x・・ヒャ・ビャ・ピャ・ミャ・リャ）が見られるけれども，

短音だけであって，その長音は，擬声語としてか，または，まれに第二次的音

声として現われることがあるだけのようである。すなわち，たとえ．ぽ，コソ＝

ヤク（萄男易）・シャベル（喋）のニャ・シャなどは第一次的な音韻として存する

が，ニャー・シャーなどは，ニャーニャー（猫の鴫声）やアガラツシャー〈ア

ガラッシェァ〈アガラッシャイ（お上りなさい）のように現われることがある

だけのようである。しかも後者は，アガラッシェァの形をとる方が多い。また，

「押せば」「見れば」などは’常にオセバ・ミレバであって，オシャー・ミリャー

とな：ることはない。

　ウ段拗音では，ビ”・ミュをまだ耳にしていないが，他の9種類（キュ・ギ

ュ・シュ・ジュ・チュ・Pt　＝一・ヒュ・ピュ・リュ）も，第一次酌な音韻として
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は，これは長音だけしかないようである。第二次的な音声としても，キュエ

（聞け）のキュと，シュエ（敷け）のシュとが現われるだけのようである。

　標準語のシュ・ジュに相当する音韻は，長音では変りがないが，短音ではシ・

ジと発音される。「教室」も「供出」も，キ・一シツであって，区別が無い。そ

のほか「主人」「十羽」「巡査」「順番」「外出」などが，それぞれシジン・ジッ

パ・ジソサ・ジソパン・ガイシツのように．発心される。標準語のジ。。ズまたは

ズズ（数珠）は，麟z醐［3頓H3iz｛幻などのように人によって発音に少し

差があるが，ジュズとはならないようである。

　オ段拗音は，清濁・長短ともにその存否を標準語と同じくするようである。

　特殊な成音には，ツァ・ツェ・シェ・ウェ・ウォの5種類とεee韻の六六そ

のほかがあるが，いずれも第二次的音声として現われるものぽかりである。

　ッァは，トッツァソ（父）。クラッツァレタ（食：いっかれた）。フッツァバー

（破く）などに現われる。サあるいはツアの転砒した音であるが，長音の実例に

は接しないQ

　ッェは，イーッッェル（言いつける）・カタッツェル（片づける）などに現われ

る。ツエルくツケルの転論したものであるが，これもまだ宮漏の実例には接し

ない。

　シェは，これは短音でなく長音として現われるだけであり，かっ，直音セが

このように発音されるのではない。キサッシェー〈キサッシェァ〉キサッシャ

イ（来なさい）のようにシェーとして現われることがあるだけで，それも，シ

ェアと発音されるときの方が多い。

　ウェは，これも直音ヱが存するのではなく，第二次的音声として現われるだ

けである。「植える」がおおむねウウェルであり，また「食う」の已然形が人

によってはクウェバと発音されるので，この音が現われる。また，この長音が，

アゥェー（青い）・ッウェー（強い）のように，　oiの宮盛によって現われる。

　ウ憂は，やはり直音ヲとして存するのではなく，第二次的音声として長音が

現われるだけである。ツウェー（強い）の連用形ツウs一　Ptの中に現われる。

　εお韻は，連母音alの変説として，五十音の各行において成音を構成して

いる。このことについては，2・連母音の変誰を参照。
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　そのほかハ行のへは，常態として［h6］であるが，その長音は［g61］に近

く，ヒェーまたはヒーのように聞える。このことについては，2・連母9の変誰

e圭を参照。

　なおまた，ブが，促音の次に来て「アイ」へ続くとき，合体してバー・ピー

となるまでには至らず，ブァ・ブイのように現われることがある。実例は，シ

mッブー（引摺，引張）についてだけしか知らないが，打消のナイや使役のセ

ルへ続いて，ショップァネァ・シ・ッブァセルなどとなり，または欲望のタイ

へ続いて，ショップaテァのようになる。完了のタへ続けばショッビータとな

るのであるから，これらはブァ・ブイの一つの現われ方である。

　促音は，濁音の前にも生ずることが少しも珍しくない。ラ二三の前にも生じ

得るし，ナ三音の前にも現われることがある。

　　　ガ行音の前一ニッギヤカ（賑），イッギャシネァ（行きはしない）。

　　　ダ行音の前一キッダシ（小刀），マッデ（全），クッド（呉れ），キッダッペー（着

　　るだろう），イグツモッダ（行く積りだ）。

　　　バ収音の箭一ショッブー（引張る），モドッペー（帰ろう）。

　　　ザ還納の髄…一コツジイ（乞食）。

　　　ラ行音の蔚一マッリョ（毬を），アッリャシネァ（有りはしない）。

　　　ナ行音の三一カリッナ～カリンナ（借りるな），ワスレッナ～ワスレンナ（忘れ

　　るな）。

　2．連母膏の変翫

　単語の中の連母音は，長音または重母音に三訂ヒする傾向がある。

　iuは，　rju：］となる。イクツ（幾）・イクラ（幾）などは，ユーッく熱イゥッ，

ユ　一一うぐ：’イウラであり，「大きい」r涼しい」の連用形はそれぞれ，オーキ”

一く蒋オーキウ〈オーキク，スズシュー〈÷；一メズシウくスズシクである。動詞で

は，「言う」r聞く」「敷く」がそれぞれ，ユー＜イウ，キュfo＜砦キウ〈キク，

シューぐ｛一シウ〈シクである。

　形容詞では，この変誰が連用形と連用音便形だけに現われるが，動詞では，

「言う」がほとんどすべての用法においてユを語幹とするぽかりでなく，「鯖

く」「敷く」も，すべての活用形における語幹がキュ・シュとなっている。たと

えば，欲望のタイへ続く連用形がキュイ・シュイであり，命令形がキュエ・

シ＝エなのである。連用音優形がキー・シーであるのは，ui＞i：の変誰かと
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思われるe

　「行く」はイグ，　「引く」はフーぐフクだから，ここには関係がない。

　OUは，すべて［0：］とな：っている。　オモー（思う），ヒロー（拾う），オー＜

藤オウ（置く）などのようである。ただし，動詞の活用形以外でどうであるかは，

議例がないから分らない。

　auは，こa：コとなっている。カー（買う），ナラー（習う），アー〈聾アウ（開

く），ナーナル〈膏ナウナル（無くなる）などのようである。ただし，サクデァ（遍

身）・ヒャク（百）を，サウデァfヒャウと発音する人もあるから，auの連母音

が全く存しないわけではない。

　eiは，［e：］となっている。エンゲー（演芸）・テーネー（丁寧）などのよう

である。ただ，デール（出来る）は，ゲイルとも発音されるから，eiの連母音

が全くないわけではないG

　この種の，eiから脈無した［ei］は，［6：］から［さ：］（［e：］）までの間で浮

動するが，ヘイだけは，たとえぽヘーガイ（塀垣）・ヘーキ（平気）などのヘーだ

けは，常に［g6：ユないし［gi：］として現われ，ヒェーまたはピーと聞こえる。

　圭eも，e：となるときは，　eiから変説したものと岡じく［6：］ないし［さr］

の間で浮動する。ケールくキエル（消），ネールくニエル（煮），メーtル〈ミエル

（見），オセールくオシエル（教）などがこの類である。ただし，「家」「知恵」な

どのように，長＝音にならないものもある。

　u呈は，〔ii］となる傾向がある。ウシー（薄い）・サビー（寒い）・アイッピー

＜躰アィッブイ（飽きっぽい）・＝一一（抜いた）・ヒータ（吹いた）などのようで

あるが，ウグイス（鶯）・スイノミ（吸呑）・スイツー（吸着）・ヌイモン（縫物）な

どのように，uiのままの語の方がむしろ多いQ形容詞の活用形と動詞の連用

音便形とでは必ずこの傾向が働くが，この二つの場合に限るようである。動詞

でも，欲望のタイへ続くような連用形ではこの傾向が働かないQたとえぽ，ヌ

イテァ（抜きたい）・ブイテァ（吹きたい）。

　ueは，ツエボー（杖）・フエネァ（吹けない）のようにそのままである。ただ

し，ueに変糺の傾向が見えないのは，形容詞の活用形や動詞の連用音便形には

ueがないからであって，本質的にuiと性質が違うものではない。
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　なお，上記の「吹いた」はヒータであって，フィータではない。　「笛」も，

ピーないしヒエと聞こえるが，［gi6」のようである。

　oiは，子音を伴っているときは［e；］となる傾向があるG　オトテー〈オFト

ィ（一昨日），オセー＜オソイ（遅），テーダくトイダ（研）などのようであるが，

ヒゴイ（緋鯉）・カヨイ（通）・コイ（濃）・コイダ（漕いだ）などのように，〔e：］

とならない語も少なくない。ただ，形容詞の活用では「濃い」だけを例外とし

て，他はすべてこの傾向が働き，四段活用動詞の連用音便形でes　，「漕ぐ」を例

外として，他はすべてこの傾向が働くようである。イー（良）は，この変讃ヒ傾

向以前にできた形であろう。

　oiが子音を伴わないときも，　e：となる傾向がなくはないが，四段活用動詞

の連用音便形でも，＝・・一テアル（置いてある）でなく，オイテのままの形を使う

人もある。語頭以外では，形容詞の活用形で，アウェー（青い）のように，W

が挿入されてウェーとなる例がある。ツウェー一一一（強い）もこの類かも知れない。

四段活用語の連用音便形にしても，形容詞の活用形にしても，オイの形のもの

が極めて限られているので，これらの実例は少ない。

　なお，呼掛のオィ，名詞のニオイ（匂）や上一一段活用動詞のオイタ（起きた）

などは変畏しない。

　oeも，カゼールくカゾエル（数）のように［e：］となっている語と，オFロ

エル（衰）のように〔oe］のままの語とがある。

　この種のoi・oeから忍言化したerは，　aiから変託した［e：］のように，［εcre］

となることがなく，　ei・ieから変零したe：と同じく　［6：］ないし［さi］とな

って現われるようである。

　ai・aeは，［εee］となる傾向がある。メァリ（参詣）・サンゼァ（散財）・クレ

ァ（暗い）・メァ（前）・コセァル〈コサエル（作）などのようである。ただし，ク

ワイ（慈姑）・ムギマイドリ〈ムギマキドリ（鶴．鵠）・カイ（間日の助詞）などは，

［ai］のままで，この傾向が働かない。形容詞式活用の語では，すべての語にこ

の傾向が働き，動詞式活用の語でも，四段活用語の連用音便形および命令法に

立った敬称の複語尾では岡様であるが，そのほかの活用形，たとえぽ四段活用

動詞や上一段活用動詞の連用形ではこの傾向が働かない。すなわち，ネァタ（泣
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いた）・ミセァ（見なさい）などでは〔εεe］となるが，ナイテァ（泣きたい）・ア

イタ（厭きた）などでは［a圭］のままである。

　aiの変身fヒした音は，［εεe］または［εEel］と表記すべきであろうが，多くの

語で［ε］が弱く，εを特に小さく表記したいほどである。ただ，ときにより

語によって，たとえぽ「貝」「蝿」などは，ほとんどケヤ・ヘヤと聞こえる。

　εeeが，一般に子音を伴えば［kεeeta］（書いた）。［waeeta］（沸いた）のよう

になるが，y子音を伴うと，［hajeec］（早い）のようになって，ハイヤーまたはハ

ッヤーのように聞え，子音を伴わないときは，［eeete］（相手）のようになって，

ヤーテに．近く聞える。

・aiから変詑したεeeは，実は［eee］と［さi］（［ε：］）との間で浮動するもの

のようであり，同じ人が，ネァ（無い）・シソペァ（心配）ともネー・シンペーと

も発音するが，それは［さ］であって，［6：］になることは全くないようであ

「る。たとえぽ，マイタ（蒔いた）は［mεeeta］から［mさ：ta］までの幅を持ってい

るが，［m6rta］とはならない。それ1・こ対して，ミエタ（見えた）は，［m6：ta］

から［mさxta］までの幅を持っているが，［mεeeta］とはならない。　それゆ

え，［mさtaヨならぽ，ときによって「蒔いた」をも「見えた」をも表わし得る

が，［mεeeta］［m6ta］は，それぞれ一方の語だけしか表わし得ないのである。

　また，語によって，たとえぽ「大根」「心配」などは，常に．デーコン・シンペ

ーと発音して，デァコン・シンペァとは発音しない人がある。

　なお，ケァタ（書いた）・セァタ（咲いた）がキャータ・シャ一丁となることは全

くない。ただ，たとえぽ，キサシシェァ（来さっしゃい）などの［∫εee］だけが，

［∫ei］ともなるが，［∫a：］として現われることもある。

　3。　力行音の子音脱落

　力行音の子音が語頭以外で脱落することは，この地方一一帯の著名な特徴であ

るが，今日では，純然たる音韻現象であるかどうか，疑問がないでもない。

　音声的条件のほとんど同じ場合，たとえぽ同じツバキにおいて，「椿」のとき

はッヌ甲であるのに「唾液」の時はッヌ三であって，一方だけが子音を落して

いる。椿はこの土地に珍しい植物ではないから，ツバキが後の移入でもないで

あろう。かつては同音であった語が，一つは公共語として使われること多く，
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他はそれが少ないというような原閣で，分化したのかも知れない。ともかくも

今日では，子音が脱落しているか否かによって別の語が示されるのである。

　古くはこの土地でも，今よりも脱落を起すことが多く，あるいは音則的な現

象であったかも知れない。今臼の老人でも，タボーイップー（煙草一服）と発

音する人（60歳台以上）もあるが，タバコとのみ発音している人の方が多い。

今日，「柿」はカキ，「柿の木」はカキンキであって，カイ・カイノイではその

意味が理解されなくなっているが，古くはカイ・カイノエであったようであ

る。屋号のカイノエは，屋敷に灘立つ柿の木もあって，確かに「柿の木」であ

ると恩われるが，今ではこの屋号が姉の木の意味であることを知らない人（50

歳台）さえもあるほどである。’

　しかし，連母音の十三，たとえぽ，aiが［εee］または［εi］となる現象は

音韻現象として扱うべきであろうが，それも，語によっては全くその現象の起

らないこともあるのであるから，このような力行子音の脱落も，一一つの音韻傾

向として見てよいのかも知れないQ

　以下，力行子音の脱落している語と，脱落しない語とについて，おもなもの

をあげる。活用語の変化語尾については一二にとどめる。

　　　キー脱落一一　イッピイ（一1匹）・カッチイくカッチキ（刈敷）・コビイくコビキ

　　（樵夫）・ザシイ（座敷）・ヘーガイ（二曲）・ヤシイ（屋敷）：タタイデァク（叩大工）・

　　ナイゴエ（鳴声）・ホーズイツパ〈ホーズキツパ（車前草）・ムギマイドリ〈ムギマキ

　　ドリ（鶴山§）o

　　　キー不脱落一　オキ（沖）・ツキ（月〉・ズイキ（芋茎）・ヘーキ（平気）・ホーキ

　　（ムリ｝二tTl）：カキソキ（柿の木）。

　　　クー脱落一オフウPtくオフクロ（母）・スウモくスクモ（零匁殻）・ッウノミル〈ッ

　　’ク／ミル（隙）・ツウル（作る）・フウラッパギ（三下）・フウロ（袋）・フウロ（桑）。

　　　クー一一不税落一　オク（卿・ジク（軸）・セァク（細工）・ドーラク（道楽）・ビャ

　　ク（糞詰）・マク（幕）・ラク（楽）1カクス（隠）・キャクマ（客間）・サクラ（鞍）・トク

　　ジン（徳人）・マクラ（枕）。

　　　ケー脱落一　ハタエ（畑）：カエル（駆）・イーッツェル〈イーツケル（欝付）。

　　　ヶ一不脱落一　イケ（池）・サケ（酒）・タケ（竹）・テオケ（手撰1）：ヤケド（火

　　傷）・フダケル座豊熟）。

　　　コ　　脱落一　コオ（此処）・ソオ（其処）・ドオ（何処）・トオ（所）：オトオンコ

　　（男の子）・コオモチ＜＝コロモチ（心持，ロ音脱落）。

　　　コー不脱落一　オデコ（出額）・ヒドコ（竈）1デコボコ（凹凸）・トコロテン（心
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　　太）・ノコギリ（鋸）・フトコロ（懐）。ホコリ（埃）。

　　　カー脱落一　カアシくカカシ（案山子）・カアト〈物心ト（踵）。サアサマ〉サ

　　カサマ（倒逆）・バアりくパカリ（助言薄）。

　　　カー不脱落一　サカ（坂）・バカ（馬鹿）・メダカ（丁斑魚）・ヨナカ（夜中）：ア

　　カリイ（明るい）・カラカサ（瀕傘）・サカナ（魚）・ナカゴロ（中頃）・バカリ（秤）・ハ

　　ナザカリ（花盛）。

　子音の脱落しているものは，キ・クに多く，ケ・コ・カに少ないから，この

現象はやはリキ・クに特に強く現われているようである。ただし，力行四段活

用では，未然形において特に脱落しにくいというような傾向も見られない。

　また，力行音を有する語が，すべて，子音脱落か否かいずれか一方の形に固

定しているとも限らない。たとえぽ，フキ（蕗）・サキオトテー（一一昨昨H）・サ

クデァ（三二）・ヒャク（百）などは，人によっては，フイ・サイオトテー・サウ

デァ・ヒャヴと発音しているし，トキ（時）・オク（置）・オキル（起きる）などの

よう1・a，岡じ人が，場合によって，あるいはそのまま，あるいは子音脱落で発

音しているような語もある。その上，大部分の語については，だれでも標準語

での形を知っているのであるから，東京人相手の話では子音脱落を避けようと

する傾きも兇られる。しかし，そのための圏帰による説形は，まだ見嵐されな

い。　r大日本岡三山高」や「安房郡誌」に採録してあるハコリ（羽織）がそれ

だとしても，この土地ではハコリでなくハオリと雷っているし，現行のト　・一キ

イ（遠い）という語は，東京語のトーイィではなく，ト　・一クイの変託したもの

であると考えられるからである。

文 法

　活用には，動詞式活用・形容詞式活用・指定詞式活用の3種類がある。

　活用形は，未然形・連用形・連用音便形・終止連体形・仮定形・命令形の6

形が立てられるQ連用音便形は，四段型活用・形容詞式活用・指定詞式活用だ

けにある。

　形容詞式活用と指定詞式活用とには，若干の活用形が欠けている。

　複語尾の活用は，敬体の複八尾のほかは，一式中のどの式かによる。



　　　　　　　　　　　　　　　　丈　法　　　　　　　　　　　　　　　　63

　1．勤言論

　1．1　活用の種類とその用法

　本質的には，四段活用・上一段活用。下一段活用・力行変格活用の4種類と

見るべきであろう。

　スル（為）は，通常，上一段活用となっている。ケル（蹴）は，あまり使われ

ないが，使えばラ行四段に活用し，ただ，命令形がケレだけでなくケロともな

る。タリル（足）は上一e段に活用するが，未然形はタラである。アル（有）は四段

活用で，アールと長音の形になることが多い。／シヌ（死）は四段活用である，、

　（1）四段活用

　標準語と同じく，カ・ガ・サ・タ・ナ・バ・マ・ラ・ワの各行にあるが，力

行四段活用は，子音脱落によって，ア行またはワ行で変化することが多い。

　活用は，下のようである○

　　　隊鐘漣肺顧鞭形睡連体酬疑形1齢形i
「砺「1・サ　・シ　　　・・　…　セ
つ立

…［…

タタ タチ タツ タツ タテ タテ

　意志を表わすには終止連体形からベーへ続けるから，オ段に活用することは

ないQ

　四段活用の連用音便形は，サ行以外の蕎行の活用にある。

　イ音便・促音便・溌音便の3種類であって，その種類と行との溺係や，溌齋

便およびガ行イ音便から続く完了のタが連濁を起すことなど，すべて標準語と

変らない。

　ラ行四段活用では，未然形が打消のナイへ続くときに単音となり，終止連体

形が禁止のナや指定詞へ続くときに椀音または促音となることが多いが，これ

も東京の俗語と問じである。

　力行四段活朋とガ行四段活／…欝の響胴は，下のようである。

鷹く1・・ オキ オイ オク オケ オケ

行ぐ イガ イギ ・・旨グ イゲ イゲ

漕ぐ コガ 』ギ コイ コグ コゲ コゲ
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　標準語の力行四段活胴でただ一つ促音便になる「行く」は，ガ行に活用する

が，やはりこの語だけは促音便になる。標準語の力行動詞でガ行になっている

ものは，このほかにはないようである。

　力行四段活用の活用語羅は，子音脱落によって，ア行音となって現われるの

が常態である。，

　未然形では，語幹末母音がUまたはOである語はワとなることが多いQヌワ

（抜），オワ（置）。終止連体形では，連母音変言1ヒによって，語幹末母音の引音と

なる，，カー（書），オー（置），ヌー（抜）。　仮定形と命令形とでは，エとなるが，

「良く」の命令形はオケのままのようである。

　イ音優による語尾のイは，連母音変諄1ヒによって，語幹末母畜がaならぽ［εa∋］，

oならば［e：］，uならば［靖となる。たとえば，［keaeta］（書いた），〔te：daユ

（研いだ），［ni：ta］（抜いた）。ただし，コグ（漕）は，この心魂が起らない。

　音便形でない遮用形のイについては，子音脱落によるものであると否とを匿1

わず，連母音変誼が起らない。仮定形・命令形のエも同様である。［ka下燃e〕

（霜きたい），［nuitεEe］（抜きたい），〔aeba］（会えば），［kae］（書け）。

　ワ行四段活用の活用は，共通語と同じであるが，下のような現われ方をする。．

　未然形の語尾は，語幹末母音がaである語は，アとなることが多い。アア

（会），カア（買）。終止連体形の語尾は，連母音古言1ヒによって，藷幹末母音の引

音となる。カー（買），オモー（思），ヌー（縫）cしたがって，力行四段活用と近

似しているが，連用音便形が促音であることによって，本来の別を保っている。

　力行囮段活用とワ行四段活用をこは，終止連体形の語幹末がiで現われるもの

はない。

　イウ（口）は，連母音変言1ヒによって，t一　一一となり，他の活用形の語幹もユとな

って現われ，る。

　キク（聞）・シク（敷）は，子音脱落と連母音変誼とによって，キ＝一・シ＝一一

となり，他の活用形の語幹も，キュ・シュとなって現われる。未然形はさらに

キャくキュア，シャくシュアとなり，連用音便形はキー＜キュイ，シー〈シュ

イとなって現われる。（附　1交例1・2）

　（2）上一段活用
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　ア・カ・ガ・ザ・タ・ナ・バ・マ・うの餐行にあるが，東京謡と同じくハ行

はなく，スル（為）がこの活用をすると見られるからサ行が加わることになる。

　活用は，標準語と同じである。ただし，力行上一段に：活用する語のうち，文

語で上二段活用のものは，子音脱落によって，ほとんどア行に活用する。かつ，

デキル（出来）は，デールとなって，一F一段活用と同じようになって現われるこ

とが多い。

　（3）サ行上一段活用

　シル（為）だけであり，それも，場・合によって，終止連体形のスルと仮定形の

スレが使われるから，上二段活用でもある（附丈例3，4）。未然形は，打消・受

身・舞能の複語尾へ続く。使役を表わすには，動詞サセルが代って使われる。

　シル（スル）は，おもに．自動詞として，情態副詞を受けて（「静かにシル」），ま

たは賓格の語を受けて（「勉強スル」）使われる。

　鮒　下一段活用

　標準語と同じ各行にあるが，ハ行はないQ力行下一段活用の語尾は，子音脱

落の起らないことが多い。活用は，標準語と岡じである。

　クレル（呉）だけは，命令形はクレであるが，それに代ってクッド・クッセァ

などの使われることが多い。クレナの雷い方は，この語にはない。騨のルの変

説のほかに，打消のナイへ続くときに未然形のクンとなることがある。

　ア三下一段活用は，連母音変誰によって，下のように現われることが多い。

　語幹末母音がaである語は，εεe÷靡となる。　kosε龍ru〈kosaeru（VF），

heaeru＜haeru（生）。

　同じく。である語は，e：＋靡　　となることがある。　たとえぽ，　kaze：ru

〈kazoeru（数）。ただし，「衰える」は，　otore：ruとならない。

　同じくiである語は，6：十七となる。k6：ru＜kieru（消），m6：ru〈mieru（見）。

　伺　力行変格活用は，クル（来）だけであって，下のように活用する。

じ翼…1三判キtt　l「－翌⊥／ジニi．∬三］

意志のペーへ続くときは，連用形からのことが多いが，終止連体形からのこ

ともある。後表は古い用法のようである。ベーへ続くときの終止連体形は，必
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ずクの形をとる。クは，活用形として立てるべきものであるが，ベーへ続く時

だけの，かつ，まれな用法であるから，しぼらく終止連体形に併置しておく。

　1．2　有雛活用の擁のル

　促音または溌音となることが多い。禁止のナへ続くには，携音であることが

多いが，促音であることもある。指定詞のダや問い掛けのカイその他の助詞な

どへ続くには，促音である（附文例3）。終止連体形が，助詞のノを介して問

い掛けのカイへ続くとき，靡のルが溌音となるか，ルはそのままでノが携音と

なるかは，個人によって違うようである（附交例5）。

　1．3　自動詞と他動調との交渉

　下一段活用のドッケル（退）は，標準語のドケルとドクとの意味で使われる

（附　　ぢご例　6，7＞o

　上一段活用のシル（為）は，おもに自動詞として使われ，他動詞としては，多

くの場合，ヤルがこれに代る。

　四段活用のタツ（立）は，　「家をタッた」というようにも使われるQこれは，

東京語と同じようである。

　2．形容詞

　2．1形容詞の活用

　活用形式が，本質的には，クイ活用1種であり，活用形が，連用形・連用音

便形・終iと連体形の3形だけである。下のようである。（2．2参照）

濃い｝ ・須・・ク・・イ
ー
國

　連用形は動詞へ続くときの形であり，連用音便形は完了のタおよび推量のペ

ーへ続くときの形である（附交例23・29）。

　打消のナイへは連用形から続き，接続助調のバへは終止連体形から続く。

　2．2　クイ活用

　力行子音の脱落と連母音の変言fヒとにより，ク・イへ接する母音の種類に従っ

て，次のような音韻形態で現われる。ウーーイー変化（＜ウク・ウイ），ユーイー

変化（＜イク。イイ），オーエー変化（＜オク・オイ），アーエァ変化（＜アク・ア

イ）の4種類であるQ
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薄い｛

涼・い1 i・ズシー畢ズ・弱1

賢ヨ＿ウ・一・i・塑

細い ・・一ホ・到

ススシー

浅■

ホin　一

アサー　　　アサーツ
　　一tt

アセァl
　　l

　2．3　ウーm一イew変化

　ウーーイー変化をする語は，ウク・ウイ活用から嵐たものであり，ユーイー（ju：

i：）変化をする語は，イク・イイ活用から出たものであるが，「痒い」「可愛い」

はそのいずれであるかを定められない。

1闘工三ユll野壷樋謡llτ画1L－t一．一．．．．tt．．一＿．ttt

　ヶナリー（羨）とトーキー（遠）とは，ウーイー変化であるから，本来の形

はケナルイ・トークイであると推定される。

　2．　4　オ一望ー変化

　オーエー変化をする語のうち，「強い」は，本来ッオイであるかッウォィであ

るか明らかでないが，下のように変化する。

強い レウ・ヨ・ウ・州・ウー… ｛
「青い」は，連母音の変諏こよって，下のように変化する。

i　青い ・か Tヨ冠三1．
「濃い」は，連母音の悪言1ヒが趨らず，下のように変化する。

し準◎．三叉三正一．ッ「［“デエ………im…

　2．5　「良い」の活用

　これは変格活朋とでもいうべきものである。終止連体形は，東：京語と閥じく

イィであり，連用音便形は，ξ触クッとともにe一イカッが使われる。勉クッと

解カッとは用法が全く同じようで，差異が明らかでない。他の形容詞には，

このようなことがないようである。

「唖⊥［⊥二1「セ∬山名顕．逝三．崩［．］．．＿コ

　ヨク・鮪ヨクッはヨー・ヨーッとなって，鋳イカッはヤツとなって現われる。
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2．　6　形容詞の変化
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・底・一 ・再・クー・i・キー； t

講説「 張ギニ誓一拙・腔一・一！

　　・・一ジ影崩ホ列

i

・細q
4懐い｝
一＝一一一2

コ　一 ＝H
@
i
7
i

5　贅い

・イ！

アオー’i　アオー・iアウ。一i

・強いi ・ウオー堰Eウ・一・i・ウゴi

7　赤い

8瓢q
アかIアか・1ア州
ukeh ヨーツ｝

　ヤツi
イヨ

　3．　指定詞と覆語尾

　3．！　謎雪定暑司

　指定詞のダは，体言・融詞・動詞を受けるQ形容詞を受けることはない（附

交ew8，　9）。活用は，下のようである。形容動詞の標準語と相違する点も，これ

と同じである。

二轟轟…三、三…工…嬰「；エダ工腸…正…コ

連用形は，打消のナイへ続く。連用音便形は，完了のタや推量のペーなどへ続

く。仮定形は，助詞バを伴わずに仮定法として使われる。場合によって，ナラ

も使われる。

　3．2　複語尾

　〈i＞意志の複語尾

　意志の複語尾には，ベーがある。動詞式活用の語の終止連体形から続くが，

一子活瑞の語では連用形から続く（附　1西川8）。

　ベーは，終止連体形だけで，他の活用形がない。かつ，終止法として使われ

るだけで，連体法に使われることがない。

　形容詞式活用の語および指定詞式活用の語は，意志表凄がないから，べ一へ

続くことがない。

　敬体の意志表出には，ベーは使われず，標準語と同じくウが使われる。
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　（2）凹凹の複語尾

　推蟄の複語尾には，ペー・ダッペーがある。ペーは，形容詞式活用の語およ

び指定一式活用の語の連用音便形から続き，ダッペーは，動詞式活用の語の終

止連体形から続く。まれに，意志の複語尾と同じベーが使われる。

　ペーおよびダッペーは，終止連体形だけで，他の活甲形がない。かつ，終止

法1こ使われるだけで，連体法として使われることがない。

　徽体の語の推量には，ペー・ダッペーでなく，標準語と岡じくウ・デシnウ

が使われる。

　（3）使役の複語尾

　セル・サセルがある。セルは四段活用動詞の未然形から続き，サセルは有鱗

活用動詞の連用形から続く。ただし，シル（為）の使役を表わすには使役動詞

が使われる。

　セル・サセルの活用は下一段活用に準ずる。ただし，連用形にそれぞれセ・

シ，サセ・サシの門形がある。意志のベーへ続くにはセ形であり，欲望のタイ

や完了のタへ続くには，通常，シ形である。

　使役動詞として，シル（為）に対してサセルがある。活用は，使役の複語尾

サセルと同じである。

　デル（黒）に対してはダサセルがある。活用はサセルと同じである。人によ

っては，他動詞ダスをもってこれに代える（附交例10）。

　ミル（昆）・ネル（寝）に対するミセル・ネセルや，ウゴク（動）・オリル（降）に

対するウゴカス・オロスなどでは，他動詞が使役動詞のように使われている：、

　㈲　受身の複語尾

　受身の複語尾にはレル・ラレルがある。ともに下一段活用であるが，しばし

ぼエル・ラXルとして現われる。レルは四段活用動詞の未然形から続き，ラレ

ルは回雪活用動詞および使役の複語尾の連胴形から続く。ただ，力行変格のク

ル（来）は，連用形と思われる形がk6：となって現われる。　受身動詞サレル

はなく，シラレルで表わされる。使役の複語尾セルからラレルへ続くときも，

セラレルの形のままで使われる（附　丈例11）。

　（5）可能の複語尾にはレル・ラレルがあるQレルは，四段活用動詞の未然形



　70　　　　　　　　　　　　　　千　　葉　　県

から続き，ラレルは，有靡活用動詞および使役の複語尾の未然形から続くr

　活用は，ともに下一段活用であるが，命令形が使われず，未然形が打消のナ

イへ続くときに，ことにラレルは多くの場合ラソの形となる（附　交騨2）。

　可能の複語尾は，容認および能力を褒わすが，四段活用動詞の容認および能

力は，可能動詞によって表わすこともできる。

　可能動詞として，四段活用動詞の下一回転活用があり，そして命令形が使わ

れないことも，標準語と同じである。

　可能動詞は能力を表わし，可能の複語尾は容認を表わす（附交例13，14）と

感じている人もあるが，必ずしもそういう区別は認められない。

　可能動詞の中には，「刃物がキレル」ギ糸がキレル」のようにも使われる語の

あること標準語と同様である。

　（6）敬称の複語尾

　敬称の複語尾には，ッシャル・サッシャルがある。前者は四段活用動詞の未

然形から，後者は有靡山州動詞の連用形から続く。

　活絹は，ともに四段型で，連絹音便形だけがシッ・サシッである。未然形は打

消のナイへ続き，語尾宋がンとなる。連絹形は，敬体のマスへ続くときには，

語尾末がイとなる。命令法には，このイ形が使われ，連母音変誰が起るが，女

．性はサッシャンシの形をも使うQ

　ナサルは，使われない。

　敬称の複：語尾ナサルの遺形と思われるものに，サイ・ナサンシ・ナがあって，

命令法に使われる。サイは，極めて軽い敬称で，スル（為）以外の有鱗活罵動

詞の連用形を受ける。セァ・セーとなって現われる（附交例15）。ナサγシは，

動詞の連用形にオを冠したものを受けるが，慣用ある動詞に限る（附丈例16）。

ナは，動詞の連用形を受ける。敬称というよりも旧称である（附交例17）。

　敬称動詞として，シル（為）に対してサッシャルがある。シル（為）から複：

語尾へ続けてシサッシャルとする使い方のほかに，サッシャルまたはシテサッ

シャルという言い方があるのである（附交例18・19）。

　活用および活用形の用法は，敬称の複語尾と劉じである。

　標準語の「ください」に相当する語にはクラッシャイがある（附丈例20）。
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　ナサルは，使われない。

　（7＞敬体の複語尾

　敬体の複：語尾；こは，マス・ゴザソスがあり，指定詞にはデスがある。

　これらの語は，活用も活用形の用法も，ほとんど東京語と同様である。たと

えば，打消や意志または推量などを表わすには，複語尾ナイやペー・ペー・ダ

ッペーなどへ続くことがなく，特に，ンやウ・デショウが使われる。

　敬体の複語尾マス・ゴザンスから指定詞へ続くときは，ダへ続くことがなく．

必ずデスへ続く（附：文｛列21）。

　（8＞その他の複語尾

　その他の複語尾のおもなものをあげる。

　打消のナイと欲望のタイ。形容詞式活朋のアーエァ変化をする。接続関係は

標準語と岡じである（附交例10，14）。

　完了のタ。すべての活用語の連用（音便）形から続く。活用は指定詞と岡じ

である。

　過去のタツタ。主として動詞および敬体のマスの連用（音便）形から続く。

終止連体形だけしかなく，終止法としてのみ使われる。回想の表繊のためには

別にタッケがある（附　：交｛列22）。

　4．特微的な助詞の用法

　助詞のうち，格助詞のサは，方向や位置などを表わす（附．交例23，24）。接続

助詞（逆態）のケンは，ケンガ・ケンド・ケッド・ケッドモなどの形でも現わ・

れる（附旧例25）。終助詞のうち，やや注意すべきものに，カイ・サ・ノー・

やなどがある（附講席26～29）。カイは，問い掛けに使われる。サは命令形に

添えられることが多い。ノーは同感を期待する場合に使われる。ヤは推量のペ

ーに添えて，念を押す場合に使われることが多い。

　一目例
　1）キャれちゃった。　（聞かれてしまった）

　2）まだシャねあG　（まだ敷かない）

　3）そんな事シッでねあ。

　4）市の財政とスンなら……
　　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク

　5）もう来るソかいe来ソのかい。
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6）重たあってドッケらんねえ。
　　　　　　　ソ　ド
7）邪魔だから其処ドッケていろ。
　　　　　ス　イ
8）そんな好きダうお前にくれべえ。
　　　　　　ザへ
9）いったい誰がそれ持ってくダ。

le）出てあぽダサシてやつべえσ

箕）いじわるシラレル。習あセラレた。
　　オガ
12）俺にゃシランねあ。　（出来ない）

13）この木は金神だからキラレねえ。
　　フトリ
14）太くってなかなかキレなあった。
　　　ニコ　　イ　キ

15）此処へ来セーよ。

16）こっちオあがんナサンシ。

17）よく煮ナよ。
　　オヤムリコ
18）親守子サシッたですかい。

！9）じっとシテサッシャル。

20）案じねえでクラッシェァ。
　　アマ
21）雨がちで困りマスデスねえ。

22）　「家へも来たかしら」　「来タッタでしょうよ」

23）東京サ行ぐ。
　　ヤツチ　
24）熱い湯サへある。

　　　　　　　　　オ
25）役員は屠るヶソ俺がやった。
　　サ　ロ
26）何処へ行ぐだあかい。
　　ヘヤ　
27）早く見ろサ。

28）今Elは涼しゅうったノー。
　　サブへ
29）寒うっぺえヤ。



神奈川県愛弟郡燦み容村（新潜茄村）

　　　　　H　野　1資　純



f

王　　面看驚　　41kmユ　（昭29）

五　人口　2，232人，414世：帯，1世帯5．4人（昭29）

皿　入口動態　総転入数167人（総人口に対して7．5％），配転繊数127人（5・7％），

　神奈川県外からの転入46人（2．1％），県外への転出25入（1．1％）一（昭29）

rv　就業人口　農・林業1，619人（総就業人口に対して77．4％），水産業0入，鉱業

　0人，工業11人（0．5％），商業1’20人（5．7％），公務・自由業2GO人（9・6％），その

　他142人（8・8％），計2，　e92人（IOG％）一（昭29）

v　おもな産業（おもな生産物資）　農業・製炭業（米・菱・炭）

Xif高校進学春数（進学率）14人（中学卒業巻数に対して22。0％）一（昭28）

VII　ラジオ聴取率　1．6世帯にエ台（昭28）

四　新聞購読率　不明

皿　電話加入率　51．8世帯に1本（昭29）

X　上水道　ない

皿　まとまった買物をするところ　愛甲郡厚木町

　　大けが・重病のとき入院するところ　愛甲郡厚木町

xu　被調査看（敬称略）　　　　　（年齢）（｛据）　（職業）　　　（学校）

　山口口次　　煤ケ谷村1987　男　54不変　小学校教員　7～9年

　肉田勇治　　煤ケ谷村1560　　男　60　’不変　雑貨商　　　Qn・6年
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はじめに

　1．　神奈川県方誉のあらまし

　神奈川県下の方言は全体としてかなりよく類似しているが，しいて分けると

すれぽ，西北部の丹沢山塊を中心にして南北に大きく区：画される。そのうち南

部はなお足柄地方，愛甲郡中部以南および中郡地方，相模川以東横浜曇声塚区

西部までの地方，戸塚・保土ケ谷以東の地方，三浦半島地方などに分かれるが、

北部方言はこれらに対立するもので，愛甲郡の中部以北と津久井郡地方とを含

むものである。これら南北両方番の柵違は，たとえぽ次のような点にあらわれ

ている。

　　　私　　　沢山　　　ばかり

∫南オラーシ・カリバ・カリ
1北　ウラ・一一　デコ…一　　ベー

bX，きがえる

オーヒキ

下さい

ケーP

クソロ

　　来い

キナヨ，コーヨ

キサツセーヨ

　蝸牛

カーtサソメ

メPtメーーコージ・

∫南

　1北　ゴトーベー（「国語学9」の拙稿参照）

　なお，「蝸牛」旧弊の分布を見ると，愛甲北部と津久井地方にメーメーコージ

系，足柄地方にカーサソメ系，愛甲南部および中郡地方にデンデンムシおよび

カー・ズソメ系，三浦半島にデンベラコ系があって，大体以上の区画をそのまま

反映し．ているG

　なお，本県北部に隣接する由梨県の方言と本県の北部方轡とは，その県境を一

そのまま方喬境界線としてかなり明瞭に分かれている。たとえぽ，山梨にある，

推量の助郵詞ズラは本県北部にはない。ただし，山梨の都留地方と本県北部ど

は語彙においてやや共通点がある。アニ（何），ウラー（私）など。なお，西部の

足柄上・下郡にはズラがあり，その他の点についてもやや静岡方言と類似して

いる。最後に，全県的に東京語の影響を受け，横浜市中心部，鎌倉・横須賀な、

、ど肇はほぼ完全な東京語が行われている。

2．方雷から見た調査地点の位置と性格
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　　　　　　　　　　　　　　ススガ　ヤ
　調査地点として選んだ愛甲郡煤ケ谷村は地理的にはほぼ県の中央部に位する

が，言語的には南部方言区の北端に位置する。いったいこの南部方言は神奈川

の方言としてはもっとも代表的なものだといってよく，間投助詞のヨーや，代

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　む
名詞のオラー，オレ，依頼の言い方の「ソーシテケーロ」などが，ひろく行わ

れているのであるが，これらの特徴形はすべてこの煤ケ谷村にも存するのであ

る。また，この村だけにあって南部方言の他の地区にはないというような現象

はほとんどないと言える（「ひきがえる」をあらわす「パクラ」だけはこの村独

特であるらしいが）。

　以上の諸点から見て，この村はこの調査の条件によくあてはまっているとい

うことができよう。（この村から定期的に．出かせぎに出るような者もない。）

音 韻

　1．葉　母音

　［aiuree］の五母音があるが，いずれも大体共通語と同様である。二重母音

には次のような対応がある。（［uエ］は便宜［u］で表わす）

　子音＋［ai］：子音＋［e：］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　［aka呈］：［ake：］赤い。［aai］：［ne：］ない。これは形容詞ではほとんど例外がない。

　形容詞以外でもさかんである。〔kai］；［ke＝］員。［kikai］；［kikei］機械。［taigai］

　　：［＝te＝ge：］大概。［kaido：］：［ke：dor］街道。［saisoku］；［sersoku〕催促。［jatai］

　　：〔jate＝〕屋台。［mijamair圭］：［mijame＝ri］宮参り。

　ただし，　語頭の［ai］が［e：］に対応するのはまれである。　［aisatsu］：

［e：satsu］あいさつ。

　子音＋惣i］：子音＋lk］

　これも形容詞では例外がほとんどないようである。しかし，その他の例は少

ない。

　　［SamUi］；［Sami・］寒い。［hUrUil：［hUri・］吉い。［∫iNrUi］：［∫iM圭・］親類。

　　語頭の［ui］が［ir］に対応するのは非常にまれである。［uiui∫i圭］：［圭二iユ∫ii］

　　　（初い初いしい）

　子音＋［oi］：子音＋［e：］
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　　　　［kuroi］：［kure＝］黒い。［hutoi］：［hute＝］太い。（上記2項と同じ条件）［o∫ir◎i］

　　　：［o∫irex］おしろい。　£ototoi］：［otote＝］一昨日。［odorolta］：［odorerta］おど

　　　ろいた。

　　　籍頭の［oi］が［e：コ．に対応することは全くない。

　　子音十［ie］　 ：　子音十［e：］

　　　　［O∫ieru〕：［OSe．：rU］教える。［mierU］：〔merru］見える。［kierU］：［ke＝rU〕消

　　　S4る。（高座郡高峰村などでは［ie］（家〉を［e＝］ということがある。）

　　子音＋［ae］：子音＋［elj

　　　　［kaeru］：L’ke＝ru］帰る。［osaeru］：［ose＝ru］おさえ，る。　［omae］：［ome：］お前。

　　　（語頭の［ae］は［er］にならないQ）

　　1．2　羅母音

　　「梅」「馬」「生れる」・などの語頭に鼻母音［m］が現われる。［mme］［mmaコ

［mmareru］。なお，接続詞の「で」が話頭で［nde］と発音されたのを観察し

たことがある。　　　　　．　　　　　　　　　　　，

2
　
　
　節音（

璽
－

　
　
　
　
の
　

　
　
　
　
　
に
ユ

：
五
・
－
，
－
．
ー
ワ
0
～

k
騒
9
～
d
t　　
　
　
　

．
m
歴
崩
m

発
侮
㎞
解
堺
田
伽
ね
d
・
印
判
砿
㎜
聡
p
・

［

。
n
．
轡
　
と

　
　
　
音

　
　
　
行
］

u

ku

gu

Ou

S鷲

dzu

tsu

㎜
恥
㎞
㎜
撒
興

　　e

　ke

　ge

　ge

　se

　dze

　亡e

　de

　ne

　he

　be

　me

　re

　pe

［毛soコ

の
㎞
即
9
・
s
・
伽
b
・
面
n
・
㎞
b
・
㎜
r
・
p
・

3a　ju　jo
1〈ja　kju　kjo

gja　gju　ggo

9］a　gjU　拐O

Sa　fu　So
dsa　dsu　d30

tfa　tiu　tJo

Jユa

ga

bja

mja

rja

pja

語中語

wa

tsa

we

tso

　　［ηa］法音　　［tsa］　　　［N］は　　　　　　　　　　　　寄子音の音窺liは

ほぼ共通語と同様である。共通語の〔hi］を［∫i］という傾向は南部にはあるが，

この村にはあまりないようである。いわゆる促音は東：京の下町などと同様，

，1）U　，1］0

9U　90
bju　　bユO

mju　mjo

rju　rJo

pju　pjo　lr

尾にのみ現われる。
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［k，s，　t，　P］の「前によく現われるQ［okkane：］，［kassarau］，［o：kutte］（多

くて），［h呈ppataku］などQ

　また，名詞や形容詞などの第一音節を引く傾向が少しある。［ke：mu∫i］毛虫，

［dza：ru］ざる，［he：biコ蛇，［ma：su］ます，［u：sui］薄い。動詞の「する」

は［∫iru］が普通であるが，「大小便（屍）をする」というときに限って［∫i；ru］

という。

　なお，［we］は［wai］：［we：］，［wae］：［we：］という変化の結果として現

われたものである。［jowai］：［jowe：］弱い，［werra］私たち（［warera＞wa

era＞werra］）

　［joi3＞［we］，［joi］〉［oi］〉［e：］もある。［kajoi］：［kawe：］（通い），［tsu

joi］〉　r．　tsuoi］〉　r．tsuei］　（gfivN）

　［tsarj　rtso3は促音のために現われる。［hittsqbaku］ひきさく，［kattsaNj

（勝つあん（人名〕），〔gottso＝sama］ごちそうさま。

文 法

1　活用語の種類

1．1動詞

その活用形式の種類は次のようである。

　　i）　「書く」によって代表されるもの。

ii　）

iii）

iv）

v＞

vi）

vii）

「買う」

「せ一う（言う）」

「起きる」

「受ける」

〃
〃
〃
〃

「するあるいはしる」〃

「来るj

i）「書く」の活用

（1）カク。カク　コト。

②カゲ。

（3）カコー。

④カキマス。

tl

ii）　「買う」の活用

（1）カウeカウ　コト。

②カエ。

（3）カオー。

④カイマス。
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　（5）カカネー。　　　　　　　　　　　　（5）カワネー。

（6）カイタ。　　　　　　　　　　　　　（6）カッタ。

　（7）カケパ（カキャー）。　　　　　　　（7）カエバ（カヤー）o

　この2類は共通語とほとんど同じ体系を有するが，意志をあらわす「カコ…一・

カオー」にあたるものには，ほかに「カクペー・カウベー（カーベー）」という

醤い方があって，この方を多く使う。「カコーガカクマイガ」というときには「カ

コー」がよくあらわれるようである。また，i）の類でも，9行く・歩く」は，（6）

がそれぞれ「イッ　タ・アルッタ」になり，「飲む・とぐ」などは「ノソダ・5

イ　ダ」などになる。

　iii）「せ一う」の活∫消

　（1．）セーウ。

　（2）セー（セ：一ヨー一）o

　（3）セオー（セーベー）。

　鋤セーマス。

　〔5）セワネー。

　（6）セーツタ。

　（7）セー　　ノミ（セヤー）o

　（2）（3）は括弧内の雷い方のほうを多く使う。「買う」の類との相違は，（1）と（6）の

語順が「セー」と長音になる点である。（4）は他の動詞，たとえぽ「つける」に続

くときは「セッツケル」と短音化することもある。また，「いやだと言うから」は

「イヤダッセーカラ」のようになって，「ト」が落ちることが多い。ただしrト」

が他の動詞に続くときにこうなることはない。　（まれには「イヤダイヤダオモ

ッテイタ」のように雷うこともある。）

　iv）ヂ起きる」の活用

　（1）オキル。ナキルコト。

　（2）オキP。

　（3）オキヨー（オキベー）。

　㈹オキーtス。

　（5）オキネー。

　（6｝オキタ。

　ω｛葬姿二1：

　　　　　　（」毒一キ　リャー）



se

V）　「受ける」の活用

　（！）ウケル。ウケルコト。

　②ウケロ。

　（3）ウケヨー（ウケベー）。

　〈4）ウケマス。

　（5）ウケネ・・一。

　⑥ウケタ。

ω｛影二二ll

　　　　　（ウケリヤー）

神　奈　州　県

　iv）V）の類を通じて（3）は括弧内のほうを，（7）は「オキレバ」（オキ／」ヤ

ー）「ウケレバ」（ウケリャー）のほうを多く使うQ

　vi）「する・しる」の活用

　（1）ス．ル。スルコト。　　　　　　　（1｝tシル。

　（2）シpa。　　　　　　　　　　　　　（2）’シロ。

　（3）ショー（シベー一）。　　　　　　（3）tショー（シベー）。

　（4）シマス。　　　　　　　　　　　（4）ノシマス。

　（5）シネー一。　　　　　　　　　　　　（5）’シネー。

　（6）シタ。　　　　　　　　　　　　　（6）ノシタ。

（7）　Zレバ（スジヤー） @唄銘二1（…一）
　（1）一（7）の体系よりも（1）’一（7）ノの方を多く使うようである◎「勉強する」など

よりも「勉強しる」が多い。

　vii）「来る」の活用

　（1）クル。クル＝b。

　（2）コー。

　（3）コヨー一（コベー）。

　㈲キマス。

　（5＞コネー。

　（6）キタ。

　（7＞クレバ（クジャー）o

　南部の申郡地方では（7／が「課一バ」1こなるQ

　その他。

　「書く・買う」の類の第4形の語斡「カキ」「カイ」などに助詞「ワ」がつ

いて「カキワシナイ」「カイワシナイ」などに．なるときは，「カキャーシナイ」
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「カヤーシナイ」と変化することが多い。

　「歩け」にあたる「ヤーベ」という動詞があるが，これはこの命令の形しか

もっていないQただし「オヤーパセモーシマシタ（御足労をおかけしました）」

というときはrヤーバ」という形が現われるが，これは一種の化石化した形で

ある。県内にはこの外「エーベ・アベ四一」などの形がある。

　「知る」はいわゆる四段活用であるが，その否定形は「シラネー」よりも「シ

ッテネー」が多い。他の動詞にはこういうことはない。

　1・2形容詞

　その活用形式は共通語と同様であって，「白い」「涼しい」などで代表される。

　i）　「白い」の活用　　　　　　　ii）　「涼しい」の活用

　（1）シロイ（シレー）　　　　　　　　　　（1＞スズシイ

　②シロカッタ　　　　　　　　　　　　（2）スズシカッタ

　　シロカソベー　　　　　　　　　　　　スズシカソベー

　（3）シロク　　　　　　　　　　　　　　（3｝スズシク

　（4）シロケレバ　　　　　　　　　　　　〈4）Jiズシケレパ

　　（シロケリャー，シロキャー）　　　　　　（スズシケリャー・スズシキャー）

　i）ii）を通じて「シPt　一ゴザイマス・スズシューゴザイマス」のような言

い方はほとんどない。だいたいrシロイデス・スズシイデス」ですます。

　南部では（4）に「シロイ（シレー）ケリャー・スズシイケリャー一3のような形

が現われることがある。

　1．3　形容動詞

　「シズカダ・ヒョッコダ（いびつだ）」など，いずれも共通語と同様な活用

体系を有する。

　（1）シズカダ　　　　　　　　　　　（1）ヒョッコダ

　（2）シズカダッタ　　　　　　　　②ヒaッコダッタ

　　シズカダソベー　　　　　　　　　ヒョツコダンベー

　（3）シズカニ　　　　　　　　　　　（3）ヒョッコニ

　（4）シズカナ　　　　　　　　　　　（4）ヒョッコナ

　（5）シズカナラ　　　　　　　　　　（5）ヒョッコナラ

　（6）シズカデ　　　　　　　　　　　（6）ヒaソコデ

　ただ足柄地方には（5｝に「シズカダラ・ヒ・ッコダラ」という形がある。

　1．4　助勤詞
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使役・可能・意志・推量・指定・敬譲などの助動詞にやや特色がある。

　i）使役

　「セル」　「書く・買う」の類の第5形の語幹について「カカセル・カワ’

セル」などになる。「せ一う」にはあまり続かない。その場合には「イワセル」

が多い。活用は次のようである。

　．Cl）（カカ）セル

　　　　　　む　む
　（2）（カカ）セロ
　　　　　　　
　（3）（カカ）セベー
　　　　　　む
　儀）（カカ）セマス
　　　　　　む
　’　〈5）（カカ）セネr・一一

　　　　　　む
　（6）（カカ）セタ
　　　　　　む
　（7）（カカ）セレノミ
　　　　　　　　くう
　　｛（カカ）セ　リャー｝

　　　　　　o

　「サセル」　「起きる・受ける・来る」の語幹につくこともあるが，その場

合ふつうは「取らせる」などへの類推によって「オキラセル・ウケラセル・

コラセル」のようになる。「する」の語幹にはふつうつかない。

　（！）（コ）ラセノレ

　　　　　む　　　む
　（2）（コ）ラセロ
　　　　　む　　
　（3）（コ）ラセベー
　　　　　む　　
　但）（コ）ラセ・マス
　　　　　　　む
　（5）（コ）ラセネ…一
　　　　　む　くコ
　（6）（コ）ラセタ
　　　　　む　む
　（7＞（コ）ラセレバ
　　　　　む　　　くき
　　｛（コ）ラセリャー｝

　ii）可能

　「レル」　「起きる・受ける」の語幹「オキ・ウケ」に，「する・来る1の語

幹「シ・コ」について，「オキレル・ウケ　レル・シ　レル・コ　レル」などにな

る。また，「書く・買う」の類の第7形にもついて，「カケレル・カエレル」な

どになることもある。活用は次のようである。

　ω（オキ）レル
　　　　　　む　くう
　　（2）（オキ）レベー

　　　　　　　
　（3｝（オキ）レネー

　　　　　　o
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　色Xオキ）レタ
　　　　　む　（5）（オキ）レレノミ

　　　　　む　　
　　｛（オキ）レリヤー｝

　「ラレル」　ギ趨きる・受ける・来る」の語幹について「オキラレル・ウ

ケラレル・コラレル」などになることもまれにはあるが，ふつうは上にあげた

ように「レル」がっく。ごくまれには「飲む」などゐ第7形について「ノメラ

レル→ノメラエル」などになることもあるが。　（バスの停留場へあわてて走って来

た乗客が，案外時間の余裕があったのに気づいて，「ナーソダ，コレナラオ茶ガノメラェ

タ」と欝つたのをrLliいたことがある。）

　iii）意志

　「ベー」　「書く・買う」などの第1形に，「せ一う」の第2形に，r起きる・

受ける・しる・来る」の語幹について「カクベー・カウ（カー）ベー・セーベ

ー・ Iキベー・ウケベー・シベー・コベー」などになる。　「ベー」には語

形変イヒカミなし、o

　iv）推量

　「ベー」がiii）と同様な接続の仕方によって推量を表わす。このほか「ダン

ベー」が名調・代名詞・動詞の第1形および形容動詞の語幹について推墨を表

わす。（犬ダンベー・アイツダンベー・来ルダンベー・シズカダンベー）こ

のほかいわゆる形式名詞「ノ」にもつづいて「アイツノダンベー」のように

もなる。「来ルダンベー」と「来ルソダンベー一」（「ン」は「ノ」の変化形）

との二三は共通語の「来ルダロウ」と「来ルンダロウ」との橿違と大体等し

いようであって，後者の方がやや確実な推量をあらわすものと思われる。な

お，形容詞ではその語幹に「カンベー」がついて推量を表わす場合と，第一形

に直接「ベー」がっく場合とがあるが，晶晶は近年発生したものと思われ，主

として青年層・少年層に使われている。　（オモカンベー：オモイベー，ヨカソ

ベー；イイベー）

　v）指定

　「ダ・デス」が体言に続く。また，動詞の第1形に直接続いて「書クダ・起キ

ルダ・書クデス・起キルデス」などになる。ただし，「デス」はかなり改ま
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つた場合に限られ，はじめて逢う外来の人に対しても「ダ」を使うことが多

いQそれぞれの活用は次の通り◎

　（1）（カク）ダ　　　　　　　　　　　（1）（カク）デス

　（2）（カク）ダロウ　　　　　　　　（2）（カク）デショウ

　（3）（カク）ダッタ　　　　　　　　（3）（カク）デシタ

　（4）（カク）デネー

　　｛（カク）ジヤネー一｝

　「デス」の（3）はたとえば「ソソナラ，ハヤク，カクデシタネー」のように用

いられる。

　vi）敬譲

　「レル」「書く・買う・せ一う」の類の第5形の語幹について「カカレル・

カワ　レル・セワ　レル」になる。

　「ラレル」　「起きる・受ける・する・来る」の類の語幹「オキ，ウヶ，

シ，コ」に続いて「オキラレル・ウケラレル・シラレル・コラレル」な

どになる。　「オカキニナル・オオキニナル」のような言い方はほとんどないQ

助動詞を使う，いわゆる敬語表現としては，ほとんどこの「レル・ラレル」一

点張りで，外来者などに対してもすべてこれを胴いる。なお，可能の揚合と敬

譲の場合との関係は次のようであるQ

　　／可能（カケル）オキレル　ウケレ・レ　コレル
　　1敬譲　カカレ’ル　オキラレル　ウケラレル　コラレル

　「オキラレル・ウケラレル・コラレル」などを可能表現として使うことは

ほとんどないようである。「オキラレルといえ．ぽ，それは敬語になってしまう」

とはっきり容えた先生がいた。なお，軽い敬意をあらわす「ヤル」という助動

詞があって，あらゆる動詞の第4形あるいは語幹につき，「カキヤル・カイヤ

ル・セーヤル・（セヤル）・オキヤル：ウケヤル・シヤル・キヤル」など

になるG「ヤル・ヤッタ・ヤッテ」と変化するが，rカキヤル・カイヤル」

などは［kakjaru］［kajaru］などに発音されることもある。

　2．特徴的な助詞の用法

　2．1格助詞

　fガ・＝」に特殊な絹法と認められるものがある。「ガ」は，たとえぽ，乾物
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屋にけずりぶしを買いに行って「ケズリブシアル？」と聞く，それが店になか

った場合，東京なら「ケズリブシワナカッタンデスガネー」というであろうが，
　　　　　　　　　　　　　　　　　
当地では「ケズリブシガナカッタソダケドネー一　」ということが多いQ
　　　　　　　　　　O
　「二」は「ココワウンドウスルニイイ」　「オメー，カクニ，コノペンデカク
　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ジャネーヨ」（運動するのに都合がよい。お前は〔それを〕書くのにこのペンで

書くのではないよ）のように使われる（動詞第1形に接続）。

　二藩を比較する場合「ヨカ」を使う。　「コレヨカァノホーガイィ」（柵）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　o
　2．2　　接績i風雪司

　逆態条件を蓑わす場合「ケソド」を使う。「コノカキャーアカイケソドシブカ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　o　o
ソベ司また「ついで」をあらわす場合（共通語の「…がけに」）「ナガラ」を使う◎

「オレガイキナガラ（あるいはイキナガラニ）イッテキテヤソベー一」（tl！　2）
　　　　　　O　O　O　　　　　　　　　　　　　　O　O　O
　2．3　琶U群書司

　共通語の等分割当を表わす「ずつ」に対して「ッ」がある。　「メーンチ（毎

H）アメオゴエソツ（五円ずつ）カッテイク」（「数詞」に接続）。
　　　　　　　　o
　共通語の限定を表わす「ぽかり」に対して「バッケー・バンベー」がある。

「サケバッケー（バソベー）ノム」「バッカリ」も使う。なお，「酒など飲むな」
　　　む　　　　　　　　　　　　む　む　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

の「など」に対して「ナソカ」がある。α雪三3）（「サケナソカノムナ」）

　2．4　終助詞

　感動あるいは詠歎を表わす場合「ヨ」を使う。「オー一，ソーヨ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
これは男が使うもので，女はかえって「ダヨ」を使うQ　「ヨ」は，

も使われる。「ドコエイカレソノヨ」　疑問の場合は男女ともに使う。
　　　　　　　　　　　　　　　○
か「ワ」を男が詠歎の意に使う。　rユーコトキカネ・・一ダワ」　「ヤーj
　　　　　O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O

ある。　「デッケーーイヌガイラーヤー」（注4）

　　　　　　　　　　　　　　o　o
　疑問および「さそいかけ」を表わす場合「ヤ」を使うG　「コレ，

ケヤ」（疑問）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「ナンカ，フタイロ（二種類）モラットクベーヤ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　やさしさをこめた命令に「ナ」を使う。

ナ」（ぶちまけなさい）
む

しさが加わる。　「コッチーキナナ」（動詞・助動詞の命令形接続）
　　　　　　　　　　　　　o　O

ソー一　■j

　　o
また疑聞に

　　このほ

　も同趣で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イクラダツ

「ハヤク，ヤレヤ」（さそいかけ）。詠歎に使われることもある。

　　　　　　　　「アッチ・・一イッテ（水を）オンマケ

「ナ」を：二つ重ねることもある。それだけやさしさ・親
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　強い意志を表わす場合「トッテ」を使う。　「オメーモイクノカ」「イクトッ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　o
テ」（注5）

　2．5　問投助詞

　交節の終り，文の終りなどにひんぱんに「ヨー」あるいは「ナー」が現われ

る。　「ソソデヨー，ナレコマッチャッテヨー……」　（それでね，私困ってしま
　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ってね）「ダカラオレガナー，イッタジャネーカヨー」　　なお，主文節と述文
　　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くう　　

節がr倒置」される場合に，ことにこの「ヨー」がそれぞれの女節の宋尾によ

く現われるように思われる。　「ダカライケネーダヨー，オメーワヨー」　なお，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　　　
勤詞の「せ一う」の項でも述べたように，引用を示す「ト」はしばしぼ現われ

ないことがある。　「イヤダイヤダオモッテイタ」

　　（注1）体言および動詞第1形に接続する。（カリルヨカシカタガネー）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　
　　（注2）「ケンド」は動詞・形容詞・形容動詞・助動詞の第1形に接続。　「ナガラ」

　　は動詞「書く’買う」の類の第4形の語幹「カキ。カイ」など，　「来る」のギキ」

　　　などに目零。

　　（注3）「バッケー（バンペー）」は体雷，動詞・助動詞の第1形に接続。「ナンカ」は

　　体雷だけにつく。

　　（注4）　「ヤー一　」は，また次のようにも理われる。「アチーナーーヤ・・（暑いなあ）」「由

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Q　O
　　田ヤー〔よびかけ〕」
　　　　　　　
　　（注5）動詞・助動詞のeg　1形に鍍続。助動｝では「セル・サセル・レル・ラレル」

　　などにはっくが，獄一・ダ・デス」などにはっかない。



　　　　　　　ヒ　コ　　アオ
石川県　金沢市彦三一番丁

　　　岩　井　隆　盛i
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IX

x
X】まとまった買物をするところ　金沢市

　　大けが・重病のとき入院するところ　金沢市

xu　被調査者（敬称略）’　　　　　　　　　（無齢）

No・1織目しげ　金沢市彦三一番丁77　女　80

No．2野坂小一　金沢布彦三一番丁88　女　62

No．　3岩井　忠　金沢市彦三一番丁16　女　57

No・4殿田良作　金沢宿彦三一番丁34　男　57

1　　面奪1｛　　120．72km2　（日算27）

五　人口　259，　319人，58，775世帯，1世帯4・4人（紹27）

瓢　人口動態　総転入数16，772入　（総人口に対して6・5％），総転出数18，169人

　（7．4％），石川県外からの転入9，149人（3．5％），回外への転出11，831入（4．6％）一

　（昭27）

IV　就業人m　農・林業14，706人（総就業人口に対して：L5．・1％），水産業491人

　（0．　6％），鉱業137人（0．1％），工業30，742人（31．6％），商業20，882人（20．0％），

　公務・i理由業30，191人（31・1％），その他77人（0・1％），計97，225入（100％）一

　（昭27）

　　おもな産業（おもな生産物資）紡績・陶器（織物。食器・箔）

　　高校進学巻数（進学率）2，523入（中学卒業者数に対して58．8％）一（昭27）

　　ラジオ聴取率1．4世帯に1台（昭27）

　　新聞馬身読率　　　1世穿著に二．】4．7部　 （日召27）

　　電話加入率　5．6批帯に1本（昭27）

　　上水道　ある

（住居）　（職鑑）

不変　無職

不変　無職

不変　煙草屋

不変　油屋
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はじめに

　1．石川県方誉のあらまし

　1．1　カ巨匠・倉萱登

　石川県の方言は次のように区画することができる。加賀と能登は大海川で分

け得る。加賀では，南加賀が江沼と能美・小松・石州とに分れ，北加賀は，河

北の英田あたりから能登風にな：る。別に手取上流が加賀平地に対立する。能登

では，純能登が羽咋の柏崎あたりから，また純口能登は志加浦・加茂・田鶴浜・

七尾あたりまで，純奥能登は諸岡・門前・穴水あたりからである。鷹至は珠洲

と対立する。

　また，加賀・能登の三分も可能である。石州郡以南（南石川）・福浦・上熊野

土田・金が崎・能登島以北の能登（北石川），この中間の北加賀・口能登（中石

川）である。字白峰と海士町は別である。

　L2　越前・越中・佐渡・飛騨などとの関連

　過去の交通を想像し，三つの線を考える。第一が内浦，第二が曲浦，第三が

福浦・窟来・熊木・西島の線である。

　石川県の方言のうち，特に南加賀は越前に，口能登は越中に，奥能登は佐渡

に似たものがある。字白峰には飛騨の白川村に通ずるものがある。珠湘・時野・

押水・白峰・五力・白川が内浦系で佐渡にまで関達するかも知れない。外浦系

の好例は海士町で，筑前の鐘1奇に一致する点が多い。

　石川県の方言も部分的にはどことでも似ているが，全体的には近畿に近いよ

うである。裏日本では由陰的なものもあるが，奥羽的なものが目立っ。

　2．方言から見た調査地点の位置と性格

　金沢市は，天正11年（1583）前田利家が金沢城をつくり，14代300年閥，加

越能三州を支配したが，当時尾張・越前から来たものが多いという。寛政年中

（1780頃）約一万五千戸・五万六千人，ほかに諸士陪匝あわせて約二千戸あっ

たという。明治4年123，363人，昭和29年271，221人である。

　金沢旧市の欝語を知るため，その地点として彦1三。nd番丁を選んだ。ここは
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かつて武家屋敷が並んでいたというが，今日は普通の住宅地である。言語は周

辺より多少ていねいなようであるが，ここ特有なものがあるわけではない。

　主として，被調査看No．1，　No．3に音韻を，　No．2，　No．4に：文法をきい

た。予傭や補正にかなり多くの人を調査したが，部分的である。

　調査では誘導的に謡させ，無理な時は予想したものを告げ判別させた。

音 韻

　調音的な音声を単音声と音声節，意味的な音韻を単音韻と音韻節とする。単

音声と単音韻を単音，音声節と音韻節を音節にまとめることがある。

　音韻の体系を知るには，音声と意味が問題であろうが，音声を観察し，他の

言語と比べることに困難がある。したがって，以下の記述は補正すべき点が多

多あるであろうが，大体の様子は分ると思う。

　董．　音韻

1．1・音韻節表

金沢方覆の音韻を一応次のように考える。

u
㎞
即
㎞
胆
加
㎝
㎝
斑

㎜
㎜

。
㎞
即
㎞
⑳
z
・
c
・
s
・
m
㏄
ω
n
・
㎜

a
㎞
即
ぬ
胆
鰍
㎝
s
a
m
ぬ
臓
㎜
照

e
短
毅
蛇
㏄
㊧
㏄
s
e
r
e
d
・
も
・
n
・
㎜

－
撤
．
9
1
駈
垣
．
刎
．
α
．
鋭
．
n

ni

mi

ju

hju

gju

kju

鶏ju

zju

cju

sju

rju

　
0
0
0
0
0
0
0
0

■30

ｸ
。
9
3
幻
．
切
。
勾
．
q
．
司
．
η

a
ね
ね
ね
麺
ね
．
鋒
．
揖
ね

　
　
　
　
導
Z
C
S
f

．
J
h
g
k

nJu　njo　nJa

mju　mJo　mJa

wa

gwa

kwa

ljwa
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　　bu　bo　ba　be　bi　bju　bjo　bja

　　pu　po　pa　pe　pl　pJu　pjo　pJa
　　　　N

　　　　T

　　音韻節　計　116

　　単音韻計　　21

　この音韻節116は被調査者No．2，　No．4の数で，　No．1，　No．3の数はiと

hiの2っを除いた114である。　No．4は教養のある人ではあるが，両唇音，こ

とにmeとmiの区別はかなり怪しい。

　しかし，この4名を主にして見た金沢方言の音韻は，越中や能登・加賀の助

村や漁村のそれに比べ，「混晶は少ないといえる。「混剛はあっても，それ．

は音韻的なものではなくて単語的なものである。

　音韻節としては，④ワ行拗音のあること，（ロ）力行鼻濁音が語頭以外にあるこ．

と，㊨ヅとズ・ヂとジの区：別のないことを指摘できる。また，音声的には，（d＞

少なくとも1音節語に．長音化の見られること，（ロ）少なくともウオアエイに声

門破音の伴うこと，㊨意味に関係しない撹音・促音のあること，（＝）ウオイや

ηrdtHの調音に問題のあることが注冒される。

　イ→エの傾向はかなりある。これに比べ，ウ→オの傾向は少ない。ウとイの

「混同」はどちらになるともいえない。ズとジ，ツとチ，スとチそれぞれの区：

別はある。しかし，ジ・チ・シは口蓋化が少なく，ズィ・ツa・スィとでも示・

し得る音声である。これに対して，ズ・ツ・スの母音は中舌化のため，ジ・チ

・シと「混同」されるおそれが生ずるであろう。

　ゼ・セは語頭がズエ・スエ風　語中がジェ・シェ風で，南加賀・奥能登と多

少ちがう。

　上の袋について，これらの事実をさらに一つ一つながめることにする。

　1．2　／ウオアxイ・ユヨヤ・ワ／

　単独または語頭のときを主に，その性質を観察する。

　ウ（鵜）は爽京のウより前寄りである。オ（緒）は後寄りである。オ（緒〉

は［e］，オ（顔）は［つ］に近い。ウとオについて，ウは後，オは前であるに：
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しても，差はわずかである。しかし区別はある。

　ア（赤）は［a］，ア（秋）は［a］であろうが，一つの／a／である。

　エ（絵）は東京のエより前寄りである。イ（胃）は口蓋化が少なく，イ（貝）

とあまり差がない。被調査者No，1，　No．3のエ・イは，あいまいで／エ／（絵・

胃〉と考え得る。

　／ウオアエイ／または／ウオアエ／が単独のとき，はっきりした声門破音を伴

うが，意味に関係はない。

　傾向として，ウ→オが被調査看No．1，　No．3，に，イ→エがNo．2，　No．4

にも見られる。ウ・イについては分らない。アがオ・エと混同することはない。

　ユ（湯）ヨ（夜）ヤ（矢）ワ（輪）に問題はない。イエ（家）ウエ（上）ウヲ

（魚）などは早口の場合であるQバッラ（／ワッラ篇自称）バカバソ（／ワカサン）

の［V］は河北の宇ノ気。七塚，越中の高岡・氷見で，金漁こはない。

，　1．3　fhgkoz¢srdtnmbp／

　フ（麩）ホ（帆）ハ（歯）へ（塀）ヒ（火）ヒュ（ヒ＝→　ヒョ（1表）ヒャ

（百）の頭音はF（フ）h（ホハへ）g（ヒtVヒャ）であろうが，石川郡の尾口

のファ（チャファン瓢脚絆）のようなものはない。被調査者No．1，　No．3特に

Noほは／へ／（へ・ヒ）と考える。

　グ（ぐず）ゴ（碁）ガ（蛾）ゲ（下駄）ギ（義理）ギュ（牛肉）ギョ（業）

ギャ　（逆）グワ（画）の頭音は［g］で，普通は語頭である。グワ（画）／ガ

〈蛾）はこの4名に残存し，別の音韻である。大正以後に生まれた人は多く使わ

ない。

　ク（九）コ（子）カ（蚊）ケ（毛）キ（木）キュ（急）キョ（今日）キャ（客）

クワ（会）の頭音は［k］であるが，　クワ（火事）／カ（家事）のあることは前

と同様である。　クワ（鍬）→クワ，ラクヤ（楽だ，容易だ）→ラックワ，イッ

キャロ　（行くだろう）→イックワロがある。能登島の向田などのスッカロ（為

るだろう）トッカPt（販るだろう）は，これに類する現象の，さらにi整ったも

のと考えられる。

　プ（夜具）ゴ（籠）ガ（怪我）ゲ（影）ギ（鷺）キュ（馬牛）ギ。（農業）

ギャ．（大逆）グワ（絵画）の頭音は［弓］で，普通は語頭に立たない。年齢に
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関係なく［g一］／［一・ll］がある。この［p］は欝茎から軟口蓋にかけての鼻音で，

高知県幡多郡の高校生は金沢のガ行をナ行と誤ったQプワ／ががある。

　ズ（図）ゾ（象）ザ（座）ゼ（銭）ジ（字）ジ＝（巡査）ジョ（上手）ジャ

（蛇）の頭音は，ズ～ゼが［dz］，ジ～ジャが［d3］であるが，　dz→z，　d3→3の

こともある。南加賀・奥能登のジェ（銭・風）は語頭でズ＝，語中でジェが，

この金沢にもある。被調査者No．1，　No．3がよい例である。七尾の石崎のよう

な／ズ／（ズ・ジ）はないが，被調査者No．1，　No．3にズa（字）風があり，ズ・

ジ混同のおそれはある。ズとヅ，ジとヂの区別はない。

　ツ（土）ツォ（ハッツォ篇三二）ツァ（オトッツァン＝＝父）ツェ（イッツェ

ン諜一膳）チ（血）チュ（中元）チョ（蝶）チャ（茶）の頭音はツtVツェが

［ts］，チ～チャが［t∫］である。　石崎のようなツ・チの混同はないが，被調査

者Noほにツィ（血），　No・4にツィキ（月）の傾向があった。

　ス（酢）ソ（三二）サ（差）セ（背）シ（四）シュ（朱）ショ（醤油）シャ

（写真）の頭音は，スtVセが［s］，シtVシャが［∫］である。セ（先生・汗）は

語頭がスエ，語中がシェのことが多い。南加賀・奥能登のシェと程度がちがう。

石崎のようなス・シの混同はないが，被調査煮No．1にスa（四），　No．4から

もスィタ（舌）を得た。

　ル（るす）ロ（炉）ラ（羅紗）レ（蓮根）リ（りんご）リュ（竜宮）り・（料

理）リャ（略）の頭音／r／は［r］・［d］の性質を併有する。音声的には歯茎音

で，舌さきが前方へ弾かれ，同時に舌さきの裏が歯の裏に接することが多い。

能登の内浦や越中のアル（蟻）のような発音はない。

　ド（胴）デ（電車）ダ（団子）の頭音／d／，ト（戸）テ（手）タ（田）の頭

音／t／は，音声的に．は，舌と，歯茎および歯との閉鎖音でロ・ラ・レに似てい

る。ドゥ・デaとトv・テaはない。この類音は珠洲で聞かれる。

　ヌ　（廊）ノ　（野）ナ（菜）ネ（根）二（荷）ニュ（ニュース）ニョ（糖尿病）

ニャ（ニャー＝ヤ瓢若い女）の頭音／n／は，音声的に汚と，歯茎および歯と

の閉鎖鼻音であることは／rdt／と似ている。ネ（荷）ネヨ（尿）の傾向が

ある。

　ム（昔）モ（藻）マ（魔）メ（臼）ミ（実）ミョ（妙）ミャ（オンミャ篇お
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宮）の語頭音は／m／である。メソ（みそ）メ・一（妙）の傾向は前に同じ。

単語は見当らないが，ミュもあるはずで，発音が困難ではない。

　ブ（無事）ボ（凡夫）バ（番）べ（便所）ビ（ビソ）ビェ（ビュー）ビヨ（病

気）ビャ（三百）の頭音は／b／である。ソロワン（算盤）は越中で，こんな

［v］はこの4名にはない。なお，ビのみ特にその声門破音が羅立っ。

　プ（六分）ポ（ポンプ）パ（パン）ぺ（ペン）ピ（ピン）ピュ（ビュー）ピ

・（六二）ピャ（六百）の頭音は／P／である。ピに声門破音の伴うことが多

い。

　1．4　／N・T／

　ここに記すに適当でないことも，便宜上併記する。

　〈d）　バソ（番）／ノミ（場）

　　　カソゴ（君護）／カゴ（籠）

　　　サンド（三度）／サド（佐渡）

　　　サンバ（産婆）／サバ（鯖）

　（ロ）イッカ（幾臼）／イカ（烏賊）　1

　　　イツチ（一致）／イチ（市）

　　　イッシン（一心）／イシン（維新）

　　　ワッラ（男児の自称）／ワラ（藁）

　　　キッテ（切手）／キテ（来手＝来る人）

　　　スツパイ（酷い）／スパイ（スパイ）

このような／N・T／に対して，意味的には，なくてもよいソ・ツが個別的に

ある。すなわち，

　（a）カソギャ・カギャ（鍵が）カソジャ（かじゃ）オソリル（降りる）

　　　タンダ（ただ）　　　　　　ヒソナ（ひな）　　　トンビ（とび）

　　　スソミャ・スミャ（炭が）

　（ロ）オッキル（起きる）　　　オッチル（落ちる）　オッリル（降りる）

　　　ウッスイ（うすい）　　　ゲッF　・一（下等）　　ヨッポド（余程）

　しかし，被調査看NG。！からカーギャ（鍵が）スーミャ（炭が）が聞かれ．

南加賀の長音化と同じもののあることが分ったσ
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　このようなものと違うものに次のようなのがある。

〈d）溌　音

　名詞の一11U類にイン（犬）・キン（絹），一ni類にベン（紅），　一mi類にグソ

（ぐみ）がある。　タン（谷）・ワン（鰐）・オソ（鬼）は抵抗がある。一m圭類の網・

海・紙・炭・蝿・波・蚤・耳，一mu類のハム・ゴムなどのミ・ムはンとならな

い。

　動詞の場u類（例脱ぐ）一nu類（例死ぬ）一mu類（例編む）一bu類

（例　呼ぶ）は全部ンとしてよい。たとえぽ，「舟をコン（漕ぐ）」のようである。

　連声的なマンデ（丸で），．ヒンネ（昼寝）に似たことが，「問う・聞く・打つ・貸

す」以外の　「漕ぐ・おる・死ぬ・編む・飛ぶ」の禁止形に冤られる。　コンナ

（漕ぐな）。

　ンはいかなるときも，先行の母音と切り離すことはない。たとえぽ，［bSri］

（．便利）である。このことは，運・恩・餓・縁・印・椀・棺についても同様であ

る。ともかく／ウオアエイ・ユヨヤ・ワ／に対して／ウオアエイ・ユ葺ヤ・ワ／

がある。この／ウ／を／ウン／と見てもよい。

（P）促　音

　名詞に次の類がある。

　一ki類（例・秋）　一ku類（例・陸）　寸i類（例・瓜）　一ru類（例・夜）

　一z｛類（例・藤）　一zu類（例・数）　一bi類（例・蛇）　一bu類（例・粒）

　一ci類（例・町）一CU類（例・夏）　一・si類（例・石）一SU類（例・臼）

　たとえぽ，一ki類に次のようなのがある。

　雪・茎・月・鋤　沖・軒　秋・脇・柿・滝　駅・劇・席・敵　患・式

「締」については，次のようになる。

　カッキャ（相」が）熟した。

　カキ（柿）の木

　カキ（節）を食べたQ

　ヵッキョイネ（柿を！ですよ）。

　カキ（柿）になった。

　カツキャ（柿だ）。
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　ヵッキャガイネ（柿ですよ）。

　また，一ru類の動詞（乗る・有る・蹴る・着る・生きる・受ける・来る・為る）

のすべてが，たとえば，スット（為ると）風になっても差支ない。

　このような現象が一つの単語の内部でも見られることは前に示したが，溌音

のイン（犬）などと違い，末音よりも中音において濃摩である。たとえば，タ

ッカイ（高い）・アッツィ（厚い）・イッスグ（ゆすぐ）・アッレル（荒れる）・カッ

タイ（固い）・ヤッパリ（やはり）などがある。撹音同様に／ウオアエイ・ユヨヤ

・ワ／対［2ウ2オ2ア2エ2イ・2ユ2ヨ2ヤ・2ワ］風なことが考えられそうである。

　なお，オンリル・オッリル（降りる），ソンデ・ソッデ（それで）のあること

を附記する。

　2．　連声

　2。1単母音の長畜化

　1音節語はすべて長音にしてよい。たとえば，次の語をエー（柄）のように

してよい。鵜・緒・絵・胃・湯・余・矢・輪・歯・蛾・蚊・座・田・名・魔・

場これは感動詞のサー・サ（さあ！）ヤー・ヤ（はい！）などと似た点がある。

　しかし，2音節語ではあまりはっきりしない。2音節語で長音化のあるのは，

主として南加賀・口能登である。南加賀のナーツ（夏）・アーシ（足）は京都

の○○狸の一U類・4類である。m能登のカーマ（鎌）・アーメ（爾）はすべて爽京

の○○型のようである。南舶賀風の2音節語の長音化は旧市南部にあるが，北

部ではわずかに80歳台に残存するだけのようである。前記のように，被調査者

No．1からカーギ（鍵）・スーミ（炭）風なものを聞くことができたからである。

　なお，アーメヤ（雨が）／アソメヤ（飴が）は少なくとも鹿島にある。

　2．2　連母音の長短音化

　長音化には次のようなものがある。

　一U類。動詞にユー（言う）・クー（食う）・スー（吸う）・ヌー（縫う）がある。

　一〇類。ウオ（魚）・オー（追う）・rk　一（会う）・シ・（塩）がある。ヒPt　一一（拾う）

を標準的にしょうとしてヒラウになる。オマウ（思う）は白山山地の鳥越など

にある。カウ（買う）・チガウ（違う）は輪島の海士町にあるG

　－a類。感動詞のアー（ああ1）・サー（さあ1）などわずかである。
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　－e類。動詞にクエル（食える）・コエル（肥える）・カエル（代える）など，名詞

にウエ（上）・ゲー（芸）・メー（姪）・イエ（家）・ヒエ（稗）がある。ケール（蛙）風

は南加賀である。

　一一i類。形容詞にアツイ（暑い）・シロイ（白い）・アカイ（赤い）・ウレシー（嬉

しい）など，また，クイタイ（食いたい）・オイ（甥）・カイ（貝）・シー（椎）があ

る。アケー（赤い）は南加賀，クダー（下さい）は奥能登にある。字白峰にア

ーチ（暑い）・アーキャ（赤い）・ウリシ（嬉しい）風がある。

　短音化は漢語と用書に冤られる。

　漢語には，次の短音化がある。五十音図の各行にある現象といえる。

　タイン（体操）　　　　オシ翼（和薗）　　　　サソセ（賛成）

　スモ（角力）　　　　　ホーミョ（法名）　　　　ウソメ（運命）

　このような現象は動詞の未然形・形容詞の連用形にある。

　ショ（為よう）　　カコ（書こう）　　アP（有ろう）　　トボ（飛ぼう）

　ツヨ（強く）なる　　アコ・アカ（赤く）なる　　シP（白く）なる

　セボ・セノミ⑫斎く）なる

　2．3　設奮

　次に八音の例を並べておこう○

（d）ヤ行

　イメ（夢）マイ（繭）ユキ（雪）ツユ（露）。ユ→イが原貝驕勺ではない。ユキ→イ

キ，ツユ→ツイでもよいが，サイ（白湯）はない○

（n）ハ行

　タロキ（〈タルヒ＝つらら）　　シト（人）　　シトツ（一つ）　　チg一

　ハイ（＜朝拝i冨里帰りなど）　　チャハン（脚繹）

　チョーーワイ・チャワン風は南加賀・奥能登である。海士町にはアイル（あひ

る）・ノワラ（野原）まである。タpmキ・タルキに似た現象のグソド（〈ブド

ー「山ぶどう」）は口能登に見られる。

の　ザ行

　ラソパツ（散髪）・ラシキ（座敷）はないという。　リシン（地震）は江沼に，一

liソリキシャ（入力車）は能登にあるようである。
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⇔　ツァ行

　カヅツォ（鰹）。オトッツァン（お父さん）・イッツェソ（一三の食事）がある。

イッチェソ（一眼）は目能登に，エッチェソ（越前）は字白峰にある。

㈱サ行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　ホーヤ（そうだ）・クタハレ（〈クタ翌レr下さい」）・シマハル（〈シマサルr為

なさる」）・ヒカシ（しかし）。なお，アシェ（汗）の傾向が強い。アへ（汗）は

河北の北・能登の南である。

8　マ行

　サブイ（寒い）・オボタイ（重い）・セバイ（狭い）・アッベル（集める）・クルビ

（くるみ）がある。一見，体系的な現象に見えるが，個別的なものにすぎない。

（〉）その他

　ヨテ（得手）　　モヨギ（萌黄）　　ウノク（動く）　　ジャクP（ざくろ）

　メレタイ（目出たい）　　グルジ（ぐるり）　　ラッチャン（〈ラチアカン「だ

　めだ」）

　ヨノミ（榎の実）・ヨボシゴ（烏甲子児）・フギ（釘）・ムカゼ（百足）は口能登，

フム（汲む）・ブンカン（軍艦）は能登島にある。なお，富来周辺のオンジル（降

りる）はオジル（降りる）→オチル（回帰形）の奥羽風なものに関連があるか

も知れないG

　2．4　その引

く4）想像の形

　文末に聴することであるが，動詞の未然形において，自分の「志向」で決定

できる場合と，そうは行かない，単に「想像」の場合とで文末に違いの生ず

ることがある。前潜なら「必ずイコ（行こう）」・後者なら「多分イコーオ（行こ

う）」風になる。すなわちヂ志向の行こう」の「イコ」と「想像の行こう」のrイ

コ一輪」とがある。自分の意志でどうにもならないものにはこの区励がない。

（ロ）　開合の別

　柴田武茂が「山形県大島方言の音素分析」で示されたと同じような次の対立

が佐渡の金沢・真野・水津あたりに存在する。

　オrギ（扇）／ウーキー（大きい）　　　　　ヨーヤク（漸く）／ドユー（土
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用）　　ホーキ（箒）／フークー俸行）　　オキ・一（お経）／

　キュ　一一（今日）　　　　ドーグ（道具）／ドゥー（胴）　　　　トー（塔）／

　トゥー（十）　　　　　トージ（湯治）／トゥージ（冬至）

また，筑前の鐘騎には次の対立がある。

　カコー（書こう）／ウキュー（受けよう）

　ウトー（打とう）／スチ＝・一一（捨てよう）

このような現象は金沢方雷には見当らない。

Vx）中濁

　加賀山地に接する越前の北谷には，力行に限って，カギ（柿）／カギ（鍵），

コゲ（茸）／コデ（飯などの「こげ」）がある。金沢にはこのようなものもない

ようである。カキ（柿）／カギ（鍵），クワシ（菓子）／クワジ（火事），イト（糸）

ノイド（井戸）である。

　また，ガメ（亀）・ズベル（すべる）などもあるが，どちらかといえぽ次のよ

うなものが多いようである。

　フク（海豚）　　カカシ（案山子）　　ツツ（津々浦々）　　ムツカシー（難

　しい）　　ミシカイ（短い）　　オナシ・一・（同じ）

㊥連濁
　特に調べたわけではないが，次のようなのを聞き得た。

　アシタ（足駄）　　ジテンシャ（自転車）　　シンポ（辛抱）　　タカタ（高

　繊）　　ナカシマ（中島）　　カワシリ（川尻）

　　　　　　　　　　∴二　　　　　　　　　　　　　　　　　　舷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9鳩

　金沢でないものを記したのは何かの資料にでもなればと考えたからである。

文 法

　1．　動詞

　1．1箕段・ラ変

（1）五段の活用

否定　キカンコッチャ（聞かないことだ） キカソデ・キカイデ（聞かなくて）
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　　　キカソトイテ（聞かないでいて）

連用　キキタイ（聞きたい）　キーテカラソ（聞いたくぜに）

終止　キクマッシ（聞きなさい）　キクマッシャン（聞きな：され）

　　　キクゾ（聞くぜ）

連体　キクモソナ（聞くものは）

｛反定　キケヤ（聞けば）

命令　キケマ（聞けよ）　キコ（聞け）

未然　キコ・キコー（必ず聞こう）　キコーオ（多分聞こう）

　キコは志向，キコーオは想像を示す。以下一方を略することがある。

②　五段の連用と仮定

　連用　　　　　　　　　　　　仮定

　咲イタ　　　　　　　　　　　　　サケヤ（咲けば）

　干イタ　　　　　　　　　　　　ホシェヤ・ホセヤ

　立ッタ　　　　　　　　　　　　タテヤ

　死ンダ　　　　　　　　　　　シニヤ・シゲヤ

　読ソダ　　　　　　　　　　　事忌ヤ

　借ッタ　　　　　　　　　　　　カレヤ

　立テッタ　　　　　　　　　　　　タテレ’ヤ

　呼ボツタ　　　　　　　　　　　　ヨボレヤ

　ユータ（需つた）　　　　　　ユエヤ

　コータ（買った）　　　　　　　　カエヤ・コエヤ

　ヒPt　一一タ（拾った）　　　　　　　ヒ揖エヤ・ヒラエヤ

　漕ンダ・漕イダ　　　　　　　　コゲヤ

　呼ンダ　　　　　　　　　　　　ヨベヤ

サ行で次の2音節語はイ音便にならない。

　貸す・足す・増す・消す・押す・のす・燃す・よす

このうちには，「足す」・「増す」→フヤス，「消す」→ケヤス，「燃す」→モヤスと

おきかえるものがあるQ　これらはフヤイタ・ケヤイタ・モヤイタとイ音便にな

る。「のす」・「よす」などあまり使わない。老年はイタ，若年はシタである。
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　なお，オドカス（おどす）・ダマカス（だます）・アソバカス（遊ばせる）・コロ

バカス（転ばせる）などもイタにな：るQ

（3）「ある」

用
三
体
定
然

連
終
連
仮
未
アッゾ（あるぜ）

風だという。

（4）イラサル（いらっしゃる）

：否定　イラサソ・イラサラソ・イラッシャラン（いらっしゃらない）

　　　イラサソデ・イラサラソデ・イラッシャランデ（いらっしゃらなくて）

　　　イラサイデ・イラサライデ・イラッシャライデ（いらっしゃらなくて）

　　　イラサナソダ・イラサラナンダ・イラッシャラナソダ（いらっしゃらな

　　　かった）

用
止
山
令
然

連
終
高
命
未

アリミス（あります）　アッタトコト（あったというのに）

アルワイネ（ありますよ）

アルトキナラ（ある時なら）

アレヤ（あれぽ）

アローオ（多分あるだろう）

　　　　　・アッゾネ（あります）・アッゾイネ（ありますよ）は能登

イラシタ（いらっしゃった）　イラシテカラ（いらっしゃってから）

イラサル（いらっしゃる）

イラサルトキ（いらっしゃる時）

（イラッシ）（いらっしゃい）

イラソー・イラサロー・イラッシャロー（いらっしゃろう）

イラサン・イラサランはイラバソ・イラハランでもよい。イラシテだけなら「行

ってお出で遊ばせ」の意味のあいさつ語「さよなら」に当たる。

　イラシタ系の活用は完全でないが，イラスカ（いらっしゃるか）・イラストキ

（いらっしゃる時）・イラシェヤ（いらっしゃれば）およびイラー（いらっしゃ

い）は奥能登にある。

　また，イラシミスケ（いらっしゃいますか）は口能登に，イラシンスケ（い

らっしゃいますか）は奥能登にある。さらに，オラスカ（お出でになるか）・オ

ラサル（お出でになる）も奥能登である。



　102　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石　　　　ノll　　　渠

　3．2　上一・下一

〈i）上一の活用

否定　オッキン（起きない）　オッキソデモ（起きなくても）　オッキデモ（起

　　　きなくても）

連用　オッキミッソ（起きますよ）　ナッキテモ（起きても）

終止　オッキルサカイ（起きるから）

連体　オッキルトキニャ（起ぎる時には）

仮定　オッキレヤ（起きれば）

命令　オッキマ（起きよ）　オッキョ　（起きよ）

未然　オッキョー（起きよう）

　オッキル・オキルはどちらでもよい。この促音的なものはあいまいなもので

はない。

（2＞　「見る」

否定　ミン（見ない）　ミンナイ（見ないわい）　ミTデモ（見なくても）

連刷　ミミス（見ます）

終止　ミルゾ（見るぜ）　ミソナ（見るな）　ミソナイ（見るなよ）

連体　 ミルコター（見ることは）

仮定　ミレヤ（見れば）

命令　ミーマ（見ろ）　ミョ（見よ）

未然　ミョー（見よう）

（3＞下一の活用

否定　ステントケヤ（捨てないでおけぽ）　ステントイネ（捨てないそうです）

連用　ステテカカッテ（捨てたくせに）　ステマッシマイネ（捨てなさいね）

終止・連体　スチル（捨てる）

仮定　ステレヤ　（捨てれば）

命令　ステマ（捨てろ）　ステヨ（捨てよ）　　ステトユト（捨てというのに）

未然　ステヨー（捨てよう）

　普通スチルよりもホカスを使う。なお，スチル（失くす）は奥能登にある。

糾可能
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否定　カケソ・カケレソ（書けない）

連用　カケミス・カケレミス（書けます）

終止。連体　カケル・カケレル（書ける）

仮：定　カケレヤ・カケレレヤ（書ければ）

未然　カケヨ（書けよう）　カケレヨーガイ（書けるだろうよ）　カケレヨー一

　　　ゲ（書けるでしょうよ）

　カケレルは子供に多く晃られる。なお，カケル・カケレルは尊敬にもなる。

㈲尊敬

定
用
差
益

止
体
定
然

終
連
晶
晶

　
定
矯
止
体
定
令
然

uゆ

ﾛ
連
込
連
仮
命
未

コレンワイネ（お出でにならないですよ）

コレミシタゾ（お嵐でになりましたよ）

たよ）

コレルゾ（お出でになるぜ）

コレルガガ（お出でになるのが）

コレレヤ（お出でになれば）

コレヨーオ（お出でになろう）

コレルのほかに岡じ意味でオイデルがある。

1．3　力変・サ変

　力変の活絹

コレタゲ（お出でになりまし

コン（来ない）　コンデモ・コイデモ（来なくても）

キタガケ（来たのですか）

タルト・クット（来ると）

クルトキ・クットキ（来る時）

クレヤ（来れば）

コー。コイ（来い）

コーオ（来よう）

コイマに対して，イラッシマ・オイデマはていねいである。

（2＞サ変の活用

否定　セソガデ（しないので）

連用　シマサル（しなさる）
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終止　スルナ・スンナ（するな）　スッチ”ガー（するなといふのに）

連体　スルモンナ（するものは）

仮定　スレヤ（すれぽ）

命令　セー・セイマ（しろ）　セートソト（しろというのに）　ショ（しょ）

未然　ショーオ（しよう）

　サッスル（察しる）アンズル（案じる）などは「為る」に薫じ。

　2．補助動詞

　ナイトル（鳴いている）　ナイトラン（鳴いてない）　ナイトッタ（鳴いて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十，
た）　　ナイトラナンダ　（嘆いてなかった）　ミテラサル（見てらっしやる）

ミテラサン（見てらっしやらない）　トッテタイ・トッテクタサレ（取って下

さい）　トッテタインカ・トッテソカ（取って下さいませんか）

　なお，フッチ・ル（降っている）は白峰村白峰や能美郡久常にある。

　3・　形容詞と形容動詞

　3．1形容詞の活用

連用　アモカッタ・アマカッタぐ甘かった）

終止　アマイ（甘い）

連体．アマイガヤ（言いのだ）

仮定　アマケレヤ。アモケ．レヤ（甘ければ）

未然　アマカロ（甘かろう）

語幹　アー，アマ（ああ，一環）

　「て・なる・ない・かった」の続く連用形はアツ（暑く）クロ（黒く）クPt・・

クラ（暗く）スズシ（凍しく）であるが，一ai類のクPt（暗く）は老年，クラ

（暗く）は若年である。サービ（寒い）アーキャ（赤い）サビシ（淋しい）は

字白峰である。

　3．2　形容動詞の活用

連用　シズカヤッタ（静かだった）

終止　シズカヤ（静かだ）

連体　シズカナ（静かな）

仮定　シズカナラ（静かなら）
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未然　シズカヤロ（静かだろう）

語幹　アー，シズカ（ああ，静か）

　4．助動詞

　4．1使役

　　　　　　　書かせる　　　調査させる

否定

連用

生
体
授
爵
一

仮定

命令

未然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
ソ
ソ
タ
タ
　

レ
ヤ
ヤ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

ソ
サ
ソ
セ
タ
イ
タ
セ
　

ス
ル
セ
ヤ
セ
レ
セ
　

セ
　

ソ
　
ソ

サ
サ
セ
サ
イ
サ
セ
サ
ス
サ
セ
サ
セ
サ
セ
サ
セ
サ
ソ
サ
ソ
サ

サン

セソ

シタ

セタ

ス

セノレ

セヤ

セレヤ

セ

ソ

ソ

見させる

サソ

セソ

イタ

セタ

ス

セノレ

セヤ

セレヤ

セ

ソ

ソ
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見せさせる

サン

セン

イタ

セタ

ス

セノレ

セヤ

セレヤ

セ

ソ

ソ

　カカササソ・カカサセン（書かせない）は子供の言い方だというが，必ずし

も子供に限らない。カカスル・カカサスル（書かせる），また，調査ササイタ・
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調査ササセタもあるが，有力ではない。

　4．2受身

　　　　　打たれる

否定　　　ウタレン

連用　　　ウタレタ

終止・連体ウタレル

仮定　　　ウタレレや

命令　　ウタレ

　　　　　ウタレヨ

未然　　　ウタレ・一

歩かされる

アルカサレソ

アルカサレ’タ

アルカサレル

アルカサレレヤ

アルカサレ

アルカサレヨ

アルカサレヨー

アルカササレル・アルカサセラレルもある。

4．3　　自然。可能D寒象敬

語。思、い出される

否定　　　オモイダサレン　　　　オモイダセレル

連用　　　オモイダサレタ　　　　オモイダセレタ

終止・連体オモイダサレル　　　　オモイダセレル

仮定　　　オモイダサレレヤ　　　オモイダセレレや

未然　　　オモイダサレヨー山

歩かぜられる

アルカセラレン

アルカセラレタ

アルカセラレル

アルカセラレレヤ

アルカセラレ

アルカセラレヨ

アルカセラレヨー

　　　　　　　　　　　　　　　　　オモイダセレヨーオ

　オモイダセル風は動詞の下一で記したが，オモイダセレルをオモイダセレレ

ルにすると，より子供風な言い方になり，しかも「尊敬」ではなくて「可能」

専用になる。

　「案じられる・歩かれる・出られる・話される・来られる」についても同じ

である。なお，オモイダサレ（思い出しなされ）風は越中である。

　4．4否定

　例・分らない

連用　ワカラナソダ（分らなかった）　ワカラソトル（分らないでいる）　ワ

　　　カラソデ・ワカライデ・ワカラズニ（分らないで）

終止・連体　ワカラン（分らない）

仮定　ワカラニャ（分らなけれぽ）
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　ミーデ（見ないで）一IZ・・一デ（為ないで）イワサソ・イワササソ・イワセン。

イワサセン（言わせない）オモワレン・オモエソ。オモエレン（思われない）

がある。

　ワカラソダ（分らなかった）風は南加賀と越中にあるが，金沢旧市の犀川以

南でも多少使われている。

　4．5願盟

　　　　　読みたい

否定

連用　　．　ヨミタカッタ

　　　　　ヨミタテ

終止・連体ヨミタイ

仮定　　　ヨミタヶレや

命令

未然　　　ヨミタカローt

ヨミタイ以外ではタ→トでもよい。

4，6　ていねい

　　　　　行きミス（ます）

否定　　　イキミシェソ

連用　　　イキミシタ

終止・連体　イキミス

仮定　　　イキミシェヤ

　　　　　イキミスレや

命今

食べたがる

タベタガラン

タベタガラニャ

タベタガツタ

タベタガリミス

タベタガル

タベタガレヤ

タベタガレ・マ

タベタガロー

居るマサル（居られる）

オルマサソ

オルマサラン

」t’ルマシテモ

ォルマサッテモ

オルマサシテモ

オルマサル

オルマサレヤ

（オルマッシ）

オルマツシャン

オルマサツシ
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　未然　　 イキミショー　　　　オルマサロー

　オルマサッシは目上，オルマッシは目下に対して使う。オルマッシャン（〈

オルマッシャレ篇居りなされ）はオルマッシより品がよいと被調査者No．2は

いう。オラレマセ（お居り下さい）は越中である。

　オルマサルはオルマハルでもよいが，被調査者No．2によるとオルマハルは

晶が悪い。なお，マサルは五段の動詞では終止，上一’i　t下一4　一力変・サ変の動

詞では連用ic接続する。

　4．7　断定，その他

　　　　　　行った　　　　　　　行ってる　　　　　　　　　　　噛

　否定　　　　　　　　 ”　　　　イツトラソ

　連用　　　　　　　　　　　　　イツトリミス

　　　　　　　　　　　　　　　　イツトツタ

　終止・連体イッタ　　　　　　　イッ5ル

　仮定　　 イツタラ　　　　　　イツトレヤ

　命令　　　　　　　　　　　　イツトレ

　　　　　　　　　　　　　　　　　イツトロ

　未然　　　イツタロ　　　　　　イツFm　一一

　五段の「騒ぐ。踏む・死ぬ・飛ぶ」においてサワイダ。サワソダの外はフン

ダ・フソドル風になる。イッタッタ（お行きになった）は能登，イッテヤッタ

（行ッて居られた）は越中でともに敬語である。

　なお，金沢のソヤサカイ・ホヤサカイ（そうだから）に対するホソジャサカ

イは口能登，ソッデアサカイは奥：能登にある。また，金沢のクルガやPt　一・ク

ルガイロー（来るのだろう）に対するクルガダローは鳳至の外記や越中である。

さらに，金沢のミルガヤ・ミルガイ（見るのだ）に対するミルソジャ・ミルソ

ヤは南加賀の江沼である。

　5．　助詞

　5。董　　関係助言司

く1）ハナー（花が）　　　　　アネァ（姉が）　　　　　ツノァ（角が）

　　アッキャ（秋が）　　　　フッジャ（藤が）　　　　マッチャ（町が）
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　　ウツスァ（臼が）　　　　ヨツルァ（夜が）　　　　ツツブァ（粒が）

　　カンギャ（鍵が）　　　　アンニャ（兄が）　　　　スンミャ（炭が）

　　カングワ（家具が）　　　インナ（犬が）　　　　ハンムァ（ハムが）

　　汽車＝（で）行く　　　町二（へ）行く

　なお，「山ヤロ（より）高い・カッキャロ（柿より）首い」が珠洲にあるとい

う。

〈2＞フレヤ（降れば）　　ナット（なると）　　尋ねたカテ（って）　　そう

　　ヤテ（だって）　　降るガ＝（のに）　　降るガデ（ので）　　行っテカ

　　ラユ・行っテカカッテ（たく轡こ）　　来いチュガニ（というのに）

　「歩き歩き」は「歩きながら」に対応する。

　なお，尋ねタテテ（ても）は能登，赤カレド（いけれども）は越中，知らネ

ド（ないけれども）は能登と越中，赤いケソドカ　（またはケンド・：けれども）

は南加賀にある。

〈3）アレヤタラ，コレヤタラ（ああだのこうだの）アレヤノ，　コレヤノ（あれ

だのこれだの）

　5．2　溺嚢憲員力雲司

（i）そのコサ（ことは）

　　イシ（くらいは）

〈2＞話バカシ（ぽかり）

（3）　白いガオ（のを）

㈹　知らンザ（ないよ）

　　取らンジ（ないね）

　　セvイ（為るな）

そのコタ（ことは） 猿カテ（でも） クラ

　一つだけハンカ（しか）

鷺のガト（のと）　　行カンガヤ（ないのだ）

　知らンジャ（ないよ）　　取らンゾ（ないそ）

　見ンチャ（ないよ）　　見ントソト（ないよ）

泣くマイ（な）

　推董の助動詞「まい」と意味の違う禁止のマイを便宜上ここに併記した。な

お，ミソテヤ（見ないよ・見ないというのに）は奥能登である。

　「あのね」に対するアノンネは小松や能美に，アノエネは河北・羽口乍に，ア

ノネヤは能登の内浦に，アノノキャは三三にある。

（5）　ソーカ（そうか）／ソーケ（そうですが）シランガヤ・シランガイ（知ら

ないのだ）／シランゲ（知らないのです）
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　オイヤ，ホヤ5コト（うん，そうだな）／オイネ，ホヤトコトイネ（えk，

そうですね）

　これらはていねい助詞とでもいうべきものか。



　　　　ニシ　　カ　　スウ　　イ　　　　　　　　キタ　ザき

愛知県　西春日井郡北里村

　　　野　村　正　良



1　面積　8．　9km2（昭29）

菰　人ra　5，360人，977世帯，1世帯5．5入（昭29）

XI入口動態　総転入数127入（総人口に回してG．2％），総転出数135入（0．3％），

　愛知県外からの転入7人（0％），県外への転出15人（0．02％〉一（昭28）

∬　就業人口　農・林業3，267人（総就業人mに対して68．5％），水産業0人，鉱

　業0人，工業35人（0。7％），商業75人（1．6％），公務・自由業395入（8．3％），そ

　の他5人（0％），計4，772人（100％）一（昭29）

V　おもな産業（おもな生産物資）　農業（米・麦・疏菜）

W　高校進学着数（進学率）74人（中学卒業者数に対して65．0％）一（昭28）

顎　ラジオ二型率　1．e世帯に1台（昭29）

鵬　新聞購読率　1世帯に1．G部（昭29）

　　電話加入率　1．0世帯に1台（昭29）

X　上水道　ない

　　まとまった買物をするところ　名古二二

　　大けが・重病のとき入院するところ　名古屋市

唖　被調査姦（敬称略）

　山田安太郎　　　北里村大字藤島

　加藤桑三郎　　　北里村大字藤島

　加藤粂三郎　　　北黒村大字藤島

　広瀬　銑一　　　北里村大字藤島

　（年齢）（岱居）

男　60不変

男　66不変

男　64不変

男　58　不変

　

業
三
業
業
業

幟
農
三
農
農

（学鮫）

0～6年
0・）6年

。～6年

0～6年
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はじめに

　1．愛獺県方言のあらまし

　愛知県は，東西二大方雷の移行地帯に位し，いわゆる東海東山方書域に戒ま

れる。

　アクセントはいわゆる乙種方言式であることは周知の通りであるが，語法，

出国などに関して方欝的特徴をなすと見なされているものの中には，東部方言

型のものと西部方言型のものとが見出され，それらはさまざまに入りくんだ分

布を呈している。

　愛知県の方言それ自体も等質酌なものでないことはいうまでもないQ概略，

尾張方雷と三河方雷とに二大別されるが，厳密にはそれぞれがさらにいくつか

の小方言を形成しているものと考えなければならない。

　尾張方言と三河方言との相違のうち，音韻体系に関する最も著しい点は母音

音素の結合ならびに連結に関する法則であり（音韻2），これに次いで注意せら

れるのは，尾張方言が／射ではじまるモーラの系列と／g／ではじまるモー

ラの系列とを厳密に区別しているのに対し，三河方雷は大部分／g／の系列の

みを有し／p／の系列をもっていないことである　（これらの特徴は名古屋市爽

南部憂欝にもある。ちなみに名古屋市東南部方雷は，歴史的には，名古屋市藤

北部方雷，すなわち旧名古屋城下町方言の影響を著しく受けた三三河系の一方
　　　　　　　癖
言と考えられ，西三河方言への移行的諸特徴を著しく示している）。　ただし，

三河東南部の渥美郡，八名郡などの一部には／η／の系列のみの方言もあるが，

その分布域は，国語調査委員会編纂「音韻調査報告書」（明治38年）に見えるよ

りも，現在ははるかに狭められ，大部分は／g／型の三河系方言に侵蝕されて

しまっているようである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　語法に関しては，たとえぽ〈勧誘形〉の／一mai／という附属形式が尾張方欝では

／’lko一／「行く」と／一〇／語幹をとるのに対し，三河方需では／’ika一／のように

／一a／語幹をとる点や（王河でも名古屋地方と交渉の多い地方ではた。／語幹を

とる話し手も認められる。また，共通語／’iku－ma’i／との混同やそれへの類推
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などによる結果，この語幹形成の母音音素が先行するモーラの母＝音音素の違い

により交替する現象が青年層の一部に認められる地方もある），共通語のいわゆ

る「指定」の助動詞の推量形／daroo／に当たるものが尾張では大体において

　　　／daroo／であるのに対し三河では／daraa／（または／dara／）あるいは／zuraa／

（または／zura／），共通語の「良く」に当たる形が尾張では／’joO／，三河では

／’joku／であ1體_，また尾張型の終助詞／namo／に対し三河型のそれが／nOH／

（ただし，三河でも／namo／を用いる二三の小方言があるという。）である点

などは嗣子の違いの著しい例である。

　尾張方言と三河方言との境界は一部を除いてかなり明確で，概略，北より庄

内（玉野）川一守山市一天白川の纐こ求めることができよう。ただし，両

方雷の相接する地帯および名古屋市，春日井市など，その他詳細は，今後の詳

密な調査によらなければならない。なお，瀬戸市およびその周辺には，音韻体

系はもちろん，語法の点でも上の尾張，紅舌いずれの方言群とも明確に区別せ

られる特別の方言が行なわれている。

　2．方言から見た調査地点の位置と性格

　ここで報告する愛知県西春日井郡北里村：大字藤島方雷は名古屋市の北約7キ

ロの尾張平野のほぼ中心にある純農村で話されている方言であり，いわゆる尾

張方言の代表的なものと認めて差支えないであろう。それは名糊粘市西北部方

言一名古屋旧城下の方言一の基盤をなした方言と本来ほぼ同系のものと認

めてよい方言の一つと考えられる。江戸時代の初期に名古屋の城下町が造られ

た際，清洲（名古屋の西北約4キP，北里村大字藤島の東南約7　if　Pt）の住民

が多数名古屋に移住したといわれているが（り，現在の清洲方雷と藤島方言は大

体等質：的であり，また現在の名古屋筆写北部方言そのものも藤島方書とほぼ同

じ体系を有すると認められるのである。これらの諸方窪域根互の交渉密度は歴

史的にも極めて濃密であり，それらの諸方言は，概略，並行的に発展し来たっ

たものと考えられる。

　県下の方言に関する詳しい概観，方書的諸特徴の分布および方言区画などの

詳細については，下記の諸文献および名古屋大学言語学研究室会より順次弱行

する予定の「尾張，三河方書の構造論的研究及び言語地理学的研究」などを参
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照せられたい。

　　　柴田武：「愛知察のアクセント分布」（「文字と欝葉」昭和25年，東京，刀江書院，
　　　P．267以一ド）

　　　東条繰戸「臼本方言学」（昭和29年，東京，吉川弘文堂，特にPP　46－47）

　　　　　　　　　　　　　　　　音　　　韻

　1．短母音の音節

　東京方雷のカ，ガ，ガ，パ，パ，マの各行諸音節に鮒応ずる藤島方欝の諸音

節は概略次の通りである。　（この点については東京方書と大差ない。）なお，こ

の方言のウは一般に［UI］；［s］，［z］，［∫］，［3］，［tsj，［tおなどの後では［蝕］

であるが，以下簡略に［ujで表記する。

　〈4）　［　ku　1〈o　ka　ke　ki　kju　kjo　kja　l

　（p）　［gu　go　ga　ge　gi　gju　gjo　gja］

　｛7x）　［　lju　Bo　“a　lje　pt　gju　pjo　ijja　］

　（＝）　［　pu　po　pa　pe　pi　pju　pjo　pja　］

　（ホ）　［　bu　　　bo　　　ba　　　be　　　bi　　bju　　　bjo　　　bja］

　（hx＞［mu　mo　ma　me　mi　mju　mjo　mja］

　〈F＞　［ru　ro　ra　re　ri　rju　rjo　rja　］

　次に，サ，ザ，ナ，ハ各行の諸音節も上と平行的に，次のように整理するこ

とができる。

　〈f）　［su　so　sa　se　Si　Su　So　Sa　］

　（V）　［zu　zo　za　ze　3i　3u　30　3a　］

　B）　［　nu　no　na　ne　ni　rju　．pjo　．pja　j

　〈」h）　［（t）u　ho　ha　he　gi　gju　gjo　gja　］

　（iJ）ザ行の頭子青は，いかなる位置でも摩擦音［z］，［3］である。なお，

　6・を参照。

　母音およびいわゆる半母音で始まる諸音節は，次の通りである。

　〈ヲ）［u　　o　　a　e　童　ju　　jo　ja　］

　上記の諸音節は音韻論的にはそれぞれ次のように解釈される（2）。
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　　　に，タ行については，

のように，一応上記各行と平行直属に整理されるが，これに対す　有声音の系列

ダ行には，

　　　　　　　　　［　do　　　da　　　de　］

の三つの音節しかない（東京方言な：どに．現われる［dzud3id3V　d30　d3aユ

などの諸音節はこの方書には存在しない。6．参照）。そこで，これらの諸音節は，

　（ワ｝　　　　　　［　to　　　ta　　　te　］

　㈲　　　　　　［do　　　da　　　de］

　（ヨ）　　［　tSUL　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t∫i　　　　t∫U　　　　t∫0　　　　乞∫a　］

のように整理して，音韻論的に，

　（ワ）　　　　　　／　to　　　　ta　　　　te　／

　　　　　　　　　／do　　　da　　　de／

　　　　　　　　　　　　うく　　　　　　うく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　
　　　　　／　CU　　　　CO　　　　Ca　　　Ce　　　Ci　　　Cju　　　CjO　　　cja　／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うく　　　　　　　　メ

と解釈するのが妥当であると考えられる。／co　ca　ce／は体系的な「あきま」

であるが，ここをふさぐ＝e・一うに該当せしあうる例には，「gottSel］二／gO2C品／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ
〈ご馳走〉；［juidattsama］：／’juuda2cama／〈雷電〉；［o「tびttsama］：／’et’o？
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cama／〈お父さん〉などがある。（／ce／の例はこの方言には見当らない）ただ

し，これらのモーラは東京方言などと同様，／？／音素の後にまれに現われるも

のである（3．参照）。

　2．長母音の音節など

　以上は短母音のみを含む音節の音韻論的解釈であるが，長母音，降りニ重母

音（通例長い変母音とされているもの），および重母音などを含む各音節は次の

ように二解釈されるQ

　藤島方響には，次のような長母音，および二重母音（3）が現われる。それぞれ

極めて簡略に表記すれば，次の通りである。

　a）長母音

　（d）　［ui］

　（ロ）［o：］

（ノx）［ar］

（＝〉　［ii］

b）二重母音

（イ）［y￥］

　（ロ）［φ6］

｛」x）　［ees］

（＝〉　［e￥］

例（’t）［ku＝ki］　〈空気〉

　　［kol：］　　〈甲〉

　　［ma：］　〈もう〉

　　［k：圭li］　〈黄〉

［1〈yli］　　　〈杭〉

［kφ1ξ…］　　〈鯉〉

［kεelE］　　〈貝〉

［keiiko］〈稽古〉

　上のb）にあげた二重母音のうち，（イ）の［yi］は，はじめ唇が上下および左

右より狭められるが，その狭めの程度は［ZU］と［tt］の中ほどで，暑のまる

めと唇の突出しはこの程度にわずかながら認められる。前舌面は［i］よりや

や低く，かつ後退した位置をとる（概略中酒．的な［ylどいえよう）。この位置

より唇の左右からの狭めはややゆるみ（この点では概略［圭］の方向に近づ

く），前舌面は高まって［呈］に近づく傾向を示す（概略［y’i］とすべきであろ

う）。

　（ロ）の［φ6］は，はじめ辱のまるめと突出しは，この方雷の［O］（っ羅）よりや

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十
や強く，前舌面の高さはこの方雷の〔e］（［e］）の程度であるが，前後の位鷹は

勿少後寄りになる。この泣置から唇の左右の狭めはゆるみ，突出しがなくなり，
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舌は［ejの方向に近づく。（概略［φ▼e］とすべきであろう）

　㊨の［a…ε］は，はじめ唇も香もほぼ典型的な前回の広い［ee］の位置をとる。

ついで，それよりもやや狭い中舌的な位置，すなわち〔ξ弓へ移行する二重母

音である（概略［a∋E］で表記される）Q（5）

　（＝）の［eI］は，はじめ，この方言の短い［e］（たとえぽ［ke］〈毛〉の［e］）よ

りかなり狭い（基準母音の［e］よりわずか広い程度）位置をとり，次いで前舌面

がそれよりもやや閉じた中雪的な位置へ移行する二重母音である　（概略［e▼漏

で表記される）。

　なお，これらの二重母音に先立っ子音は，それぞれ程度の差はあるが，弱賑

蓋化されているのが普通である。一般に「入りわたり」もかなり著しいが，子

音が先立たない場合には，たとえぽ，概略

　　［Yyiro］　　〈ういろう一一米の粉を蒸して作った菓子〉

　　　　　　［。eφさ］　　〈甥〉

　　　ε
　　［　caste］　　　　〈糊手〉

　　［ieigo］　　〈英語〉

のように表記される半母音的な入りわたりがことに長く，かつ強い。なかんず

く，［一e￥］の場合，弱口蓋化はこの系列の二重母音のうち，最も著しく，また

入りわたりも最も強い。

　これら四つの二重母音のすべてに平行的に認められる事実は，音韻論的解親

に当たって，［yi］，　［th6］，［eeS］，［e日などの二重母音を一つの系列をなすものと

して一括して扱わなけれぽならない理由のうちの最も有力なものの一つであり，

さらに，［yi　φ6　EeS　e￥　iiS］　が，この方言では結局一系列をな．

していると解釈しなけれぽならない理由をなすものでもある（［i：］も精密には

［i｛ヨなる二重母音であることに注意（3）。したがって，［圭：］を長母音の類として

扱うのは厳密に言えば正しい記述ではない）。

　藤島方言には上寵の長母音，二重母音に著しく類似してはいるが，その初め

の部分と終りの部分との間に，かなり明瞭な「強さの谷」（このような「強さ
　　　　　　　　　　　　　　●　　●　　●　　●　　0　　0

の谷」は厳密には「強さの凹」と称すべきであろう）が認められ，それぞれが
　　　　　　　　　　　　くぱ
別の音節をなすと認められる一種の重母音がある。通常このような「強さの谷」

には前後のいずれの部分よりも高さの低い，多少ともゆるんだ声帯の発する振
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動音（有声の［瑚に近いが，声帯の緊張の度合は，それよりも低い）が聞かれ

る。それは一種のBlahiaut飾なつぶやき声と見なすことができよう。初めの

部分の出わたりおよび終りの部分の入りわたりは，いずれもゆるやか（gradua1）

である。

　　a）　　（イ）　〔U．U］（6）　1列　　〔SU達．　U（ka－U）］　〈酢を（買う）〉

　　（ロ）　こ0．0］

　　（A）　［a　a］

　　（pt　［e．　e］

　　㈱　〔i．三］

b）　（d）　［y．i］

　　（ロ）　［φ，e］

　　（ix）　［ee．　e］

　　£kol．　o（gilcu）コ　〈粉を（罎く）〉

　［ka・a（ta「t・’kg）］〈蚊を（詩P〈）〉

　　［kel．　e（1〈ilru）］　〈毛を（切る）〉

　　〔kii．i（lciiru）コ〈木を（切る）〉

伊」　　　［9i「王くyコ＿　i］　　　 〈｛氏㌧、〉

　　齢「．eta］　〈澱いた〉

　［ka｝i．　eta］　〈書いた〉

　これらの母音連続は2であげた長母音，二重母音よりもやや長く，上の

［y．i］，£th．　e］，［ae．　e］は2・b）の［yi］，［φ旬，［aCE］よりもその：初めの部分

の開きがやや広くなり，かっ，先立っ子音の弱口蓋化もかなり弱まる傾向を

匂す。一般に，入りわたりも2・の場合よりも短くて弱い。また，これらの

［．一i］，［．一e］，［．一e］の開きも　（ことに［．一e］では）［胡，［避］［一9］よりも

広く，かっ，長さもより長い。なお，この方雷には東京方書におけるような夢

助音［e：］は現われない（り。上記の他に，藤島方言には次のような重母音があ

る。これは先立っ母音がかなり「はっきりした声止め」（S）で終り，それに続く母
　　　　　　　　　　　o　　”　　“
音もかなり「はっきりした声立て」（9）で始まるものである。ことに，あとの母音は
　　e　　e　　一

明瞭な息の強めの加わりで始まるので，二立ての程度はかなり著しい。音声の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　“　一
とぎれ，はほとんど聞きとれないが（10），両母音の間には，このようなi著しく明瞭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e　　一　　一　　e　　一
な「強さの谷」が認められ両母音は別々の音節を形成する。
“

a）　（t）　［u－u］（ii）

　（ロ）［o－oコ

　（ix）　［a－a］

　（S　［e－e］

　｛rjg）　［i－i］

b）睡り　［u－i］

　（ロ）　［O－i］

　（，x｝　［a－ii

例［maku－ut∫i］〈幕内〉

　　［ko一「oitol｛O］　　　〈ノ」、男〉

　　［kata－a∫i］　　　〈舛魑足〉

　　［kage－e］　　〈影絵〉

　　［tsuri－ito〕　〈釣糸〉

　　［jabu一「il∫a］　〈藪医者〉

　　［kuro－inu．1　〈黒犬〉

　　［hara一・ita］　〈腹痛〉
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　　　ξ⇒　　［e－i］　　　　　　　　［tame－ike］　　◎留灘三〉

　このような藤島方雷に著しく特徴的な母音音のあらわれは，その音韻論的解

釈の上にも当然十分に反映されなけれぽならない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上の2で述べた長母音のうち，a）の（d），（ロ），㊨は／VV／，　b）の二重母音およ

　　　　　　　　　　　びa）の㊥の長母音は／Vi／と，2モーラよりなるが，一つの音韻的音飾をなす

母音音素結合と解釈する　（ノV／は母音音素を，／（／は音素結合を表わす記号）。
●　　　0　　●　　　O　　●　　　O

　　　　　　　a）㈹［u：］／uu／

　　　　　　　　（m＞［Or］　／QO／

　　　　　　　　（IN）［a：］／aa／

　　　　　　　　㊥　　　［i：］　　　 ／　ii　／

　　　　　　　b）　〈イ）　［yと］　　／u∀

　　　　　　　　（ロ〉［φEコ　／0i／

　　　　　　　　㈲［a］E］／ai／

　◎［eV］／e童／

　　　ノへ
例　　／kuuki／

　　《
　／koo／

　　　　　／maa／

　　K　／kii／

　　《
　／kui／

　　《
　／koi／

　　《
　　／ka三／

　　久
　／1〈eiko／

〈空気〉

〈甲〉

〈もう〉

〈黄〉

〈貌〉

〈鯉〉

〈貝〉

〈椿古〉

　長母音を糊種の母音音素2個の連結（すなわち，ここでは音素結合）と解釈

したのは，服部四郎博士の言われるように（12），㈱下降調，上昇調というような

長母音，二重母音，溌音などの音節に現われるアクセントをその他の音節と並

行的に扱うことができるからであり，（b＞次に述べる二重母音とも同様な扱いを

することができ，記述が体系的となるからである。

　：璽母音を母音音素十／i／と解釈する理由は次の通りである。

　㈲　これらの二重母音［y￥］，［φ司，［eeE］，［eY］はすべて［i］の方向に動

くわたり音である。

　（b）　これらの二重母音における［y一］，［φ一］，［εe一］，［e一］のそれぞれの調

音の綴違は［u］，［o］，［a］，［e］の調音の相違に相似的，並行的である。また，

ことに，［y］：［uコ，［φ3：［o］，［ee］：［a］，［e］（［ei］における）；［e］のよう

な音韻的に有意味な対立は認められない。かっ，麺］：［y］，［o］：［φ］，〔a駆

［ac］，［e］：［e］（［ei］における）の調音の栂似的，並行的な稠違は，後続する

母音音素が同種であるか／i／であるかによるものと兇なすことが可能である。
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　⑥　後の部分［一i］，［一6］，［一司，［一i］のそれぞれの調音の相違は，それら

に先立っ音素／u／，／0／，／a／，／e／の桐違によるものと説明することができ

る。

　㈹　これらの二重母音のそれぞれに先立つ子音に認められる弱口薫化は，い

ずれも／i／に該当せしめ，その影響による同化に基づくものと解釈することが

可能である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　したがって，［yi］，［φ6］，［a｝司，［ei］をそれぞれ／ui／，／oi／，／ai／，／ei／に

該当するものと解釈することができよう。　「経済の作業原則」からいっても，

［y］，［φ3，［韻，［e］を／if／，／6／，／a／，／e／にそれぞれ該i為するものと解釈す

るよりも，上述の解釈の方が妥当である。

　これらは先に述べた理由にも基づいて，それぞれ音韻的には次のような系列

を構成しているものと解釈する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　③／VV／の系列：　／uu　oo　aa／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　（5）／Vi／の系列：　／ui　oi　ai　ei　ii／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　なお，特に／uu，……／，／ui，……／のように／（／を付けて／uu，……／，

／磁，……／と区別した理由については次を参照。

　すでに述べた一種の重母音はそれぞれ（a）／VV／，（b）／V圭／と，2モーラよ
　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　リ　　　　　　　　　　　り　　　　

りなり，二つの音韻的音節をなす母音音素連結と解釈する。

（a）　g）

　　（ロ）

　　〈A）

（b＞　（d）

　　（ロ＞

　　ex）

［u．　u］

［o．　o］

［a．　a］

［e．　ej

［i．呈コ

［y．　i］

［φ．eコ

［EE）．　e］

／uu／

／00／

／aa／

／ee／

／ii／

／ui／

／0i／

ノai／

例／　Srfiu（ka’u）／〈酢を（買う）＞

　　／k60（h圭ku）／〈粉を（ひく）〉

　／kaa（tataku）ノ　〈月賦を（叩く）＞

　／k6e（kfru）／〈毛を（切る）〉

　　／　kii（kiru）　f

例　　／hik丘i／

　　／　’6　ita　／

　　f　kaita　／

これらの重母蒋を上のように解釈する理由は，

（a）上の2．で扱った長母音，

〈木を（切る）〉

〈低い〉

〈置いた〉

〈書いた〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　二重母音を／VV／および／Vi／と解釈し，

本項で扱う一種の重母音を／VV／および／Viノとしたことについての最も重要な
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点は，次のことである。／VV／，／V圭／は音韻的にも一音節をなしている。しかる

に，本項の重母音は，音声的には工音節をなし，音声的，したがって音韻的にも
　ドへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

／vv／および／Vi／よりはゆるい連続をなし，音韻的には2音節をなす。しか

し，一方／VV／と解釈される場合とは異なり，前の部分と後の部分の間に音声

のとぎれは認められない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（b）／VV／と解釈したa）の／uu，…／などは，／VV／の場合とは異なり，聴覚

的には東：京方言の〔U＝，……］などの長母音に近く，その調音にも二重母音的

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な傾向が認められない。ことに［e．　e］を／ee／と解釈したのも／ei／：［ei］とは

異なり，それよりもかなり開いた母音の連続であり，かつ，先立っ子音の口蓋

　　　　化は／eYの場合に比べて著しくない。また，後の部分の［一e］の調音もほとん

ど先立っ［e一］と同じだからである。

　（e）［y．　i］，［φ．e］，［εe．　a］がそれぞれ／ui／，／oi／，／ai／と解釈される理由

は詳しい説明を要するが，要は理由③，㈲に加えて，先立っそれぞれの／u，o，

a／に続くノi／によって一種のUmlaut的な変化を起したもので，／－1／と解釈

した部分における［一口，［一e］，［一e］なる相違は，それぞれ先立っ音素との同

化によるものと見なすことができるからでもある。このようなUmlaut的な

変化が，／V’i／と解釈した／V／についても，これよりやや低い程度に起っている

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことも，以上の解釈の裏付けとすることができよう。それはまた，前述の／Vi／

における事実とも照し合わせることができるQ／Vk／における畜声的な事情が

　　　　　　　　　　　　　　／Vi／の場合よりもむしろ／Vi／のそれに極めて近いのは，この母音音素の連

続が，／V’圭／における／V／と／i／との連続とは異なり直接的であることによる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ものであり，一方／V圭ノにおける音声的な事情が，／Vi／に．おけるそれとはやや異

なるのは，前饗が「音素連結」であるのに，後者はよりかたい「音素結合」を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　●　　●
なしているゆえと解釈される。

　なお，詳説しなけれぽならない点があるが，紙面の都含で省略する。

　上述の重母音はそれぞれ次のような系列を構成しているものと解釈する。

　③　／VV／の系列：／uu　oo　aa　ee　ii／

　（b）／Vi／の系列：／u圭　oi　ai／

　すでに述べた重母音は／V’V／と解釈される。かく解釈する理由の，特にこの
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方言にとって重要なものは，すでに述べたところである。

㈲　　（イ）　［u－uユ

　　（ロ）　［o℃］

　　（ノ’ウ　［a－a］

　　（＝）［e－eヨ

　　〈」S）　［i－i］

（b）　（d）　［u－i］

　　（ロ）［O－i］

　　｛iN）　［a－i］

　　（＝）　［e－i］

／u’u／

fo’o／

／a’a／

／e’e／

／i’i／

／u’1／

／o’i／

／a’i／

／e’i／

例　　　／maku，uci／

　　／ko’6toko／

　　／kata’asi／

　　／kaiJe’e／

　　／cur呈’ito／

　　　　　　　　　　
例／’jabu’1sja／

　　／kuro’inu／

　　／hara’ita／

　　／tame’ike／

〈幕内〉

〈小男〉

〈片足〉

〈影絵〉

〈釣糸〉

〈薮医者〉

〈黒犬〉

〈腹痛〉

〈溜池〉
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　藤島方言における上述の長母音，二重母音，重母音などの音韻論的解釈を要

約すれば次の通りである。結局，この方欝の母音音素の連続には次の三つの段

階を認めなければならない。

　　　　　　　　　　　　　
　1　／VV／，／Vi／の段階二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　／uu，　　oo，　　aa／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ
　　　　／ui，　　　oi，　　ai，　　ei，　　ii！

　III　IVV／，／Vi／の段階：

　　　fuu，　oo，

　　　／ul，　oi，

．III　／V’V／の段階

　　　fu’u，　o’o，

　　　／u’i，　o’i，

aa，

ai／

タ

aa，

ナの

a1，

ee，　ii／

e’e，　i’i／

e’i／

　　　　　　　　　　　　　　　　オン　　　および上記以外のすべての母音音連続はこの驚の類にはいる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　＠）　1の段階においては／ei／という音素の連続が存在するのに／ee／は存在：

しない。しかるに，11一の段階には，／eeノは存在するが／ei／は存在しない。結局、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1に．おいては／VV／のi系列をま／u，　o，　a／の三つの母音音素に限られ，，／－V／は同、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　種の母音音素にのみ結合することができるが，／一iノの系列は完全に整い，それ．

はすべての母音音素に結合することができる。一方，Kにおいては，逆に同種

の母音音素連結ノVV／は完全であるが，／一i／は／u，　o，　a！の蕪っの母音音素に
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のみ続きうることに注意すべきである。　　　　　　　　　　　　．

　㈲　母音音素が三つ以上結合したり，連結したりすることはない。

　　　　　　　　　　　　
　（c）／vv／，／Vi／なる「音素結・念」は一つの形態素の内部のみに現われる。

　（d）／VV／，／Viノなる「音素連結」は，先立付属形式の末尾母音と続く付属形

式の頭母音や，いわゆる用書の語基と語幹形成音素などがかたく結合する位猛，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e　　o　　o
その億一般になんらかの形態論的なつぎめを介して二つの母音音素が連続する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　位置（たとえぽ／kaa／〈蚊を〉，／k6量ta／〈書いた〉，／mEesja／〈眼医潜〉，／kee－

ro／〈毛色〉など），およびこのような形態論的なつぎめが類推されていると推

測される位置（たとえぽ7’圭k6kaiノ〈行こう（鋤誘）〉の／－kaiノなど）に現われ

る。なお，ある条件（たとえば対比強調など）の下では「母音音素結倉」は「母

音音素連結」のように発話されることもないではない。

　（e）／V’Vノは相豪程度に霞立性の強い付属形式（服部四郎博士のいわゆる「え

せ自由形式」にほぼ近い形式）が結合する場合に認められることがある。たと

えξま，　／kata’asi／〈片足〉，　ノkape’e／　〈影絵〉，　／hara’ita／　〈腹痛〉，　／tame’ike7

〈溜池〉などがそれであり，また読書音と認めるべき発話における，たとえぽ

［kゼーi］〈杭〉，［koi－i］〈鯉〉，［kai一・i］〈貝〉，［kel－ikO］〈稽古〉などの母音連

続は，いずれもそれぞれ／v’i／型と解釈すべきもので，皿の類に属する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［補］（13）（a）東京方言の／vV／，　Ivi／は藤島方需の／VV／，／Vi／に対応する。

　　　　　　　東京　　　　　　　藤島
　　　　　　　　　　　　　　　　《
　　　　　　／k6i／　　　　／kui／　　〈枇〉
　　　　　　　　　　　　　　　　久
　　　　　　／k6i／　　　　　　／koi／　　〈鯉〉
　　　　　　　　　　　　　　　　久
　　　　　　／　k会i　／　　　　　　　　　　　／　ka｛　／　　　　〈貝〉

　　（b）東京／v’v／及び／v’i／は藤島（／）　fvv／，／vi／，（Pt）／v’v／，／v’i／に対応す

　　る。たとえば（／）動詞語幹の／h“i一　（te）／〈吹いて〉，／’6i一一（te）／〈置いて〉，／k傑一（te）／

　　のような部分，形容詞の終⊥E形，／hur6i／〈古い〉，／kur6i／〈黒い〉，／，ak婚i／〈赤い〉

　　　　　　　　　　　　　　　ら　　など，および，先にあげた／m6esja／のような熟した複合諮（この種の単語はかなり

　　多いようである）。回1．2。4・3の例など。

　3，　つまる音

　［kakkoi］〈恰好〉，〔jat「ton：」〈長く〉，［bitt∫u：］〈備中という一種の鍬〉，

［o「toittsama］くお父さん〉，［jap「pairl］くやつぽり〉，［sassoku］〈早速〉，

［i∬o］〈一緒〉などにおける［一kk］，　E－tt一」，［一tt∫一」，［一tts一］，£一PP一］，［一ss一］，
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εイ∫一］のような「重ね子音」の前の鶴分が岡一の音素／2／と解釈されるのは東

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　《
三方雷の二三と同様である。上の諸例は，それぞれ／ka2koo／，／’ja？too／，　／bi？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

cjuu／，／’ot62cama／，／’ja？parif，／sa2sok：u／，／’i2Sjo！と表わしうる。

　／2／は三音音素の二三にのみ立つことができる。

　なお，［ik▼「kaij〈行くか？〉，［mos▼so］〈裳裾〉，［o∫▼∫i］（1’1）くお獅子〉など

における［一k’k一］，［一s▼s一］，［一∫▼∫一］の前の部分は前述の／2／と解釈されるも

のとは異なり，先立つ愚音との結びつきはゆるく，かっ，その出わたりにおい

ては閉鎖あるしやは狭めがゆるむ傾向が現われる。のみならず，［一k・］，［一s’］，

こ一∫弓などの代りにそれぞれ［選u］，〔一S”］，〔一∫i］，あるいは［一kU］，［一suj，

［一∫i］が現われる。したがって，これらの音節はそれぞれ／－ku／，　f－su／，　ksif

と解釈すべきであり，／’ikuka／，／mosuso／，／’osis圭／（15）と表わすことができる。

　4．　はねる音

　いわゆる「はねる音」の分布は，ほぼ東京二三などにおけると岡様である。

ただし，発詣段落の末尾に現われる場合は，［N］の閉鎖が概してゆるく，それ

に先立って，鼻母音のわたりが東京方言よりもかなり著しく聞かれる　（例，

［jaka“N］〈薬かん〉）。なお，個人によっては純然たる鼻母音がこれに代る傾向が

ある（例・［ham「bu撤3〈半分〉，［udOU］〈うどん〉・［jal〈ae］〈薬かん〉，［「，i阪ei］

〈二間〉．［t∫okii］〈貯金〉）。この音を！N／と解釈すべきは東京方舞と同様であ

る。／N／は母音音素の直後にのみ立つことができるQ

　なお，（a）［amme］〈梅〉，範勉n蜀圭］〈鰻〉，［嫡eコ〈竹を編んで作った漁具の

一種〉などにおける［倉m，ftn，9鵬は，いずれも［m，　n，韓などの三三に先

立って，いったん［U］の調音三三がとられ，かっ，これらの音は発話段落の頭

にのみ現われ，後に続く音も孤立曲でそれぞれ「m，n，　g］のみであり，さら

に上記のような発音の代りにIume］，［una癖］，［uoe］のように発音されるこ

ともあるゆえ，それぞれ／’ume／，／’unapi／，／’陶e／と解釈する。（b）［Om’1’mo］

〈雲母〉，［fin’na3i］〈問じ〉，［a131’oa］〈運河〉などにおける［“m▼，　L］nT，鴨］

も㈹の場合と同様，［m▼，nT，刺に先立って［U］の調音位澱がとられ，か

っ，これらの膏は発話段落の頭に，しかも，それぞれ［m，n，羽の前にのみ

現われるなど，その位置は孤立酌である。かっ，上記の発音の代りに［パmmo］，
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［unna3i］，こu論導a］のように発音されることもあるゆえ，それぞれ懸Nmo／，

／’UNnazi／，／’U喝a／と解釈する。

　5．［切の音

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　／ljU，葛。，　oa，　ge，葛i，切u，　Bjo，切a／のノB／に当たる［扇は発赤段落の最

初の位置には立ち得ない。その位：置に現われるのは通例［g］である。しかし

［i3］と［g］とは必ずしも補い合う分布を示さず，東京方雷と同様，次のような

例が認められる○

　　［∫i「3ui：ηo］〈親が40代の時に生まれた子〉［∫i3Uigoi〈45＞

　　［3u「：po］　〈銃後〉　　　　　　　　　　　　　　　　　［3un：go］　〈15＞

　　［sonogO］くその後〉　　　　　　　　　　［sono「90’］くその碁〉

　したがって，この方欝についても陶］と［g］とはそれぞれ別の音素に該当

するものと解釈して差支えない。

　なお，／Ψは，この方言では，完全な閉鎖が営まれず，弱い摩擦音［’f］の鼻

音化した［『］であるのが通例である。ことに［me「Xa’ne］〈眼鏡〉［miYaku］

〈磨く〉のように前香母音〔e］および£i］が前に来る場合には，その狭めの

位置はかなり前寄りに，また狭めそのものもいっそうゆるみ，その摩擦音も著

しく弱まって，［j］（精密には［8］）と表記すべき音である。

　6．／z／の音
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　／zu，　zO，　za，　ze，　zi，　zju，　zjO，　zja／の／z／に当たる単音は，発話段落の

頭においても，東京方書などのような破擦音［dz一］，［d3一］ではなく，摩擦音

の［z一］，［3一］である。母音間では上述の場合に比べてさらに狭めもゆるみ，摩

擦も弱まる。

　7。　モーラ表

　7　以上は藤島方欝の音韻論的分析ならびにその記述・解釈にあたって特に

問題となるところを中心に説明したものである（もちろん，これがこの方慧の

完全な音韻論的記述というわけではない）。以下に》いま一応この方言に認めら

れるすべてのモーラを表示する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（d）　／　　ku　　　ko　　　ka　　　ke　　　k圭　　kju　　　kjo　　　kja　　／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（n）　／　　gU　　　gO　　　ga　　　ge　　　gi　　　gju　　　gjO　　　gja　　ノ




